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３章１話　別れの後の憂鬱







　公こう爵しやく家の皆みなさんを見送って、トレーニングがてら走って帰ることにした。

　すると廃はい坑こうへ向かう道中、やけに沢たく山さんの冒ぼう険けん者しやを見かける。

　……そっか、グレルフロッグ。……通り道だし、また少し捕つかまえて行くか。

　アイテムボックスから胴どう付つき長なが靴ぐつを取り出して、行き先を沼ぬまへ変へん更こう。




「人多いな……」

　沼は今日も大勢の冒険者で埋うまっていた。

　見える範はん囲いだけで１００人以上。別の沼にも人が行ってるようだし、これ以上の人が集まっているのか……それにツナギや胴付長靴を着ている人も時々目に付く。なかなか売れているみたいだな。……おっ。

　５人組で、全員がツナギと胴付長靴を着用した集団が目に留まった。しかもその顔には見覚えがある。ブラッディースライムを売ってくれた、シクムの桟さん橋ばしの５人だ。

　せっかくなので挨あい拶さつをしていこう。そう思って近づいてみると、何かあったんだろうか？　少し不ふ機き嫌げんそうなカイさんの背中を周りの人達たちが軽く叩たたき、気にするな、仕方ないと言って励はげましている。

「こんにちは」

「ん？　君はあの時の、リョウマ君だったな。先日は助かった」

「いえいえ、こちらも良いスライムが手に入りましたから」

　そう言うと、前酔よっ払ぱらっていた男が前に出てくる。

「お前があのスライムを買ってくれた奴やつか？」

「はい、そうですよ」

「そうか、あの時はすまなかった。俺おれはセイン。あの時酒に酔って絡からんだらしい。飲み過ぎで良く覚えていないんだが……あのスライムを買ってくれて助かった。その上良い儲もうけ話を教えてくれて感謝してる」

　なんかあの時とは全然雰ふん囲い気きが違ちがう。あの時はただの酔っ払いだったが、今は普ふ通つうに真ま面じ目めそうな人だ。

「お気になさらず。それより、何かありました？　カイさんが難しい顔をされていましたが」

「問題って程ほどの事じゃねぇんだが、少しな。その前にこいつらを紹しよう介かいしとくぜ」

　カイさんが視線を送るのは、前回セインさんを運んでいった２人。彼かれはまず少し背の低い１人の肩かたに手を置く。

「こいつはケイ、俺の弟だ」

「ケイです、よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いします」

「で、こっちが」

「ペイロンだ、よろしく頼たのむ」

「よろしくお願いします」

「俺達たち５人でシクムの桟橋ってパーティーを組んでるのは知ってるな？」

「はい」

「実はな、俺ら昔は漁師だったんだよ」

　漁師？　それは良いけど何故なぜいきなり？　と思っていたら、シンさんが交代するようだ。

「悪いな、カイは説明が下手なんだ。ここからは僕ぼくが説明しよう」

　それから話を聞くと、シクムとはこの国最大の湖のほとりにある村の１つだという。

　そこで生まれ育った彼らは元漁師だけあって網あみの扱あつかいに慣れていたため、水と泥どろで多少の感覚の違いはあれど、他の冒険者より素す早ばやく、多くのグレルフロッグを捕まえていた。

　ここ数日はそれで大おお儲もうけができたらしく、今日も既すでに20匹ぴき以上の捕ほ獲かくに成功していたが……捕獲したグレルフロッグを入れていた籠かごから少し目を離はなした隙すきに、籠を誰だれかにすり替かえられたらしい。籠はギルドで貸し出されている支給品であり、同じ物を持っている者が大勢いるため犯人もわからないとのこと。

「なるほど、獲え物ものを盗ぬすまれたんですか」

「そうなる……かな？」

　その微び妙みような返事は何だ？　と思っているとケイさんが籠を持ってきて見せてくれる。

「獲物の数だけで言えば、すり替えられた後の方が多いんだけどね……」

　中には二十数匹のグレルフロッグがいるが、どれも弱っているみたいだ。特に酷ひどい２、３匹は怪け我がをしていて虫の息。

「誰か下手くそが捕獲に失敗したんだろ。やり方が悪くて弱ってんだ。こうなるとグレルフロッグは値が落ちるし、死んだら更さらに値が落ちる。今から街に向かっても途と中ちゆうで死んじまいそうなのばかりなんだな、これが」

「それを俺達の状態が良い獲物とすり替えられた」

「また捕まえれば良いけど、気分の良い事ではなかったんだ。それだけさ」

　なるほどなぁ……そうだ！

「皆さん、これ売るとしたら幾いくらになるか分かりますか？」

「ギルドに着いた時点で弱っていたら２００スート、死んでいたら50スートまで値が落ちる。虫の息ならその間だそうだ。先日の事で身に染しみたからな、下調べは万ばん全ぜんだ」

「状態が良ければ１匹１，０００スートですよね？」

「そうだ、それがどうかしたのか？」

「なら、このグレルフロッグを１匹３００スートで売って頂けませんか？」

　俺の言葉に首を傾かしげて聞いてくるシンさん。

「それは構わないが、良いのか？」

「ギルドに売るより高くなるから、こっちは得だけど……」

「損をするぞ？」

「ギルドに売るならそうでしょうけど、僕が個人的に使う分には問題ありませんよ」

「個人的に？　薬を作れるのか？」

「はい。解げ毒どく剤ざい等に使えますから、僕は常備薬として用意しておこうと思ってここに来たんです」

「そうか、こちらとしてもギルドより高く買い取って貰もらえるならありがたい」

「ギルドに売る分はまた捕まえりゃいいから、全部買い取ってくれ」

「ありがとうございます」

　こうしてシクムの桟橋の方々から、25匹のグレルフロッグを７，５００スートで買い取った。

「お前、凄すごいな……」

「前にスライムに小金貨を出してきた時も思ったが、よくこんな大金をポンと出せるな」

「あの店の繁はん盛じようぶりを見れば納なつ得とくできる」

　あ、俺の店に行ってくれたんだ。

「うちの店をご利用頂けたんですね？」

「初めは一度だけのつもりだったんだけど、安くて早くて手洗いより綺き麗れいになるから結構頻ひん繁ぱんに利用させて貰ってるよ」

「この沼の泥どろ汚よごれがあるここ数日は毎日だぜ」

「初めは驚おどろいたが、スライムも役に立つんだな。やってみると良い物だった」

　ほうほう、良い具合に常連になってるな。

「帰ってからの洗せん濯たくが面めん倒どうになりそうだぜ、俺らの街に支店を出さねぇか？　何なら漁業組合に掛かけ合あって良い場所を紹介するぜ？」

「そういう話も時々ありますが、今のところはまだ支店を出せないですね」

「そんな簡単に出せる物でもないだろうしな。だが、もしシクムに支店を出す場合は連れん絡らくをくれ、店てん舗ぽ探しくらいは協力できる」

「俺達は基本的に村から出ない。せいぜい近くの村まで行くくらいだ。連絡が取れないということはないだろう」

「漁業組合の伝つてを使えば、商業ギルドより良い場所を見つけられるかもしれねぇからな」

　商業ギルドより地域密着型の組織みたいだ。良いかもしれない。

「ありがとうございます、その時はよろしくお願いします」

　良い取引ができてよかった。

　彼らと別れ、今度こそ廃はい坑こうへ。




■　■　■




　廃坑に到とう着ちやく。

　まずは、スライム達とリムールバード達を外に出してから……

「自由に遊んでおいで」

　これでよし。次は適当な坑道に横穴を掘ほって、生活拠きよ点てんと調ちよう剤ざい室を作る。

　棚たななどの家具も石製だが、当分はこれで良いだろう。

「さて、ブラッディーとクリーナーを呼よび戻もどすか」

　作ったばかりの調剤室で、グレルフロッグの処理に入る。弱っている奴は早く処理しないといけないし、一昨日乱らん獲かくしたグレルフロッグもディメンションホームの中で水すい槽そうに入れっぱなしだ。

　元気な状態で捕獲されれば、そのまま一週間くらいは生きる。普通の薬師はそうやって時間を稼かせぎ、稼いだ時間で少しでも丁てい寧ねいな処理を行うらしいが、スライムがいる俺にそんな時間は不要。

　まず調剤室の床ゆかの隅すみに分ぶん離りの魔ま法ほう陣じんを描えがき、石の器うつわを解体する部位の分だけ用意する。ディメンションホームから取り出したグレルフロッグを、調剤室の片隅に用意した石の檻おりに移して準備完かん了りよう。今日買い取った奴から手を付けよう。

「ブラッディー」

　適当に取り出した１匹のグレルフロッグが手の中で暴れる。それを逃にげないようにしっかり押おさえ、ナイフで仕留める。その傷口からブラッディースライムを送り込み、血ち抜ぬきを済ませた。

　次は解体。薬学スキルの知識に従い、淡たん々たんと必要な部位を分ける。その解体中には一滴てきも血が出て来ない。ブラッディースライムの血抜きは完かん璧ぺきのようだ。

　解体の次はぬめり・ゴミ取り。分けた部位を水洗いし、表面のぬめりや解体中に付着した汚よごれを取り除く。

　このぬめりがしっかり取れていないと品質が落ちる原因となるが、これがまた非常に落ちにくい。しかもこの作業を乱暴にやると内臓に傷が付き、これまた品質が落ちる原因になってしまう。だからやさしく丁寧に、できる限りしっかりとぬめりを落とさなければならない。非常に大変で神経を使う作業だ。……普通に処理をするならば。

「頼む」

　俺が指示を出すと、クリーナースライム達が器ごと体内に取り込み、ぬめりを取り始めた。その作業は数秒で完了。できあがりを確かめてみるが、やはり速くて傷の無い完璧な処理だ。

　次が最後の仕事。処理の終わった部位を乾かん燥そうさせる作業。

　普通であれば風と火の魔法で、時間と熱による薬効成分の劣れつ化かと隣となり合わせの加工を行うが、俺の場合は錬れん金きん術じゆつで水分を分離できる。この方法だと成分の変質もなく、傷むような時間もかからない。

　こうして処理されたグレルフロッグの内臓各部位を鑑かん定ていで調べると、詳しよう細さいには〝全ての部位に全ての処理工程が完璧に行われた〟と出ていた。当然ながら全て最高品質。スライムはここでも有効である。

　そして黙もく々もくとグレルフロッグの処理を続けた結果、今日買い取った25匹の内、19匹分を除いて全てが最高品質の仕上がり。残る19匹分はやはり手て荒あらな捕獲が原因で、初めから内臓が傷つき血の流れが悪くなっていたため劣化が避さけられなかった。しかしそれでも素早い処理を行えたため、高品質で十分に使用には足る。

　ちなみに解体した後に残った皮や肉は、リムールバード達の食事にする。聞いた話だと肉も魚も果物も野菜も穀物も好き嫌きらいなく何でも食べるらしい。

　リムールバードは雑食……とりあえず食事は肉が中心になるかな？　テイマーギルドで一度相談してみるか。




■　■　■




　作業をしていたら、いつのまにか外が暗くなっていた。

　念のためスライム達とリムールバード達を坑道に集めて安全を確保。スライム達も大分強くなったが、夜は危ない。入口も石材で空気の通り道だけ残して塞ふさいでおこう。

「さて…………こんな夜は久しぶりだな……」

　この世界に来たばかりの時を思い出す……

　あの時はガイン達からの手紙を読んで。あの家を作った崖がけを見つけて。そこで土魔法を覚えて洞どう窟くつを掘ほった。最初はブレイクロックで指先の岩が少し削けずれる位で……なんとか自分の体が入る位の穴を掘ったら、入口をロックで作った石いし壁かべで適度に塞ぐだけ。そんな簡単な住すみ処かだった。

　それから徐じよ々じよに環かん境きようを整えて、森に慣れてからは夜の狩かりや訓練もやったが……

「……これからやる気分でもないな……せっかく材料があるんだ、薬作りでもするか！」

　ふらりと調剤室に入り、アイテムボックスに保存していたガナの森の薬草類を、全て棚へ移しながら確かく認にん。薬草は木製の薬棚を作って入れておきたいな。何時いつか作ろう。

　とりあえず今ここにある材料で作れる薬は………………解毒剤だな。丁度グレルフロッグの肝かん臓ぞうを使った解毒剤の材料が足りている。

　使用する材料はグレルフロッグの肝臓と、カスリという毒草。毒を弱めて薬として使える様にするクナシの実。若じやつ干かんの滋じ養よう強きよう壮そう作用があるジョシュの花。利り尿によう作用のあるウフル草の５種類。

　まずは土魔法で鍋なべと鍋をかき混ぜるヘラを２つ、そして乳にゆう鉢ばちと乳棒も作る。ここら辺の道具も今度買おう。これまでは魔ま法ほうで何とかしていたが、ちゃんとした道具を買って使う方が良い。

　水魔法で鍋に水を張り、刻んだカスリ草とクナシの実を入れ、雷かみなり魔法の『レンジ』で水を急速に熱しつつかき混ぜる。物によっては熱に弱い成分もあるが、このカスリ草とクナシの実の薬効成分は熱に強い。

　煮に立たたせていくと材料の色が溶とけ出し、鍋の中身が毒々しい紫むらさき色いろの液体になる。

　その色から頃ころ合あいを見み極きわめて加熱を止め、自然に熱が冷めるのを待つ間に乾燥させたグレルフロッグの肝臓を丁寧に擂すり潰つぶす。

「そろそろか……」

　鍋の液体に手を翳かざし、良い温度になった所で擂り潰した肝臓を投入。

　さらにかき混ぜ、液体が冷めてきたところでジョシュの花とウフル草を加える。適度な大きさに手でちぎりながら投入したそれらが沈しずむまで、ゆっくりとかき混ぜた後はしばらく置いて、薬効成分が染み出すのを待つだけだ。

「それまでどうするか……」

　調剤室から出ると、リムールバードが目に付く。

　ギターをアイテムボックスから引っ張り出し、国民的アニメのエンディング曲を２曲続けて弾ひいてみる。偶ぐう然ぜん月が換かん気き用の穴から見えたから、月に関する歌を。

　そして弾き終わった時……

「「「「「「――――――!!」」」」」」

　洞窟の中に、どんな音かも分からない音が響ひびいた。

「うぉっ!?　耳痛てぇ……ちょっと黙だまってくれ……」

　音の原因はリムールバード達。契けい約やくした時のように、綺麗な鳴き声で鳴いてくれたみたいだが……坑道の中で反はん響きようして良く分からん。音が大き過ぎる。

　予想外のダメージを食らったが、リムールバード達は問題無いようだ。

　どういう耳をしてるんだ……？

　ついでにスライム達も聴ちよう覚かくが無いので何の問題も無し。

　その後は音を抑おさえたリムールバードの鳴き声を聴きいたり、夕食を食べてから調剤室へ。

　ジョシュの花とウフル草の薬効成分抽ちゆう出しゆつは早いので、そろそろ終わっているはずだ。

　鍋の中の液体を鑑定してみると……




　未完成の解毒剤（高品質）

　グレルフロッグの肝臓を使用した解毒剤。

　有毒成分の分解。新しん陳ちん代謝の活性化。２つの効果により毒を体から排出する。多種の毒に幅はば広ひろく効果があるが、特に麻ま痺ひ毒に対して大きな効果を発揮する。使用時はこまめな水分補給を行うとなお良い。




「よし、ここまでは成功だな。あとは……」

　アイテムボックスから大きな布を取り出し、クリーナーに清潔にして貰う。元は森で倒たおした盗とう賊ぞくの持ち物の１つだが、目が細かく、薬から薬草の搾しぼりかすを濾こし取るのにちょうど良い。若干高級そうな布だけど気にしない。

　布を空の鍋にかけ、スティッキースライムの糸で固定。その上に少しずつ鍋の中の液体を注ぐ。薬はそのまま空の鍋に、搾りかすは布で濾し取られている。

　全ての液体を移したら、布を外して搾りかすから最後の一滴まで絞しぼる。

　そしてできた薬をきれいなヘラで軽くかき混ぜ、鑑定すれば未完成という単語が消えた。

　品質も高品質から最高品質になっている。この濾ろ過か作業をする前だったから当然だろう。

　……薬作りは上手うまくいったが、この薬どうしようか？

「保存しとくなら飲み薬じゃなくて丸薬にすれば良かった……いや、材料が足りないからどっちみち無理か」

　よく考えたらそもそも俺は毒耐たい性せいスキルを持っているから生半可な毒じゃ効かないし、そうそう使う機会もない。用心のために用意はしておくべきだが、鍋なべ一いつ杯ぱいも要いらないな……瓶びんにすると20本分は作ってしまった。

　とりあえず土魔法で漏ろう斗とと柄ひ杓しやく、そして大量の瓶を用意し、１回分ごとに薬を詰つめておくことにする。

「……」

　19本をアイテムボックスの中に仕し舞まい込み、残りの１本を何となく弄いじりながら調剤室の外に出て、今度は居住スペースへ。

「どうすっかな……セルジュさんの所に売るか、ジェフさん達に譲ゆずるかするかな？」

　そんな事を考えていると、手元が狂くるって持っていた瓶を取り落としてしまう。

「あちゃー……」

　落ちた瓶は、弄っていたせいで蓋ふたの締しめ方かたが甘あまくなっていた。中の薬が溢あふれていく。

「何か調子出ないな……」

　クフォの言っていた幼児退行のせいか？　気分が上手く切り替えられん。まさかこの歳とし……今は11だけど、精神的には40を超こえてるのに別れくらいで寂さびしさを感じるのか……

　前世の会社じゃ同どう僚りようが辞やめていく事が多かった。仕事がキツイとか過労で倒れて。だから慣れたと思っていたのに。……流石さすがに寂さびしいと泣いたりする程ではないが、手が空くと何となく憂鬱な感じがする。

　それから10秒ほど考えて、

「……もう寝ねよう！」

　グダグダやっているより寝てしまおう。そう結論を出し、溢こぼした薬を掃そう除じするため落とした瓶を見る。

「あれ？　薬は何処どこ行った？」

　そこには瓶があるだけで、溢れた薬は綺麗さっぱり無くなっている。

　部屋の中にはスライム達が何なん匹びきもうろついている。クリーナースライムもいるし、勝手に掃除してくれたのか？　……まぁ掃除の手間が省けたので良しとしよう。

　勝手に納得して寝ね床どこへ向かう。







３章２話　緊急事態







　翌日




　目が覚めて外へ出てみると、まだ外は薄うす暗ぐらかった。

　昨日早く寝すぎたか？　今から街に行っても早すぎる。

　そう思ったので、坑道内に厨ちゆう房ぼうと倉庫を増設し、アイテムボックスを整理する事にした。

　薬草関係は調剤室に大体入れたが、まだ売ってない毛皮などは入れっぱなしである。

　毛皮、毛皮、毛皮、毛皮、毛皮、紅茶……紅茶は厨房だな。毛皮、毛皮、毛皮、毛皮、毛皮、毛皮、お金……あ、ここから盗賊の持ち物か……武器、防具、防具、武器、武器…………そういやメルゼンって盗賊の槍やりの事を忘れてたな。今度試ためそう。そして次は……毛皮。

「また毛皮。毛皮が多過ぎるだろ……何で俺は律りち儀ぎに全部取っておいたんだか。スライムに食べさせれば無む駄だにもならんのに」

　そうして暫しばらく整理をしていると、変な物が見つかる。

「何だこれ？」

　手元にあるのは１つのゴブレット。俺の食器は全て土魔法で作った石製か、木を削って作った木製なんだが……このゴブレットは銀製。しかも金の装そう飾しよくや宝石まで付いている。

　何でこんな高級そうな物が俺のアイテムボックスに？　少なくとも盗賊の持ち物じゃない筈はず。森を出る前に一度全部確認したが、こんな立派な物は無かった。……でもどっかで見た覚えが……

　何気なくゴブレットを鑑定。




　神器・酒の神テクンのゴブレット

　酒の神テクンによって作られた神器。

　酒の神の力が込められており、魔ま力りよくを対価として捧ささげ続ければ尽つきる事無く酒が湧わき出す。

　所有者：リョウマ・タケバヤシ




　!?!?!?　ちょっと待って、ナニコレ、何で神器なんて大層な物が…………!!

「思い出した！　これテクンと会った時に渡わたされて、ってか俺持って来てたのか!?」

　考えてみたら、あの時慌あわてて適当に出した物をアイテムボックスに突っ込んだ……あの時紛まぎれたとすると……

「まずくないか？　これ……とりあえず教会！」

　アイテムボックスにそっとゴブレットを入れ、スライム達はディメンションホームに。

　そして街に急ぐ。全速力で。




■　■　■




　街に到着。そのまま真まっ直すぐに教会へ向かい、着いた所で丁度扉とびらが開かれていた。

「あら、礼拝の方ですか？」

「はい、今から宜よろしいですか？」

「ええ、どうぞ。でも珍めずらしいですね？　こんな朝早くから来る方なんて……」

　あまり雑談してる暇ひまは無いんだが……

「最近仕事が忙いそがしくて。こんな時間帯にしか時間が取れないと思ったので」

「そうでしたか」

　今日も礼拝堂に案内された。正直、もう道は覚えているから案内ぶっちぎって走って一刻も早く来たかった。しかし表面上は取とり繕つくろい、案内してくれた少女に礼を言い、礼拝堂の椅い子すに座すわって祈いのった。

　テクン！　神界に連れて行ってくれ!!

　願った数秒後に視界が光で白く染まる。祈りが通じたのか！

　光が止やむやいなや、振ふり向むけばテクンの姿。それを確認できてつい、ほっと息を吐はく。

「リョウマ、呼んだか？　っつーか、どうやって呼んだ？　今はっきりお前の声がしたんだが」

「教会で祈った」

「おいおい……それだけで呼べるはずねぇだろ。そんな事で簡単に神を呼べるんだったら俺たちゃ常に誰かに呼ばれてなくちゃならねぇぞ」

「そう言われても……それより話があるんだ」

「何だよ、何かあったのか？」

　言葉よりもまず、アイテムボックスからテクンのゴブレットを取り出す。それを見たテクンは目をこれでもかと見開き、アイテムボックスの穴とゴブレットを交こう互ごに見つめていた。

「前回会った時、テクンが俺を置いて走り去っただろう？」

「お、おう……」

「あの時、アイテムボックスの中で酒のつまみを探しているうちに時間が来てな……急いで片付けた時に荷物にゴブレットが紛れ込んでた。今朝アイテムボックスの整理をした時それに気づいたんだ……その、済まない。勝手に持って行って」

「そりゃ別に構わねえけどよ、お前、それ持って行けたのか？」

「アイテムボックスに入れてしまって一いつ緒しよにという感じだが、ちゃんと向こうで取り出せた」

「取り出せたっておいおい……そもそも魔法、いや、魔法に必要なのは精神と魔力……使えねぇこともないのか？」

　テクンは頭を掻かき、やがて、

「ちっとそれ見せてくれ」

　ゴブレットを指差していたので渡すと、テクンは何かを確かめるように眺ながめては撫なでを繰くり返かえしている。

「…………リョウマ、これ持ってった事は別に構わねぇ。人間の中じゃ神器なんて呼ばれて崇あがめられてるが、この位の物なら俺達はいくらでも作れる。それにこれはもうお前の物になってるみてぇだ」

「俺の物に？　そう言えば鑑定したら所有者：リョウマ・タケバヤシって……」

「あの時俺がお前に渡したまま立ち去ったからか、俺がお前に神器を授さずけたみてぇになってるな。これはもう完全にお前のだ。まぁ飲めや」

　テクンはどこからか取り出した酒さか瓶びんから酒を注ぎ、ゴブレットを返してきた。

「いいのか？　そんな簡単に。あとまだ朝なんだが……」

「気にすんなって、今のお前は魂たましいだけだ。体は酔わねぇよ。何より、話をするならまず酒だろ？　ゴブレットの事はさっきも言ったが、俺ならいくらでも作れる物だから別に構わねぇ。それに過去にも俺達が人間に神器を授けた事だってある。転移者の望みでやった物は能力こそピンキリだが、大たい抵ていは神器だぜ？　神器を人間に授ける事にも問題ねぇからな。それより酒の方がよっぽど大事だぜ」

　そんな適当で良いのか!?

「まぁ神器を持ってると知れれば騒さわぎにはなるだろうから隠かくしとけ。１人で飲む時に使えばいいんじゃねぇか？」

「そうか……分かった。とりあえず問題が無いなら良い。わざとじゃないとはいえ、ここの物を勝手に持って行ったからヒヤッとした」
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　受け取ったゴブレットの中の酒を飲む。今日の酒も美味うまいが、前回の酒より大分アルコールが弱い気がする。テクンが気を遣ってくれたのだろうか？

「がはは、確かに持ってかれると困るっつーかまずい物もあるにはあるが、そういった物はしっかり管理されてっから。うっかり持っていくどころか見る事もねぇ筈だ。気にする事ねぇよ。

　大体それは酒を出すだけのゴブレットだぜ？　使用者の能力を引き上げたり、使用者の力量次し第だいで城じよう壁へきを紙の様に叩き切れたりする剣けんとか、そういった神器よりよっぽど安全だ。どっちかっつーと、俺はお前が神器を持って行けた事が気になるんだがなぁ……ま、別にいいだろ」

「良いのか？　というか、持って行けないのか？」

「当たり前だろうが！　うっかりとかそんなに簡単に神界の物を……そもそもここに人間が来られる時点でおかしいんだっつの」

　そういえばそうだった……

「何度も来てるから忘れてた」

「来る事もだが、ガイン達がお前をこの世界に呼んだ影えい響きようが出てるっつってた。多分そのせいだな」

「それ、よく言われるが大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「さぁな……俺は酒と職人の神だからよ、そういう質問されても答えられねぇ。これがフェルノベリアだったら多少は何か分かるかもしれねぇが」

　フェルノベリア？　聞いた事ない名前だな？

「誰だ？　そのフェルノベリアって」

「ああ、お前は知らねぇのか。魔法神だ、魔法神フェルノベリア。自分の領域に閉とじ篭こもって何やってんのか分からねぇ奴だが、魔法やら色々な知識に関しちゃアイツが一番詳くわしいぜ。ただ、同じ神である俺ですら滅めつ多たに会おうとしない奴だ、お前が会えるかは分からねぇな」

「そうなのか。普ふ段だん特に問題はないし、ガイン達が悪あく影えい響きようはないと言っていたから気にはしてないが、理由が分かるなら知っておきたい」

「自分に妙みような事が起きてんだから、そう思うのは普通だろうな」

　そうテクンが言うと、周囲が輝かがやき始める。何時もより早いかな？

「あ、時間だ」

　急いで酒を飲み干して、ゴブレットをアイテムボックスの中へ。

「ほー、お前が帰る時はこうなんのか……」

「そういえばこの前帰る時にテクンは見てなかったな。あの後ガイン達に会えたのか？」

「ああ、帰ってきた所をとっ捕まえたぜ。やっぱりお前の世界に行ってやがった。今度は俺が地球の酒巡めぐりに行く事を認めさせてやったぜ！」

　そう言ってテクンは豪ごう快かいに笑い始めた。

「そうか、ほどほどに……って、酒の神が泥でい酔すいはしないか」

「おうよ！　浴びるほど飲んで楽しんでくるぜ！」

「そういえば、その場合地球の酒はどうなるんだ？　突とつ然ぜん消えたりするのか？」

「そうはならねぇ。向こうでもこっちでも、その世界にある物と同じ物を神の力で作って飲み食いして楽しむんだ。お前のゴブレットも同じで魔力を注げば酒がゴブレットの中で作り出される。いくら飲んでも他の奴の酒が無くなる訳じゃねぇぜ」

「そうか、なら遠えん慮りよなく使えるな」

　俺の言葉にテクンは笑う。

「その通りだ。酒を楽しめよ！　酒は楽しく飲むもんだ！」

　テクンの言葉に答えようとしたものの、その時視界が白く染まり、次いで見えたのは礼拝堂。

「……間に合わなかったな、ここで祈れば届くか？」

　ありがとう、俺おれもこっちで楽しませて貰うよ。そっちも酒巡りを楽しんで来てくれ。

　最後に寄付をして教会を出る。

　さて、店に行こう。今日はちょっと遅おそくなってしまった。もう開店時間を過ぎている。




■　■　■




　店に向かって歩いていると、店の近くで大勢の笑い声が聞こえて来た。

　なんか楽しそうだな？　どっから声が……俺の店？

　声の出で処どころは俺の店だった。なぜか店の外に居る人が大笑いしている。何やってんの？

　中を覗のぞくと、リーリンさんが２人の男を気絶させている。ホントに何やってんの？

「おはようございます、リーリンさん」

「あ、店主。おはようございます。ちょとこの人達たち縛しばり終わる、待ってて欲ほしいヨ」

　手早く２人の男を縛り上げているリーリンさん。その間に店番をしていたカルムさんに事情説明を頼もう。

「何があったんですか？」

「前回から大分間がありましたが、またゴロツキです」

「え、じゃあさっきのお客様の大だい爆ばく笑しようは？　悲鳴とかなら分かりますけど、何故笑いが？」

「実は……」

　話を聞いてみると、このゴロツキは俺の店の洗せん濯たくに文句をつけて店の評判を落とそうとして、普ふ通つうは落ちないような頑がん固こな汚れをわざと付けていたらしい。ただしクリーナースライムには通用せず、大勢の野や次じ馬うまの前で汚れが落ちていないぞ！　と言いながら完全に綺麗になった洗濯物を広げたとのこと。

　その間ま抜ぬけさに誰かが笑い始め、つられて１人、また１人と笑いが伝でん播ぱして最終的にあの大爆笑。暴れようとした所で速すみやかにリーリンさんにより捕獲され、その直後に俺が入ってきた……というわけらしい。

　なおゴロツキは偶然店の前を通りかかった警備隊の人に、お客の誰かが声をかけてくれたらしく、営業妨ぼう害がいでそのまま連れて行かれた。

「運がいいのか悪いのか……」

「話、聞き出す暇なかたネ」

　店の奥おくにカルラさんとフェイさんを呼んで話をしたが、とりあえず現状維い持じ。警備隊の取調べの結果を待つことにして、各おの々おのできる事が見つかればまた話し合うという事で話は終わる。

　そうだ、昨日の解毒剤。

「これ昨日作った解毒剤なんですが、万一のために置いておいて下さい」

「かしこまりました」

　カルラさんとフェイさんは薬の瓶を人数分持って出ていった。

　……さて、俺はどうしよう。店の防犯で何かできないか……そういやこの店の窓は、あまり頑がん丈じようじゃない。あれ、使えないだろうか？




■　■　■




　思いつきを実験するため、廃はい坑こうへとんぼ帰り。

　広めの坑道に用意したのは、３つの魔法陣じん。

　そしてスティッキーに頼たのんで、別に用意しておいた箱に硬こう化か液を吐き出して貰う。

　それを用意した陣の１つで分離、液から半分の水分を抜ぬく。

「もう一度頼たのむ」

　水分を抜いて体積の減った箱の中に、更に硬化液を追加。

　それを次は混合の陣で混ぜ合わせた後、また分離で水分を抜く。

　これを何度も繰り返すことで、スティッキースライムの硬化液を濃のう縮しゆくしていく。

　まだ森にいた頃ころ、錬金術でスティッキースライムの吐く液を濃縮したらどうなるのかを試ためした事がある。当時の結果は硬化液の場合、通常よりかなり硬かたくなる。普通は少し力を入れればパキパキと音を立てて割れる位だが、濃縮した物は強化の魔法を使ってやっと割れる位の硬さになったはず。

「よし、このくらいでいいか」

　錬金術の陣には丸に四角を２つ。45度ずらして合わせた『変形』の陣があり、野球ボール程ほどの大きさの塊かたまりにした濃縮硬化液は、俺の全力でも簡単には砕くだけなかった。

　これをボールじゃなくて板状にして、窓ガラスのように使えばいい。

「なぜ今まで思いつかなかったんだろう？」

　この濃縮硬化液、かなり透とう明めい度どが高い。無色透明とはいかないが、言われなければ気づかない程度の黄色が少し入っているだけだ。変形で板状にすれば十分窓ガラスに使えそうなのに。

　少なくともこの国で一いつ般ぱん的てきな木の窓よりは頑丈だし、光を入れるために窓を開けて冷たい風が入ることも無い。

　光という点ではガラスもある。ただし瓶など吹ふきガラスで作られる製品は一いつ般ぱんの職人が作れるため安く普ふ及きゆうしているが、窓に使うような板ガラスは魔法で生産されているので高価。

　吹きガラスでも板状のガラスは作れるけれど、品質保持の規定などで熟練の職人しか販はん売ばい出来る物を作れず、生産量が少ないんだとか。

　建築の知識ではどんなに安くとも１枚で中金貨が必要らしく、俺も店を作った時は、窓は木で作った。だがこの濃のう縮しゆく硬化液で板を作れば窓ガラスの代用が可能！　それに加えてこの強度は防犯に向きそうだ、ついでに火と熱にも非常に強い性質がある。

　……余談だが、濃縮粘ねん着ちやく液えきの方は固まるが強度はそれほどでもなく、どちらかと言えば脆もろい。更さらに色は濁にごっていて不ふ透とう明めいな上、良く燃える。普通の乾かん燥そう粘着液は布よりは若干燃えにくい位だが、濃縮粘着液の塊は勢い良く燃える。硬化液とはまるで反対の性質で驚いた。

　濃縮硬化液は硬すぎ。濃縮粘着液は脆いし火魔法があるから燃料としても不要。そう考えて放置していた物に、こんな所で使い道が出てくるとは。

「土魔法と結界があれば寒さは凌しのげたしな……全然思いつかなかった」

　こうして時々独り言をつぶやきながら作業を続け、夕方までかかって窓50枚分の濃縮硬化液板を作り上げた。







３章３話　毒と薬







　翌日

　朝起きて、用意を整え、スライムを集めていたら。

　……何このスライム。

　目の前には見慣れないスライムが１匹ぴき。だが間ま違ちがいなく俺が契約しているスライムだ。

　魔ま獣じゆう鑑かん定ていをしてみると……




　メディスンスライム

　スキル　薬液生成（３）　毒耐たい性せい（３）　病気耐性（５）　物理攻こう撃げき耐性（１）　ジャンプ（３）　消化（３）　吸収（３）　分ぶん裂れつ（３）　槍そう術じゆつ（１）




　メディスンスライム……契約した覚えはない、となれば進化か？

「スキルに槍術がある。ってことは、元はポイズンか！」

　考えてみれば薬も使い方次第で毒になるように、毒も使い方次第で薬にできる。

「これまで一度進化したスライムが進化した事は無い。でも二度目もあるんだな？　でも何故なぜ急に？　何処どこかで進化条件を満たしたのか？」

　スライムは食べる物で進化するスライムが決まった。なら、メディスンスライムの進化条件は薬？　そんな物何時……そういえば一昨日の夜、薬を零こぼして何時の間にか掃除されてたっけ。クリーナースライムがやってくれたと思ってたが、コイツか？

　確認のためにポイズンスライムを集め、石の器うつわに残っていた解げ毒どく剤ざいを１本分注いで差し出す。すると器に５匹が集まって解毒剤を飲み始めた。

「おお、飲んでる、やっぱりポイズンスライムか……」

　この前零したのは１本、それで１匹のポイズンスライムが進化した。単純計算で５匹に５本、器にあと４本分解毒剤を足す。

　さらに飲ませている間に幾いくつも器を作り、メディスンスライムに指示を出す。

「どんな薬が作れるか、見せてくれ」

　言いながら器を出すと、メディスンスライムは次々と器の中に液体を吐き出していく。粘ねばっこい液からサラサラした液体まで様々だ。

　それを次々と鑑定していく。




　傷薬

　止し血けつ剤ざい

　解げ毒どく薬やく

　毒薬（即そつ効こう性せい）

　毒薬（遅ち効こう性せい）

　麻痺毒薬（即効性）

　麻痺毒薬（遅効性）

　抗こう菌きん薬




「おお、幅広い……やっぱり毒も薬も纏まとめて薬液生成なのか……この抗菌薬って何だ？」

　詳しく鑑かん定ていしてみると、こう出た。




　抗菌薬

　メディスンスライムの体内で生成された、強い殺さつ菌きん効果を持つ液体。

　塗と布ふすると塗布された場所に付着している雑ざつ菌きん・ウイルスを死し滅めつさせる。

　密閉された容器にて保管しなければすぐに水分が蒸発してしまう。人体には無害。




　消毒液か！　これは嬉うれしい！　ジャミール公こう爵しやく領以外に行くのが若干不安だったんだ、衛生面で。

　そうこうしていたら結構時間を使ってしまった気がする。一度店に行こう！




■　■　■




　慌てて全スライムを回収し街へ向かうと、店は既すでに開店していた。

　従業員用の入口から中へ入り、カルムさんを見つける。

「おはようございます、店長」

「おはようございます、カルムさん」

「店長、最近どうかされたのですか？」

「え、何がですか？」

「昨日今日と、今まで開店前には来ていた店長が開店より後に来ているので、何かあったのかと」

「ああ……問題ありませんよ、ちょっと昨日今日とバタバタしていただけですので」

「そうですか？　なら良いのですが、何かありましたらご相談下さい」

「ありがとうございます」

「それから、せっかくですので今度から店長はこの時間帯に出勤して頂きたいのです」

　この時間帯に？

「何故ですか？」

「店長は開店前に来ると必ず開店準備を自分でやってしまわれますから、下の者の仕事が無くなってしまいます。新人の訓練にもなりますし、この際店長も下の者を使い、部下に仕事を任せる事に慣れて下さい」

　仕事奪うばってたか……

「そうですか、それじゃ仕方ありませんね」

　理由は分かったが、また仕事が減ったな……あ、そうだ窓の事話さなきゃ。

「そうだ、カルムさん、今フェイさんかリーリンさんの手は空いていますか？」

「今はフェイさんが店番で、リーリンさんは休きゆう憩けい室しつに居るはずですが、何か？」

「実は店の防犯について、１つ案が出たので意見を聞きたいのです」

「なるほど、では執しつ務む室しつでお待ち下さい。すぐに呼びますので」

　言われるがままに執務室で待っていると、すぐにカルムさんとリーリンさんがやって来た。向かいの部屋だから当然だな。というか、わざわざ呼ばなくても俺が行けば良いんだが……

「おはようございます、店主。私に用ある、聞いたヨ」

「おはようございます、リーリンさん。実はこの店の窓の事なんですが、あれ、破って押おし入いろうと思えば割と簡単に入れますよね？」

「そうネ。ハンマーとか斧おのを用意すれば、簡単ヨ。それも見み越こして警備してるヨ」

「いつもありがとうございます。そこで、窓を壊こわせないようにすれば労力も減るのではないかと」

「それはその通りネ。でも、どうやって？」

　ディメンションホームから昨日作った濃縮硬化液板を１枚取り出す。それを見て目の色を変えるカルムさん。

「窓ガラスですか？」

「ちょっと違ちがうものです」

「しかし、この透明度と形状、窓ガラスとしか思えません。いえ、そうでなかったとしてもこれは窓ガラスの代わりに使えます！　店長がお作りになったのですか？」

　そこに食いついたか……確かに窓の代用品にするつもりだけど、売る気は今の所無ないんだ。

「申し訳ないですけど、これを販売する気はないんですよ。生産量が少ないですし」

「そうですか……失礼しました」

「お気になさらず。実はこれはカルムさんの言った通り、窓ガラスの代だい替たい品ひんとして使おうと思っている物です。ガラスの様ですが、ガラスと違って強度がかなりあるんです」

　強化のかかっていない手で、ガンガンと殴なぐってみせる。

　それを見て目を細めるリーリンさん。

「店主、それちょと私も試して良いアルカ？」

「勿もち論ろんです、どうぞ。予備はありますから壊しても大丈夫です」

　場所を譲ると、リーリンさんが拳こぶしを構え、何度か殴る。それでも板はビクともしない。その後強化の魔ま法ほうを使ったようだが、精々罅ひびが入る程度だった。

「……確かに頑丈ネ。これを一階の窓にすれば襲しゆう撃げき者しやが入りにくくなる事、間違い無いネ。でも、私達たちがもし追い詰められた場合に素す早ばやく窓を破って逃にげる事、できない。その点には気をつける必要あるネ」

　そういうデメリットもあったか！

「確かに……内側から簡単に開ける仕し掛かけでもつければ……ちょっと考える必要がありますか」

「でも敵の侵しん入にゆうを防ぐ為ためにはとても良い物。何なん箇か所しよか取り替かえて、忍しのび込む場所を少なくする、という手もあるヨ。それに最初から分かっていれば、対応もできるネ」

「なるほど。では店の窓はこれに換えるという事で、良いですか？」

「お願いします」

　こうして店の窓を木から濃縮硬化液板に換える作業を始めた。

　まずは客の居ない店の裏から取りかかる。そこからお隣となりの店の方の側面、次に道路に面した側面、最後に店の正面、住宅街向きの窓……と思っていたら、店から怒ど鳴なり声ごえが聞こえて来た。

「俺の洗せん濯たく物ものに何してくれてんだ！　この店は客の服をズタボロにするような店なのかぁ？」

　急いで店の入口に行くと、柄がらの悪そうな男がフィーナさんに絡からんでいて、フェイさんが間に割って入っていた。

　カウンターの上には襟えりから腰こしにかけて破れた服……しかしうちはあんなふうに服が破れる洗濯はしない。外の袋ふくろは無事のようだから、作業中どこかに引ひっ掛かけて破ったという事も無いだろう。

　言いがかりと分かっていても不ふ愉ゆ快かいだ。真っ当なクレームならまだしも、こんなイチャモンは認められん。

　悪質なクレーマー対処には毅き然ぜんとした態度で撥はね付つける事が重要。勿論正しい意見を言ってくれる人や実際に問題がある場合はその限りではないが、理り不ふ尽じんな要求に応えてはいけない。

　店先でわめく男に声をかける。

「どうされました？　お客様」

「店主？」

　男より先にフェイさんの方が反応した。チラリと男に視線を送ってからフェイさんに今日は僕ぼくが、と合図をした。フェイさんはそれを汲くみ取ってくれて、何時いつでも動ける態勢をとったまま場所を空けてくれる。

「ああん!?　何だガキ！　すっこんでろ！」

「そうもいきません、私がこの店の店長ですので。ウチの店に何か不都合でも？」

　男は眉まゆをピクリと動かし、今度は俺に絡んできた。

「おうおうおう！　テメェの店の洗濯はどうなってんだぁ！　俺の一いつ張ちよう羅らがズタボロじゃねぇか！　弁べん償しようしやがれコラァ!!」

「ちょっと拝見させていただけますか？」

　問題の服を受け取り、調べる。相手のクレームをちゃんと聞いているという姿勢を見せる事は必要だ。ろくに確かく認にんもせずに言いがかりと決め付ければ消費者側の印象は悪くなる。目の前のゴロツキがどう思おうと構わないが、周りにいる野次馬、もとい普通のお客様の目がある。

　それにしても……引き裂さかれた服の襟に、明らかに刃は物ものの切れこみが入れられている。そこから大きく力任せに引き裂かれたようだ。手洗いなら洗濯の最中に破れたかもしれないが、クリーナースライムには切れ込みがあっても引き裂く力は無い。

　やっぱり明らかな言いがかりである。

　こんな手でうちのスライムにケチ付けるとかありえん。言いがかりを付けるにしても下調べが足りない。スライムが洗濯してるってのは開店初日の説明の時から公表してるんだから、言いがかりを付けたければせめて溶とけた服を持って来るべきだ。

「このような言いがかりを付けられては困ります。お客様」

　確認が終わった後、真っ向から男を見み据すえてそう言う。

「ああん!?　俺が言いがかりを付けてるだと!?　現にこの服は破けてるじゃねぇか!!　謝あやまるどころか俺が悪いだと!?　なんて店だ!!　この悪徳業者が!!」

　男は周りの客に自分の言葉を聞かせるように大声で叫さけび始めた。

「では、証明してみせましょう」

「あぁ？」

　俺の言葉に男がどういう事かわからないような顔をし、周りの客の注目も集まる。

「少々お待ちを。この店の洗濯を、ここに居る皆みな様さまの目の前で行います。それを見て頂ければ、このような状態にならない事はすぐに分かるでしょう」

　一度その場をフェイさんに任せ、奥からクリーナースライムを１匹だけ連れ、カウンターから客の居る側へ。

「さて、洗濯を実じつ践せんすると申しましたが、そのためには洗濯物が必要です。どなたか、洗濯物を貸して頂ける方はいらっしゃいませんか？　貸して頂いた方の分はタダで洗濯させて頂きます」

　その言葉にチラホラと声が上がる。

「ではそちらの方、ありがとうございます」

　お客の男性から１人用の袋を受け取り、中身をカウンターに出す。見事なまでに血だらけのシャツとズボンが出てきた。普通の服装だが、体もがっしりしてるし、多分この人は冒ぼう険けん者しやだな。

「それではご覧下さい」

　クリーナースライムに指示を出すといつものように洗濯が始まり、みるみるうちに血に染まった服が綺き麗れいになっていく。その様子に周りから驚おどろきの声が上がり、十数秒でシャツとズボンの洗濯が終わった。

「どうでしょうか？　この通りです。勿論あなたの服のような状態にはなっていません」

「そ、そんなのは……」

「まぐれと言いたいのなら、あなたの気が済むまで行いましょう」

　10人分の洗濯を終える頃には、もう男は何も言えなくなっていた。とどめにもう一度理り屈くつで話す。

「そもそもスライムにこんな傷はつけられません。スライムには服を引き裂くような爪つめも牙きばも、力も無いからです。この店のスライムは体内に服を取り込み、服に染しみ込んだ汚よごれを食べています。普通の洗濯の様に揉もみ洗あらいなどで力を加える事がありません。ですから破れるどころか生き地じが傷む事も少ないのです。

　現に私の服は３年近くこの方法で洗濯していますが、それが原因で着られなくなった事は一度もありません。ですから私はこの傷がうちの店で付いた物ではないと自信を持って言えますよ」

　この言葉でゴロツキの男以外のお客様は改めて納なつ得とくしてくれた様だ。こちらの不ふ手て際ぎわでなかった以上、他のお客様に悪印象を持たれなければ良い。他のお客様が納得してくれた以上、もうゴロツキに構う必要も無い。

「さて、営業妨害ですので警備隊の方に引き渡わたさせて頂きます。大人しくして頂けますか？」

「っ!!　ざけんじゃねぇ！」

　男の拳が飛んでくる。反射的に放たれた腰の入っていない一いち撃げきだ。

　体を捻ひねり、逆にその腕うでを取って背負い投げる。

「ごはっ!?」

　野次馬も流石さすがにゴロツキに近付きたくはないようで、場所に気をつければ野次馬を巻き込まずに投げられた。腰から落とし、足がカウンターに当たったことで店内に鈍にぶい音が響ひびく。

「うおぉおおぉ……！」

　床ゆかへ叩たたきつけられた腰の痛みに男はのたうち回る。

「正当防衛です」
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　冒険者でない客の目が多いし、これくらいにしておこう。

「フェイさん、お願いできますか？」

「はい、任せてネ」

　言うが早いか、あっという間に取り押さえられた男が奥へ連れて行かれる。

　後は警備隊の人を呼びに行って貰もらえば……あ。

　ふとカウンターを見ると、クリーナースライムがカウンターを一いつ生しよう懸けん命めいに掃そう除じしている。男を投げたときに、靴くつから泥どろが落ちていたようだ。……見ていてちょっと癒いやされた。店も通常営業に戻もどり、やって来た警備隊に男を引き渡す頃には完全に騒そう動どうは収束していた。

「お昼ができましたよー」

　おっ、丁度昼か。

　先に食事をとる俺とフェイさん達受付担当が奥に入ると、フィーナさんがこちらに礼を言ってきた。

「店長、フェイさん、ありがとうございました」

「これも仕事の内。それに今日は私、たいしたこと、してないネ。やったの店主ヨ」

「僕も店長ですからね、店にいる間にああいう人が来れば、対応はしませんと」

「店長さんも強かったんですね～」

「でも店主、良かたカ？　タダで洗濯して」

「これくらいなら売り上げにもさほど問題ありません。それよりあの男の言葉が言いがかりであると、他のお客様に理解していただく事の方が重要ですよ。こっちのミスだと思われれば、それこそお客が減って売り上げが減りかねません」

「確かに、その通りですね」

　カルラさんが賛同してくれた。

　元から全ての人に受け入れてもらえるとは思っていない。不満を持つ人はいるだろうし、不満を抱だくのはその人の勝手。そんな人を全部どうにかするのは無理だし、するつもりもない。ただ、それを他の客にまで伝播させられるのは困る。

「しかし、店長が対応するならば事前にそう言って下さい。肝きもが冷えましたよ」

「私達、店長があんな強いって知りませんでしたから……」

　あ、そういや俺、外見11歳さいなんだった……時々忘れちまうんだよな。

　店の従業員の皆みなさんには強さを見せる機会なんて今まで無かったし。

「すいません、言い忘れてましたね」

　報告・連れん絡らく・相談、これ大事！

　こんな事もあったが、昼食後には無事店の全ての窓を濃縮硬化液板に交こう換かんできた。




　そして夕方になる少し前。

　帰宅前にセルジュさんの店を訪ねる。メディスンスライムの事もあるし、薬を入れる瓶びんや道具を購こう入にゆうしたい。

「ようこそいらっしゃいました、リョウマ様」

「こんにちは、セルジュさん。今日は個人的な買い物に来たんです」

「そうでしたか、何がご入用で？」

「薬を入れる瓶を大量に購入したいんです」

「大量に、ですか？」

「はい。祖母に薬の作り方を学んでいて、時間も出来たので薬作りをしようかと。冒険者業をしていると怪け我がの危険もありますからそれに備えて」

「なるほど……しかし、瓶を大量に購入されるのでしたら商業ギルドで薬屋として登録し、商業ギルドを介かいして問屋で購入された方が大分安く上がりますよ」

　そう言われたらその通りだな……

　結局俺はセルジュさんの勧めに従い、店で瓶を買うのをやめた。

　代わりに薬を作る暇ひまがある位だからと言って、追加の防水布用の布を受け取って店を出た。




■　■　■




　商業ギルドに行くと、やはり応接室に通される。

「今日は何だい？　また人手の話かい？」

「いえ、今日は別件です」

　ここに来た理由を話す。

「なるほどね、薬瓶を買いたいからここに来たのかい……アンタ、どれくらいの腕なんだい？」

　そう聞かれたので、サンプルとして一昨日作った解毒薬をアイテムボックスから取り出して見せた。

　ギルドマスターは瓶を鑑定したと思えば、ニヤリと笑う。

「なかなかやるね、アンタ。商品としちゃ十分だ。このくらいの薬が作れるなら薬屋でもやっていけるんじゃないかい？」

「そのつもりは今の所ないですね」

「支店を出していけば十分だろうからねぇ。万一の場合に備えて手に職がある、位に考えておけば良いだろう。まぁ支店を出すために金が足りない場合は副業にするのも良いんじゃないかい？　なんならアタシが買い取ってやるよ」

「良いんですか？」

「アンタには色々期待してるからね。それに、アタシは今の地位に就つく前は薬が専門だったのさ。この薬の品質も良いし、伝つてを使えばいくらでも売うり捌さばく方法はある」

　ギルドマスターって薬の専門家だったのか……知らなかった。

「ありがとうございます、その時にはよろしくお願いします」

　ギルドマスターに礼を言い、大量の瓶と鍋なべや漏ろう斗となど薬作りの道具一式を購入。ついでに門までの道中で食料も購入して廃はい坑こうへ向かう。




　まだ日が暮れていなかったため、魔法を使わず走って帰ると、何人もの冒険者とすれ違う。彼かれらはグレルフロッグ狩がりの帰りだろう。そんな彼らから鼻に届く沼ぬまの泥の匂においで、ふと思いつく。

　汲み取り槽そうの掃除の時は、消しよう臭しゆう液を手ぬぐいに塗ぬって匂いに対処できた。……消臭液は売れるのではないか？　前世にも消臭グッズとかあったし、明日は早めに店に行ってカルムさん達に話してみよう。




■　■　■




　その夜。

　少し早目に夕食を取り、メディスンスライムを調べて夜を過ごしていると、時間を忘れて寝ねるのが遅くなった。

　しかしその甲か斐いあって、今朝解毒薬を飲ませた５匹のポイズンがメディスンスライムに進化する所を確認できた。やはり予想は正しかった。こうなると他のスライムにも別の進化がある可能性が……スライムは奥が深いな。

　５匹の進化を見届けて一段落付いた気分になったので、テクンから貰ったゴブレットで晩ばん酌しやくをしてみる。が、ここで１つ思いがけない問題が。

「好意で貰った物だし、文句は無いが……これ、ちょっと燃費悪くないか？」

　テクンに言われた通り、ゴブレットに魔ま力りよくを通したら酒が湧わき出でた。しかし１杯ぱい分の酒を生み出すのに魔力を３万近く使っている。ステータスボードで確認したから間違いはない。魔力が満タンでも６杯しか作れないのか……いや、晩酌に６杯は量が多い？　普通はどうなんだろうか？　何も無い所から魔力で酒を生み出すんだから魔力消費が多くて当然か？　それに適量を心がけるとちょうどいいのか？

　量に関しては付き合い以外で酒を飲まなかったからな……とりあえず今日は２杯までにしておこう。

　ゴブレットの酒を飲みほして寝ね床どこに入る。今日の酒も美味うまかったが、飲んでいてまたつまみを用意していない事が残念だった。次からは忘れない様にしよう。







３章４話　噂話







　朝、普ふ段だんであれば家を出る時間になった。

　しかし今日からは出勤時間を遅おくらせるため、家作りを始めることにする。

「とりあえず基本的な形でいいかな……」

　横に長い家の壁かべに、窓や扉とびらがついた家。地面に書き込んだ図を修正しながらイメージを整えていく。

　生活に必要な施し設せつは廃坑を改造すれば十分だから、家は寝ね泊とまりができるだけでいい。……いや、最近はまたゴロツキが店に来るようになった。もしここまで襲しゆう撃げきしにくるような奴やつが来た場合、それじゃ心もとないか。

　しかし頑丈なものを作るにはそれなりの手間が必要になる。

「いっそのこと家はカムフラージュにするか」

　これまで通り廃坑内を生活拠きよ点てんとして、新しい家はもし襲撃された場合の囮おとりに使う。

「家屋で廃坑の入り口を塞ふさいで、一度家を通って中に入る形にすれば……ここに住んでるようには見えるな」

　そうして時間を稼かせぎ、逃げるなり迎むかえ撃うつなりの準備を整えられる。ついでに罠わなでも仕掛けて……

「でもあまり凝こるとまた時間がかかる……」

　手軽にとなると、スライムを配置して侵しん入にゆう者しやに酸か毒か粘ねん着ちやく液えきをぶっかける……酸と粘着液はともかく、毒は体内に入らないと効果が出ない。毒液よりも毒ガスの方が効率的だろう。毒属性の魔法が使えるスライムがいればいいが、まだいない。火が使えれば毒どく煙けむりを出す薬を作っても……

　ついつい考えが手間のかかる方向に進んでしまう。とりあえず罠は酸か粘着液で良いことにしよう。とにかく家を作らないことには始まらない。

「でもそうなると、修理のしやすい方がいいな」

　襲撃で破は壊かいされる可能性もある。囮として最低限必要なのは外見を維い持じしつつ、できるだけ早く建てられるように……となると〝プレハブ〟かな。

　プレハブはパーツをあらかじめ工場で作っておき、現場で組み立てて完成させる建築物、あるいはその工法のこと。現場での作業が少ない分、完成までが早い。そして同一の建物を建てる場合は品質のバラつきが少ないという利点がある。

　発注する工場がない現状では自分でパーツを作らないといけないが、一度基準となるパーツを作ってしまえば後は楽だ。パーツ作りも『クリエイト・ブロック』で一定の大きさに揃そろえた石材を作れるのは実証済みだし、これを少しいじれば何とかなるだろう。

「『クリエイト・ブロック』」

　手始めに実験。石材の形状をいじってみる。レンガ程度の基本形を一度大きくしてから中心部に穴を開け、コンクリートブロックに……この程度は簡単だ。

　これらを積み重ねて壁を作るには、セメントや粘着液が必要になる。代わりにレンガの上下に凹おう凸とつをつけてみよう。底面のへこみと上面の突とつ起きがかみ合うようにすれば一時的に固定できる。

　正方形のブロックを基準として……突起は１つだと欠けた場合が心配だ。四等分して４つ、下のへこみも４つにする。突起が尖とがっていると怪我の元だから角を取って……

「……○ゴじゃん」

　いつの間にか、石材がまるっきり世界的に有名なブロックのおもちゃに変わっていた。

　目的としてはまるっきり間違ってもいない？

　少なくともイメージの助けにはなる。

　この石材を作る魔法を『ビルディングブロック』と名づけ……

「『ビルディング・ブロック　キューブ』」

「『ビルディング・ブロック　レクタングル』」

　形状の指定で正方形と長方形の建築用ブロックが自由に作れるようになった。

　試ためしにこのブロックで壁を作ってみたところ、石材自体の重さで多少の力では揺ゆらがない。魔法で粘ねん土ど状じように変えた土を塗りつけて固めてみると、強度も見た目もなんら問題のない壁が完成。

　これだとプレキャストコンクリートＰＣ工法だが、この調子でパーツを作っていけば、プレハブ建築も実現できるだろう。

　……そろそろ出勤してもいい頃ころかな。




■　■　■




「おはようございます。どうですか？　店の様子は」

　昨日言われた通りに重役出勤をしてみたが、問題はなかっただろうか？

「おはようございます、店長。いくつか報告したいことがありますが……まず、今朝がたテイラー様が店にいらっしゃいました」

「支部長が？　お客としてでなく？」

「はい。先日店で騒さわいだ男ですが、テイマーギルドに所属する従じゆう魔ま術じゆつ師しだったようです。テイラー様は所属員が起こした不ふ祥しよう事じということで謝罪に」

「支部長直々に？　間が悪いなぁ……」

　初めてわざと重役出勤したその日に重要なお客様が来るなんて……でもこの間の悪さは少し懐なつかしい。それで俺おれはどうしたらいいのだろうか？　テイマーギルドに伺うかがってもいいが、向こうにも都合があるだろう。

「犯人は？　２日連続で来ましたよね？」

「どちらも単独犯で、理由は長年従魔術師をやっている自分が細々とした生活をしていて新人の、それもスライムしか使えないリョウマ様が大金を稼いでいたことが腹に据すえかねた……要は嫉しつ妬とですね。

　店先で少し騒ぐ程度ならたいした罪にも問われないと高をくくり、軽い気持ちで事におよんだようです。一時の鬱うつ憤ぷんを晴らすために、割りに合わない罰ばつ金きん、もしくは奉ほう仕し活動が科されることになるでしょう。

　この件に関して、ギルドに賠ばい償しよう請せい求きゆうがあれば交こう渉しようの席を設けるとの事ですが」

　損害賠償というほど被ひ害がいも無かった。支部長直々に来るくらいだから注意してくれとは言わなくてもするだろうし……

「金銭は不要。向こうにもこういう場合の対応はあるでしょうし、それに従っていただければ」

「そう仰おつしやると思いました。テイマーギルドでは規則に則のつとり罪を犯おかした彼らにペナルティーを、そして全所属員に事実と罪の重さを周知するそうです。ですが」

「問題がありますか？」

「実行犯の対応は問題ないでしょう。それとは別にお耳に入れておきたいことがもう一つ。どうもこの件で我々を擁よう護ごし、テイラー様を非難する声が出ているようです」

「犯人じゃなくて？　なんで支部長が」

「店の業務を妨ぼう害がいした彼らはそれなりの魔ま獣じゆうでそれなりに長く仕事をしていたらしく、本来ならもっと高い地位にいたはずだ。不当な評価で低い地位に貶おとしめられていたからこんな事件を起こしたんだ。という話でして、我々は運悪く被害を被こうむった形になっているようですね……今朝から噂うわさを聞いたお客様が、心配して声をかけてくださることが何度かありました。そのつど問題が無いことと、テイラー様への感謝をお伝えしています」

　被害を被ったのは事実だが……

「突とつ然ぜんすぎると思うのは気のせいでしょうか？」

「テイマーギルドの責任者ではありますが、確かに話がやや飛ひ躍やくしているように感じます」

「この件について詳くわしい話が知りたいのですが」

「かしこまりました。カルムに情報を集めさせましょう」

「お願いします」

　他に特筆すべき報告はなく、いつもどおりの確認をした後。

　見つけた今日の初仕事は、

「ホーンラビットの肉を５羽わ分ください」

「まいどありっ！　えらいね、おつかいか？」

「はは……そんなもんです」

　外見的に仕方ないとしても、複雑だ……

「やぁ、リョウマ君じゃないか。スライムの餌えさ、用意してあるよ」

「ありがとうございます。買ったものを届けたらすぐに伺います」

　作業場から顔を出したジークさんに礼を言って、いったん店に戻ろうとした時。

「あ、ちょっと待ってくれないか？」

「はい、何でしょう？」

「君の店のスライムにこの店の掃除を一度頼たのめないだろうか？　服が以前より綺麗になって、作業場の匂いが気になるようになってきてね……もちろん日々の掃除はしているが、染しみ付いた匂いがなかなか取れないんだ」

「それでしたら後で消臭液を持ってきますよ。問題が匂いだけならそれで解決できるとおもいます」

　改めて店に戻り、消臭液の準備にとりかかった。




　その日の夜。

　終業時間を迎え、書類のチェックをしているとカルムさんが戻ってきた。

「お疲つかれ様さまです。何か分かりましたか？」

「こちらを」

　書類にまとめてくれたようだ。仕事が早い。

「支部長を非難する噂話、だいぶ広まっているみたいですね」

「はい。内容に多少差異が出ていますが、テイラー様に対して好意的な噂はありません。またこの件については商業ギルドのグリシエーラ様も気にされていて、テイラー様の悪評を吹ふい聴ちようしている何者かがいる可能性があるとのことです。

　どうやらテイラー様はギルド内で微び妙みような立場にいらっしゃるようですね」

「確かに……」

　資料を読み進めると、テイマーギルドの権力構造の図や簡単な歴史の説明が入っていた。

　テイマーギルドには２つの考え方があるのは知っていたが、派は閥ばつを形成しているらしい。

　片方は強い魔ま獣じゆうと力を重視する、現在の主流になっている派閥。

　もう片方は魔獣の力ではなく如何いかに扱あつかうかを重視し、魔獣との共存を図はかる派閥。

　そもそもテイマーギルドとは過去の転移者であるシホ・ジャミールが、完成させた従じゆう魔ま術じゆつを世間に広め、当時の人々と魔獣へ共存共栄の道を提示したのが始まり。

　きっと楽な道ではなかっただろう。そこまでの経けい緯いは省かれているが、実際に魔獣を使う利益を示すことで、テイマーギルドとシホ・ジャミールの思想は少しずつ受け入れられた。その結果テイマーギルドは今日まで存在し続けている。

　しかし残念なことに、年月を重ねるごとに彼かの女じよの思想を引き継つぐ者は減っていく。

　テイマーギルドの仕事内容は、おおむね人や動物の仕事を魔獣で代用するものだと考えていい。魔獣討とう伐ばつなら専門家の冒険者もいる。手紙の配達など小さな仕事なら、早馬や人にだってできる。そのため、魔獣にしかできない仕事というのは少ないのだ。つまり競合する相手がいる。

　生活のために仕事をしている所属員は、より効率的に仕事をこなせる強い魔獣を求めるようになっていった……特に人族や獣人族は寿じゆ命みようも短く、師し匠しようから弟で子しへと代が替わるごとに創設時の思想は忘れられていくことになった……か。

「現在ではエルフなど、学ぶにも教えるにも長い時間をかけられる長命な種族、あるいはそんな方々に教えを受けた人々が僅わずかに遺志を継いでいるとのこと。テイラー様はその中の一人で、支部とはいえ高い地位にいることを嫌きらう者もいるようです」

「なるほど。ところでこれってうちの店の妨害とは？」

「無関係とは言い切れません」

「ですよねぇ……」

　もしかして俺や店は狙ねらわれたんじゃなく、だしにするのに都合が良かっただけ？

　んー……

「こちらから新しい噂って流せますか？　嘘うそではなく事実を広める形で」

「商業ギルドは情報の宝庫です。新しん鮮せんな情報や噂に耳ざとい商人も大勢いますから、彼らを利用すれば容易です。内容は？」

「実は僕、つい最近リムールバードとの契けい約やくに成功したんです。それも６羽。だからもう『スライムだけしか使えない従魔術師』ではないんです。

　資料を見るとこの点をあげつらって無能を贔ひい屓きしているだとか、支部長に見る目がないとか。こちらの評判を下げそうな噂もあるようですが、どうでしょう？　支部長に先見の明があったとかなんとか、いい感じに払ふつ拭しよくできませんか？」

　リムールバードは世間では契約の難しい魔獣だったはずだから。

　そう聞くと、カルムさんはいい笑え顔がおになった。

「十分ですね。見る目がなかったのはどちらかと、笑い話にもできるでしょう」

「であれば……ほどほどにお願いできますか？　あまり敵は増やさないように」

「承知いたしました。ではすぐにでも」

「あ、ちょっと待った。……夜ですし、相手も分かりません。用心のためにフェイさんかリーリンさんに声をかけてください。契けい約やく外がいの仕事なので追加報ほう酬しゆうも出して。それから」

　廃はい坑こうの防衛態制を整えようとしていることも伝えておく。

「そういう訳なので、こちらのことはご心配なく」

「かしこまりました。ですがあまり無む茶ちやはなさいませんように」

　部屋を出て行くカルムさん。

　その後、彼とフェイさんが帰ってくるのを待ってから山へ帰ることにした。







３章５話　噂を流して







　翌日




「おはようございます。何かありましたか？」

　店に顔を出すと、厨ちゆう房ぼうに人ひと影かげが集まっていた。

「あっ、店長」

「おはようございます～」

「これですよ」

　出で稼かせぎの三人娘むすめが場所を空けてくれたので、彼かの女じよ達たちが見ていた物が見えた。それは作業台に載った皿の上に、山ほど盛られたソーセージ。沢たく山さん繋つながってとぐろを巻いているそれが全部で３皿。保存可能としてもなかなかの量だ。

「お隣の奥おくさんがリムールバードとの契約祝いです～って」

「それと昨日店長が置いていった消臭液。あれのお礼がスライムの餌だけじゃ申し訳ないから、とも言っていましたね」

「とっても役に立ったみたいで、凄すごい笑顔でついさっき置いていかれましたよ」

「なるほど、ちょうど入いれ違ちがいになっちゃいましたか」

「今日のお昼はこれを使うことにします」

　冷蔵庫の前にいたシェルマさんが宣言した。果たして焼くのか？　それともスープにするのか？　どちらにしても楽しみだ。

　仕事に戻る三人娘と別れ、俺も執しつ務む室しつへ。カルムさんから報告を受ける。

「噂は広められたみたいですね」

「事実のみですから、そう難しいことはありませんでした。これからどう状じよう況きようが動くかは、しばらく様子見になります」

「そうですか……では店のほうは？」

「これといった変化はありません。妨害もありませんし……ああ、そういえば消臭液は販はん売ばいしていないのか？　と聞きにこられた奥おく様さまがいらっしゃいましたね」

「消臭液を？　ジークさんのところから聞いたのかな……効果と安全性は保障できますが、売れます？」

「実際欲ほしいという方もいらっしゃるようですから。店の仕事と無関係でもありませんし、店頭に並べてみても良いと思います」

「販売にかかる負担は？」

「瓶びん詰づめ程度なら誰だれでもできる作業ですし、コーキンさんたちは空き時間に色々と調べているようですから。合間に頼たのんでも問題は無いでしょう」

「……それじゃ念のため、明日からコーキンさん達たちを交えて安全性の再確認。それで問題が無いようでしたら、少し置いてみましょう。勘かん定じよう用の板も用意しておきます」

　消臭液の販売を考えて。昼食ができるまで、そのための作業を店の奥でひっそりと進めた。




■　■　■




　昼食後




「さぁ、午後はどうするかな……」

　仕事がなくなってしまった。俺に回される絶対量も少ないのに、今日はそこからコーキンさんたち未来の店長候補の教材として仕事を持っていかれてしまったのだ。

　ここでの仕事がないとなると……家（罠）作りに励はげむか。

　そう考えて廃坑へ帰る途と中ちゆう。

「リョウマではござらぬか」

「アサギさん、こんにちは。今日はお休みですか？」

「うむ。たまには体を休める日も必要だ。そう言うリョウマは今日も仕事でござるか？」

「ちょうど仕事がなくなって帰る所ですよ」

「そうであったか。それなら丁度良い」

　アサギさんはおもむろに持っていた風ふ呂ろ敷しき包づつみから、１本の瓶を取り出した。

「リョウマはたしか酒の神の加護を受けていたであろう？　これを納めてくれ」

「お酒の匂い……もしかして日本酒？」

「おお！　知っていたか。これは拙せつ者しやの故郷で作られた、ダイギンジョウ。ニホンシュと呼ばれる酒の一種でござるよ」

「これは、ありがとうございます」

「おすそ分けでござる。酒の神の加護を受けた者に酒を奢おごると縁えん起ぎが良いと聞くからな」

　そういえばそんな話も常識の知識にあったっけ。

「それじゃアサギさんの幸運を祈いのりながら飲みますね」

　日本酒とは懐かしい。久しぶりに飲んでみよう。

「それにしても、リョウマは拙者の故郷のことに詳しいのでござるな」

「祖父母から話をよく聞いていたので」

「そうであったか」

「……そうだ、話が変わりますが、アサギさんはどこで刀を手に入れてるんですか？」

　素す性じようの話でボロを出さないよう、前々から聞きたかったことを聞くことにした。防衛の件もあるし、そろそろちゃんとした刀が欲しい。

「拙者は定期的に故郷から送られてくる物を使っている。リョウマは美術品としての刀が欲しいのでござるか？　それとも武器として使うのでござるか？」

「使うために欲ほつしています」

　刀の扱いを学んだけれど、この国はロングソードなど西洋剣けんが主流。この前行ったティガー武具店にも刀は置いてなかった。

「残念だが、このあたりでは手に入らぬよ。王都に行けば取り扱う店もあるが……刀は拙者の故郷において戦うための武器であり、国外に誇ほこる美術品であり、我々サムライの象しよう徴ちようであり、魂たましいとされているのでござる。

　よって刀の輸出はされているものの、手に入れるなら大金を要する。リョウマが店で稼いでいるとしても、使い続ければ消しよう耗もうしてしまう。その都度買っては出費がばかにならん。拙者も昔やむなく王都の武器屋で買った事があるが……毎度買かい換かえていてはとても生活ができぬでござるよ。







[image: ]







　刀とう匠しようの技わざを学ぶことも許された外部の鍛か冶じ職人もいると聞くが、その門は狭せまく……少なくとも拙者は面識がない。直接交渉も現実的ではないな」

「何とか定期的に安く手に入れる方法はないでしょうか？」

「むぅ……誰かの弟子となり、正式にどこかの流派に入門することで供きよう与よを受けた例があったはずだ。しかし残念ながら拙者はまだ修しゆ行ぎよう中の身。弟子を取る資格を持っておらぬし、資格を持つ知人もこちらにはおらん」

　そもそもアサギさんは修行のために故郷を出ていて、修行中はしきたりで故郷との繋つながりを制限されるらしい。許されているのは無事を知らせる僅かな手紙と、縁えん起ぎ物ものの酒などを送る事。刀についてもその必要性から例外として許されているだけに過ぎないとのことだ。

「リョウマはどこで刀の扱いを学んだのでござるか？　その筋を頼たよるのが一番の近道だと思うが」

「祖父が刀を打てたんです。刀の使い方もそれで」

「なるほど……妙みように里の物に詳しいと思えば、そういう事であったか」

　そういう事にしておこう。

「だがそうなるとやはり高額の刀を買うか、武器を持もち替かえるかだ」

「そうですか……ありがとうございます」

「力になれず、すまない」

　アサギさんのせいではない。貴重なお酒を譲ゆずっていただけたことに礼を言って、その場は別れた。

　しかし街を出て、何も無い穏おだやかな道を歩いていると考えてしまう。

　……いっそのこと、作れないかな……

　現代刀の材料は玉たま鋼はがね。そして玉鋼を作るのに必要なのが、木炭と砂鉄である。

　木炭は作れる。これでも元日本のサラリーマン。リタイア後に炭を焼きながら穏やかな生活を妄もう想そうしたことは数知れず、ガナの森では冬場の燃料に重宝した。

　砂鉄についてはもっと簡単で、代表的なのは黒色の四酸化三鉄。これはメタルやアイアンの餌に使う酸化第二鉄と組成こそ違うが、鉄Feと酸素Ｏの化合物に変わりはない。よって錬れん金きん術じゆつを使えば廃坑でいくらでも手に入る酸化鉄を材料に変えられる。

　知識も……ある。親おや父じの職業は刀匠だった。幼い頃はその姿をよく見ていたし、たたら製鉄の現場に連れて行かれたこともある。ある程度体ができてくると手伝いを強要され、秘密で刀の打ち方を教わったこともある。

　ただ、そちらは早々に才能がないと見放されていたが。

　材料も知識もあるにはある。けれど技術が無い。だから実用に足る物は作れないだろう。少なくとも一いつ朝ちよう一いつ夕せきではどうにもならない。本気で作るならどこかに弟子入りするか……にしても長い時間がかかる。

　でも、それを承知で独学でやってみるのも面おも白しろいかも、とはちょっと思う。

「それが規制に引っかかるか、聞いとけばよかったな……」

　また今度、アサギさんに聞いてみよう。

　そう決めたところで、ふと思い出した。

　刀じゃないけど使えそうなのがあったような……




■　■　■




「『アイテムボックス』」

　廃坑に帰り着くやいなや広場で従じゆう魔まを自由にし、一人目的の物を探す。

　この中にしまいっ放しだったはずなんだけど………………あった！

　かつて倒たおした盗とう賊ぞく、メルゼンの槍やりを引っ張り出す。少々長いが作りはしっかりとしていて、錆さびや歪ゆがみはない。少し長いが重さは軽いくらいだ。材質は鉄じゃないな……火か炎えん鉱石？　鑑かん定てい結果が良く分からない。これは今度誰だれかに聞いてみるとして……とりあえず武器として使うには悪くなさそう。

　坂と言うほどでもない短い傾けい斜しやを転げ落ちては這はい戻もどるメタルスライム等々、自由に過ごすスライム達が近くに居ないことを確かく認にんして、試しに少し振ふってみる。

「……取り回しには問題なし。でもやっぱり……」

　俺が親父から受け継いだ技は、元を正せば戦国時代を生き抜ぬいた１人の侍さむらいの技だと伝えられている。家いえ柄がらはそれなりだったようで、武芸に長たけて学問にも興味を持っていたようだ。しかし嫡ちやく男なんでないことを良いことに相当自由気ままに生きていたらしく、家を飛び出したか追い出されたか……かなりの極ごく貧ひん生活を送っていた時期も長いらしい。

　彼は若く血気盛んな頃こそそれで良しとしていたが、晩年に考えを変えたという。金はなく、妻も子供もなく。腕うでは立てど世に名を馳はせるということもなく。振り返ってみれば自分は何をやってきたのか、何も遺のこす物が無いことに気づき悲しんだ末、自分の技と知識を後世へ遺すことに行き着き、以後その侍は余生の全てを弟子探しと指導に費やしたという話だ。

　そして彼が生き抜いたと言われる戦国時代の侍にとって、主要な武器は槍。刀は槍を失った場合の予備武器にすぎなかった。だから侍も、その技を受け継いだ俺も槍は使える。けれど正直に言えば、刀の方が扱いやすい。こればかりは時代の流れ……でもない。

　しいて言うなら……親父のせいだろうか？

　親父から受け継いだのは刀、槍、棒、脇わき差ざし、弓、手しゆ裏り剣けん、鎖くさり鎌がま、徒手格かく闘とう、その他暗器の類。親父はこれらの技を教える際、優先順位を定めていた。そして最重要としたものが、徒手格闘と刀。これらをある程度修めるまで、他は一いつ切さい触ふれさせもせず、学び始めたら学び始めたで刀の修行時間を多めにするよう厳命されていた。

　理由は本人が刀匠だったからではなく、現実的に現代で使いやすいか否いなかだろう。

　そもそも武器術はその武器を持っている状態で、武器を使用する時の技だ。しかし現代社会では武器の所有と持ち運びが禁じられ、場所によっては金属探知機など各種機材でチェックが入る。棒きれ一本でもむやみに持ち歩けば職質の対象となる時代だ。

　武器を持たずに使える格闘術。そして現代でも美術品としては所有が認められ、槍や棒よりも短く、隠かくし持とうと思えばまだやりようがある刀を最優先としていたのだと……俺は考えている。

　実際に親父から理由を聞いたことはないが、親父の考え方はだいぶ世間一いつ般ぱんの常識から外れていた。外には上手うまく猫ねこを被って高い評価を受けていたが……

『俺が打った刀で人を斬きったら、どれだけ斬れるんだろうか』

「!?　………………」

「クルルルッ」

　親父の声が聞こえた気が……？　いや……

　あたりには誰も見えない。人の気配もない。従じゆう魔ま達たちが思い思いにすごしているだけで、その誰もが異変は感じていない。しいて言えば、俺がリムールバードを驚おどろかせてしまった？

「……気のせいか」

　周囲を歩いてみても異常なし。親父のことを思い出したから、そんな気がしただけだろう。

「親父の刀があれば……転生前に願っておけばよかった……」

　本来の使い方で実用性を試したい。けど人を斬れば刀が打てなくなる。だから斬らない。

　人格はともかくとして、親父は最高の刀を打つために生きていたような人間だった。刀匠としての腕も評価を受けるくらいだから優すぐれていたはず。それが手元にあればと思うが、後こう悔かい先に立たず。

「考えるの止やめよう……森にあっても手入れができなきゃ今いま頃ごろは……うん。……そうだ」

　たしかこの槍、魔ま法ほう武器だったよな？　魔力を込めると何らかの魔法が出せるって、調べてみよう。

　興味の矛ほこ先さきを槍へ向けると、少しずつ実験が楽しくなってくる。

　火は出る。……この槍は発火の魔法か。打ち出したりは……できた。ファイヤーボールだ。他は？　発火とファイヤーボールの２つだけかな？　込める魔力量は………………関係なくて出力は一定。込める魔力はどの属性でも良いみたいだな。……でも若じやつ干かん、魔法と同じ属性の魔力を込めた方が魔力の消費が少ないかな。余計なことせず火を使うのが効率良さそう。

　こうしてメルゼンの槍を調べて……というか遊んでいたら、

「日が暮れてきた……」

　そろそろ終わりにするか。

　……ここまで遊んでおいてこう言うのもあれだけど、あまり便利な機能ではなさそうだ。魔法武器は錬金術のように簡単に魔法を使えるけど、融ゆう通ずうがきかない。

　魔法を使えない人が魔法しか効かない魔獣の相手をする時には良いと思う。だけど俺なら自分で火魔法を使った方が威い力りよくも種類も自由に幅はば広ひろく使えるから……面白いけど、武器としては普ふ通つうの槍と大差ない。

　そう結論付けて、槍はアイテムボックスの中へ。

　さて、夕飯の準備しないと……







３章６話　終業後のコミュニケーション







　噂を流した日から、１ヶか月げつ後。




「皆みなさん今日もお疲れ様でした」

「「「「「「「「「「「お疲れ様でした」」」」」」」」」」」

　今日も無事に店の仕事が終わった。寮りようへ帰って行く人がぞろぞろと休きゆう憩けい室しつを出て行く中、俺とコーキンさん、トニーさん、ロベリアさんの３人だけが部屋に残る。

「もう皆さんを雇こ用ようしてから１ヶ月は過ぎてますね……どうです？　ここで働いてみて。何か問題はありませんか？」

「最高の職場ですよ！」

「待たい遇ぐうに文句はありませんし、やりがいのある仕事だと思っています」

「何より、スライムで利益を出しているという事が素す晴ばらしいな！」

　コーキンさんのその言葉に大きく頷うなずく２人。

「それならよかった。研修に加えて研究まで頼んで、無理させてるんじゃないかと」

「僕ぼく達たちよりも、店長は大だい丈じよう夫ぶですか？　最近お客様が増えてますが……今日も来てましたよね？」

　リムールバードと契約したことを公表して以来、俺とテイラー支部長への批判的な噂は徐じよ々じよになりを潜ひそめていった。しかしその代わりに、俺への面会希望者が増えている。

「やけに早く帰ったが、結局なんだったのだ？　あの男は」

「魔ま獣じゆう販はん売ばいの中間業者だそうですが、リムールバードは生きたままでも剥はく製せいにしても需じゆ要ようがあるから高く買うとか、手紙を運ばせるくらいならサービスで代わりを用意するからとか……とにかくお金の話ばかりだったんで、ある程度話を聞いてから早々にお帰り願いました」

　来るのはほとんどそういう話か、雇やとってくれと言う話だ。もっともリムールバードは売らないことに決めているし、雇用は推すい薦せん状じようがほぼ必ひつ須すと言っていい状態になってしまっている。

「でも飛び込みの面会はお断りしてますから。負担はそれほどありませんよ。ご心配ありがとうございます」

「店長に何かあれば私達も困ります。研究所にいた頃よりよっぽど居い心ごこ地ちが良くて、とても充じゆう実じつしているもの」

「名ばかりの研究者になっていた頃よりよっぽどいいな」

「昔は将来への絶望しかありませんでしたからねぇ……」

「絶望とまで言いますか？」

「店長はスライム研究室の悲ひ惨さんさを知らないからそう言えるのだ。生活はスラムの住民より少しマシと言える程度で、研究所によっては奴ど隷れいと同様かそれより扱いが酷ひどいのだぞ？」

「そうなんですか!?」

　マジか。研究所ってちゃんとした……酷い扱いをする所はあるか。労働基準法やら色々ある前世でもブラック企き業ぎようはゴロゴロあったし、その社員を指して社畜なんて言葉が流行はやる時代だもんな……世界が変わっても人は人か。

「スライム研究室に行く事が決まってまで残るのは、他に行き場の無い者や、かつての私のように研究所に固こ執しつしている者ばかりだ」

「邪じや魔ま者ものや気に入らない部下を追い出すための部署になってしまっているので、どこも待遇が悪くて当たり前……奴隷は主が奴隷の最低限の生活を保障する義務を負いますけど、研究者には給料を支し払はらうだけで生活の保障は無いわ……」

「一応生活ができるお給料は支払われるんですけど、贅ぜい沢たくはできません。それに些さ細さいな事で減給されやすくて、常に切きり詰つめた生活を送らなければならないんです。文句があるなら辞めろといわれるだけで、交渉の余地もありません」

　完全なる社畜だな。

「その些細な事とは？」

「一番多い理由はやはり、研究で結果を出せない事ですね」

「スライムの生態の解明及およびビッグスライムのテイム方法の確立がスライム研究室の研究対象なのだが、これといった糸口も掴つかめていない」

「そんな研究ですから左さ遷せん先に使われるようになってるのですけどね……」

「何故なぜ、解明できていないのですか？」

　科学の発展している地球ですら、生態が解明されていない生物はいるものだけど……

「まずはスライムの生息域が広く、種類が多様すぎる事が１つ。環かん境きようや能力等、あまりに多種多様で仮説を立ててもその仮説に合わないスライムが必ず何処どこかに存在するのだ」

「加えて情報が少ないことですね。他の魔獣を研究する際は対象の魔獣を解かい剖ぼうします。そこから……たとえば歯の形状を見れば、肉食か草食かを大まかに推測できたりします。

　でもスライムは死ぬと核かくだけを残して体が消えてしまうため、解剖ができません。体が透すき通とおっている種類は解剖する意味もありませんし、残った核も脆もろい石になってしまい、臓器としての役割があるのかも分からず……」

　そう言えば、スライムは死ぬと体が消えるんだよな……上位種になると微妙に体液などが残ることもあるけど。

　まだこの世界に来たばかりの頃ころ。倒したスライムが核を残して体が消えていたから、初めはドロップアイテム的な物、そういう異世界なんだと思っていた。その後、他の魔獣は体が消えたりはせず、解体しなければ肉や素材は得られない事を知って間ま違ちがいに気づいたけど。

　逆になんでスライムだけ？　と不思議には思ったこともあった。

　慣れると進化の方に目が行ってそういう物だと流していたけど、確かに研究もしにくいか……

「スライムから上位種に進化した例は何度もありますが、その条件も分かりませんしね」

　ん？　進化してるのに条件は分からなかったのか？

「どんな種類のスライムに進化したんですか？」

「様々、としか言い様がないわ。ほぼ毎回違う上位種に進化するんだもの……」

　何かを思い出した様に頭を抱かかえながらため息を吐つくロベリアさん。何かあったんだろうか……まぁそれは措おいておくとして、研究所で何を食わせてるんだろう？

「スライムの餌えさは何を食べさせてるんですか？」

「餌？　餌は適当に……ですよね？」

　トニーさんが聞くと、２人も頷く。

「予算が殆ほとんど出ないので餌代を捻出するのも厳しく、他の研究室で飼われている魔獣の餌の余りを貰もらって食べさせるのが普通です。研究所の給料も自分の生活だけで精せい一いつ杯ぱいの額ですから、できるだけ安く上げるために。

　餌として貰った肉を盗ぬすんで研究員が食べた、なんて話もあるくらいですから、自腹を切ってまで餌にお金をかける人は滅めつ多たに居ないと思いますよ」

「スライムは与あたえれば何でも食べる。それだけは実証されているので、適当にある物を食べさせるのが普通なんですよ。スライムは環境の全く違う場所でもその場にある物を食べて生きていける魔獣ですから」

　ロベリアさんとトニーさんの言葉を聞いて、開いた口が塞ふさがらなかった。

　確かにスライムは命令すれば何でも食べるけど……まぁ理由は分かった、そうやって適当に食べさせてるからランダムで進化してるんだな？　そしてその結果餌の重要性と進化条件を見失ってるという事か。

　無意識に頭を抱えており、頭を上げた時には３人が俺おれに注目していた。

「店長、急にどうしたんですか？」

「いえ、その……」

　何て言ったら……もうストレートに行くか。

「スライムの進化条件なんですが……食事ですよ」

「えっ？」

「なにっ？　……」

「どういう事？」

「ですから、スライムは食べる物によって進化するスライムの種類が変わります」

　ここで俺が森で確かめたスライムの進化条件と、俺が飼っているスライムは全て俺が進化条件を見つけて進化させたスライムである事を伝えた。それを聞いて３人は愕がく然ぜんとしている。

「そ、そんな……」

「僕達は、間違った説を信じていた……？」

「間違った説、というのがどんな説かは知りませんが……推測するに、餌と進化は無関係と言われてるんでしょうか？」

「そうよ。古い論文だけれど、少なくとも主流な学派や高名な魔ま獣じゆう学の権けん威いは口を揃そろえて無関係と断言しているわ」

「というより、スライムに関する論文で新しい物って聞きませんね……僕達もそうですが、現代のスライムの認にん識しきは基本的に昔の論文から来ていると思います」

〝当たり前〟の事に疑いを持つ。それは意外に難しいことだろう。

　俺の場合はほとんど知識０の状態から研究をスタートしたから先入観がなかったのかもしれない。

　そう口にすると、ロベリアさんとトニーさんは黙だまって頭を抱え始めた。

　彼かれらからすれば俺の言葉は〝これまでと全く異なる常識〟だ。いきなりは受け入れがたいのだろう。

　……あれ？　コーキンさんだけ妙に静か……!?

「コーキンさん!?」

　彼は俯うつむいた状態で、固まったまま声を出さずに落涙していた。

　一体何が!?

「店長……」

「は、はい……」

　彼は抑よく揚ようの無い声で静かに語り始める。

「私は今の話にとても納なつ得とくができた。実は私は研究所にいた頃、スライムをビッグスライムに進化させる方法を探していたんだ。その過程でビッグスライムが生息する場所には強力な魔獣が生息している事が多い事に目をつけ、強い魔獣の肉を食べさせ続ければビッグスライムになるのではないかと仮説を立てた。他の者が誰ひとり成果を出せていないのを見て、他の者とは全く違う着眼点を、と思っての事だった……」

　ビッグスライムはスライムが進化したものとして扱われているらしい。

　しかし、この話だとコーキンさんはかなり近い所まで行ってたんじゃないだろうか？

「先さき程ほどロベリアが言った様に、スライムの研究者は自分の食事を確保するので精一杯で、まずスライムに強い魔獣の肉など買い与えられない。しかし私は一応は貴族だったので、多少の金は持っていた。

　結果を出して何としても他の部署に移りたかった一心で、当時の私は冒ぼう険けん者しやを雇って狩からせた肉をスライムに与え続けた。勿もち論ろん狩った肉を届けさせる人員も輸送費も自腹で毎日毎日。それを１年近く続け、とうとうスライムが進化したんだ」

　魔獣の肉ばかり食べたスライムか？　どんなスライムになったんだ？

「結果はビッグスライムではなく、ミートスライムというスライムになった」

「ミートスライム？　肉、ですか？」

「その通り、餌えさは肉、だが……」

　そこでコーキンさんは言葉を切り、唇くちびるを噛かみ締しめている。

「餌だけでなく、体まで肉だったのだ」

「体まで？」

　どういう事だ？

「私もそうとしか言い様がないが……蠢うごめく生肉の塊かたまりの様な外見のスライムだ」

「蠢く生肉……」

　うわぁ……気色悪い感じしかしない……

「もう分かったかもしれないが、途と轍てつもなく不気味だった……あの後すぐに研究所はクビになり、それまでにかけた金で家と家財道具のほぼ全てを差さし押おさえられた。そのため研究も続けられなくなってしまったが、店長の話した条件が正しければ私のスライムがミートスライムになった事にも説明がつく。だから納得ができるのだ……今さら言っても仕方がないが、もっと早くに知りたかった。そして、あのまま研究を続けていられればと思うと、悔くやしい！」

　そう言ってコーキンさんは再び悔し涙なみだを流し始めた。

　確かに、そりゃ悔しいのも当然だな。研究を続けられていたら一部でも解明できた可能性があったんだから……しかし、コーキンさんって初めに会った時、研究に全財産つぎ込んだとかジェフさんから言われてたけど、そういう理由か……店任す時はお金の管理が出来る人を付けよう、絶対に。

「い、いいじゃないコーキンさん！　私たちはもうこの店で雇って貰えたのよ！」

「そうですよ！　これからは店長の下で働いて、スライムの有用性を研究できるんですから！」

「そうだな……その通りだ、悔しんでいる暇ひまなど無いな！　これを更さらなる励みにしよう！」

　ロベリアさんとトニーさんの言葉が琴きん線せんに触ふれたのか、あっという間に気を取り直すコーキンさん。前よりやる気に満ちてるのが何とも……変に僻ひがんだりする人じゃない様で良かった。でも俺、ビッグスライムのテイム方法も知っているんだけど、今言ったらまた落ち込むよな……

　俺に今それを言う勇気と上手く落ち込ませずに伝える話術は無い……今は話さないでおこう。

「それで、何の話だったか？」

「店長にスライム研究室の待遇の悪さを説明してたのよね？」

「そうですね、そこから話が進化条件の話になったんです。店長、他に何か質問はありますか？」

　なら、興味があるのはスライムの種類だな。

「研究所で進化したスライムにはどんなスライムが居るんですか？」

「そうですね……とりあえず僕ぼくが研究所で見た事がある種類は、店長が飼ってるのと同じスティッキースライムくらいです。そこはスライムに戦せん闘とう経験を積ませて鍛きたえ、強く成長すればビッグスライムに進化するという仮説を立てていたので。やることはスライムを捕ほ獲かくして増やし、他の魔獣と戦わせては死なせていく作業を繰くり返すだけ」

　そりゃ進化する間もないわな。

「私が昔、研究材料として飼っていたスライムは、ツリースライムに進化した事がありますよ」

　おっ！　初めて聞くスライムだ！

「どんなスライムなんですか？」

「初めはただのスライムと同じですが、次し第だいに核から木が生えて来るんです」

　核から木が生えるって、ツリースライムの核は種なのか？

「それで、どうなるんですか？」

「それだけですね」

「えっ？」

「段々と木が成長して、そのまま地面に根付いてただの木になります。一応木の中に核があって生きてはいる様なんですが、動く事もできなくなりました」

「何か有用な活用法等は？」

「特には……木材にする位は可能です」

　木材……

「店長、有効活用できるスライムなんて、普通はそう簡単に見つかりませんよ。精々スティッキースライムの粘ねん着ちやく液えきを接せつ着ちやく剤ざいとして使えるという位で……」

「それも普通に糊のりや膠にかわを使えば良いだけなので大した需要も無いですからね」

「上位種に進化したスライムはそこで研究対象でなくなるため、失敗例として処分されてしまうからな」

　どうやら研究所の職員にはスライムに対する熱意が無いらしいな。待遇の悪さとか将来性の無さでやる気も無くなっているのかもしれないが、酷すぎる気がする……これはちょっと本気でスライムの有用性を広めてみようか？　この世界での一生の目標として。

　というか何でスライムが使われないのかが分からない。確かに弱いが、上位種でなくても役立つことはいくらでもある。

「弱くても危険察知能力は高いから魔獣や盗賊の接近にはいち早く気づいて教えてくれますし、餌の朝あさ露つゆとか水場の場所とか、自然の中で生きるための重要な情報が得られたりもするのに」

「前々から感じていたが、店長はよほどスライムと相あい性しようが良いのだな」

「そうらしいですね。扱あつかえる数がかなり多いとか」

「それもあるが、私はその理解力の方を言っている」

　理解力？

「一口に従じゆう魔まとの相性が良いと言っても、個人差があるんですよ。たとえば特定の魔獣と相性が良い従魔術師を集めたとしても、その人たち全員が同じように従魔と意思疎そ通つうができるわけじゃありません」

　ロベリアさんが言うには、従魔の感情が感じ取れる従魔術師、しぐさを見て理解する従魔術師など様々だそうだ。

「ある程度の意思疎通ができなければ相性が良いとは言わないが……ごくまれに桁けた違ちがいの、それこそ本人は人間相手と同じ感覚で魔獣と意思の疎通がとれる者もいるらしい。おそらく店長もそちら側の人間だろう。ちなみに私はスライムが不快と感じたら分かる程度だ」

「私も。契けい約やくはできても、危険や水場なんて分からないわ。それに時々伸のばした体で器用に物を運んでるスライム。あれも明確に意思が疎通できるから実現したんじゃないかしら？」

「もし店長の言った事が万ばん人にんに理解できるようなら、今頃スライムは従魔術師必ひつ携けいの魔獣になっていたかもしれませんね」

　なるほど……俺と大多数の従魔術師には、意思疎通の能力に大きな差があるらしい。おそらくスライム限定だと思うが。それも研究がすすまない一因なのかもしれない。

　それから詳くわしく話を聞いてみたり、今まで存在が確認されているスライムの種類と特とく徴ちようについて語り合い、気づけば夜中まで楽しい時間をすごしていた。







３章７話　夜歩き







　……３人、かな。

　スライムの話でだいぶ遅おそくなり、暗い夜道を歩いていると後をつけてくる存在に気づいた。

　こんな時間の人通りもない場所で。バラバラの人間が一定距きよ離りを空けて。それでも一定スピードで俺と同じ方向へ。……なんて分かりやすい。ただ、どうもまるっきり素人しろうとというわけでもなさそうだ。

　ついてくる３人をチームとして考えると、連れん携けいが取れている。後ろへの逃にげ道みちは誰だれかを倒さなければ無さそうだ。前はガラガラに見えるけど、どこかで待まち伏ぶせか？

　このままずっと行けば北門に着く。警備隊の人間もいるし、俺を狙ねらっているとすれば仕し掛かけてくるのはその前しかない。ならそこに着く前に確かめてみよう。

　次の曲がり角を右に折れ、急いで次の角をまた右に。飛び込んだ直後に声が聞こえてくる。

「バレたのか？」

「そんな素そ振ぶりは見えなかったが……」

「……その角だ！」

「おっと……」

　男の１人が叫さけぶと、荒あらい足音が近づいてきた。

　急いで逃げるが……

「……こっちだ！」

　所々でまこうとしているのに追ってくる……というか普通なら姿を見失ったはずの状じよう況きようでも、こちらの位置が分かっているようだ。

　……周囲には追手以外には誰もいない。広い地域を見み渡わたせそうな高い建物も、ない。となると……あっちに行こう。




■　■　■




「おいっ、ガキは？」

「ずっと逃げっぱなしだ。今はどこかに隠れた。この近くにはいるはずだが……」

「追われてるのには絶対に気づいてるだろうな」

「そうじゃなきゃとっくに捕つかまえてるだろ。こんな所に逃げ込みやがって……」

「くそっ！　めんどくせぇ」

　ギムルの北東部。スラムに近いこの一角は、お世辞にも綺き麗れいとは言いがたい。道には障害物が置かれていたり、道路に日よけらしき布が張られている所も多く見られる。

　夜よ闇やみの中、子供の体のおかげもあって、あちらはこちらの位置を掴み損そこねている。待ち伏せをしていた仲間も合流したようだし、そろそろ………

「幸い人の目もない。数もこっちが上だ、しらみつぶしにィッ!?」

「どうぐぁっ!?」

「伏ふせろ！　矢だ！」

「『テレポート』」

「チッ！　向こうっ!?」

「なっ、こっちからも!?」

「まさか仲間が!?」

「『テレポート』」

　障害物の中を短たん距きよ離り転移で移動しながらメディスンスライムの麻ま痺ひ毒（即そつ効こう性せい）を塗ぬった矢を手足に放てば、制圧するだけの簡単なお仕事はすぐに済む。

「う……」

「くそっ、毒矢かよ……」

「当分はまともに動けませんよ。その毒、調べてみたらけっこう強いので」

「ッ！　この糞くそガキ！」

「なんて事しやがる！」

「そちらこそ、僕に何をしようとしていたんですか？　目的は？」

　動けない男たちに近づき、槍を１人に向ける。

「へっ……こんな事してただで済むと思うなよ……だがリムールバードと稼かせいだ金をよこせば許して熱っ！　熱い！　やめろ！」

「なんでそんな上から目線だよ」

　とりあえず槍からファイヤーボールを打ち出しておいた。当てはしないが、涼すずしい空気を押しのけた風はそれなりの熱を感じさせる。

「あ」

　飛んできた物体を反射的に叩たたき落おとす。

「キィッ!?」

「これか。そうか」

　それは暗い色のフクロウっぽい魔獣だった。

　……リグレットオウル。爪つめには神経を過か敏びんにする毒があり、敵を掴む際に鋭するどい爪が深く肉に食い込むことで、傷と合わせて獲え物ものに激痛を与える。さらに夜行性なので暗くら闇やみに紛まぎれて静かに敵を狩るのが得意な魔獣、ね……

　足と爪は薬の材料にもなるから正体が分かった。けどこの辺には生息していないので、従魔でほぼ確定。こいつに不意打ちをさせるために騒さわいでいたのか。

「なっ!?　どうやって」

「普通に叩き落としましたけど？　空は警けい戒かいしてたんで」

　今の一いち撃げきで羽が折れたようで、地面に転がる従魔を見た男が叫ぶ。

　見ていただろうに。つか見えないはずの俺を正確に追ってきてた時点で、従魔がいるのはある程度予想できた。それが何かまでは分からんかったけど。この色で空高く飛んでいたら流石さすがに見えんわ。

「ん、来たか」

「ピロロロロ！」

「ここか！」

「そこの者共！　動くな！」

「警備隊!?」

「何でこんな時に!?」

「おいリョウマ！　無事か！」

「ギルドマスター？　どうしてここに？」

　警備隊は逃とう走そう中に隙すきを見てリムールバードを飛ばしたから分かる。が、何でウォーガンさんまで？

「やっぱ無事だったか……帰る途と中ちゆうにリムールバードを追っかける警備隊こいつらを見かけたんだよ」

　それで俺だと分かって付いてきた、と。

「ご心配をおかけしました」

「正直それほど心配はしてなかったが……」

「失礼、この状況の説明をしてもらいたいのだが」

　この後、俺も警備隊の詰つめ所しよで事情聴ちよう取しゆを受けた。




■　■　■




　翌朝




「お世話になりました」

「もう来るんじゃないぞ」

　堅かた物ぶつそうで案外ノリが良いのか、それとも素なのか分かりづらい警備隊員の男性に礼を言い、店へ向かう。

　昨夜はただでさえ夜よる遅おそく、さらに襲しゆう撃げきと事情聴取もあったので、そこからまた１人で廃はい坑こうに帰るのは見過ごせない！　と、警備隊の詰所に一泊ぱくすることになったのだ。

　ちなみに部屋は牢ろう屋やではなくちゃんとした部屋。本来は罪は無くても解放できない、あるいはしない方が良い人を一時的に留とどめるために使われる部屋だそうだ。寝ね床どこも十分なものが用意されていた。

「おはようございます！」

「店主、おはようございます。今日はずいぶん早いネ」

「おはようございます店長。何かありましたか？」

　店に着くと、まず休憩室でカルラさんとリーリンさんを見つけた。

　昨夜の事を説明すると、襲撃を受けた段階で、

「店長、この件は事実を全体で共有すべきと判断します。店の者を集めますので、少々お待ちください」

　とカルラさんが部屋を出ていき、数分で従業員全員が休憩室に集まる。

「えっと、お話ってなんでしょう～？」

「クビとかじゃないよね……」

「皆さん、そちらはご心配なく。店長、お願いします」

　改めて昨夜の出来事を説明すると、違ちがう緊きん張ちようが増していく。

「というわけです。見ての通り僕は傷一つ無く無事ですが、皆さん外出するなら明るいうちに、できるだけ人通りの多い道を通るなど気をつけてください。それからフェイさんとリーリンさん。お２人には警備の仕事が増えるかもしれません」

　２人が頷いて了りよう解かいを示したのを確かく認にんして、さらに続ける。

「今後のことですが、警備の人員を増やすことも視野に入れています。先ほど話した通り現場に冒険者ギルドのギルドマスターが居合わせまして……なんでも今日、商業ギルドでギルドマスター同士の定例会議があるらしく、そこで相談をする機会を設けてくれるということになりました。

　そこで僕は昼ひる頃ごろに商業ギルドへ行きます。カルラさんかカルムさん、どちらかに付つき添そいをお願いしたいのですが」

「でしたら私が参りましょう。カルムは店の方を頼たのみましたよ」

「承知しました」

「では最後にシェルマさん」

「私に何か？」

「ギルドマスターに持参する手て土産みやげについて聞いたら、昼食になる物をと頼まれたので厨ちゆう房ぼうを使わせていただきたいんです」

「そういうことでしたら私も手伝いますよ。店のお昼も一いつ緒しよに作ってしまいましょう」

「僕からは以上です。ギルドマスターと相談の結果は追って通達します。皆さん、何か気づいたことがあれば些細なことでも遠えん慮りよなく報告してください。……また騒がしくなりそうですが、よろしくお願いします！」

『はい！』

　従業員各位への通達を済ませると、店はあわただしく開店準備に。俺はシェルマさんと料理にとりかかる。




■　■　■




「入りな」

「失礼します」

　昼に商業ギルドを訪おとずれると珍めずらしく別室で待たされた後、普ふ段だんとは違う部屋に案内された。

　室内には長く大きな机が１つ。その正面と左右にそれぞれ顔なじみのギルドマスターがついていて、俺とカルラさんは手前の席につくよう促うながされる。

「さて、今日ここに呼ばれた理由は分かってるだろうが……そんなことよりまず飯だ！」

「ウォーガン、あんたって奴やつは……」

「いいじゃねぇか。会議も終わったんだ、今は私的な集まりだっつの。だいたい話なんて食いながらでもできるだろ」

　アイテムボックスから用意してきた料理を取り出して配る。

「ギルドマスター」

「ここは名前で呼んでくれ。全員ギルドマスターじゃ紛らわしくてしかたねぇ」

「ではウォーガンさん。腸ちよう詰づめのスープとパンです」

「おっ！　美味そうじゃねぇか」

「うちの料理人が丹たん精せいこめて作りましたからね。それからグリシエーラさんはこちらで、テイラーさんはこちらです」

「おや、アタシのはハンバーガーかい。なんだかお祭りみたいだねぇ。やけに軟やわらかそうだけど……」

「こちらは干しぶどうを練りこんだパンに、パイのようなサクサクとした物……どれも紅茶に合いそうだ」

　グリシエーラさんは歯が弱いので軟らかい物。テイラー支部長は食が細いので軽い茶ちや菓が子しのような物。とそれぞれウォーガンさんから注文を受けていたのだが、これでよかっただろうか？

「んむ……このパン、種の匂においがしないね」

「こちらもだ」

「今日のパンは酵こう母ぼから作ってみたんです」

　２人が言った種とはパン作りに使われる〝イースト菌きん〟と同じ働きをする植物の種で、その名のとおり〝パンの種〟という名めい称しようで販はん売ばいされている。使い方は割った種の中身を生き地じに加えるだけ。使い勝手がよく、保存や運うん搬ぱんが簡単なため、パン作りには一いつ般ぱん的てきに使われている物だ。

　対して俺が今日のパンに使ったのは天然酵母。と言ってもイースト菌だって元は発酵に適した天然の菌を培ばい養ようしただけだし、種だって自然に生えた植物の種なのだから天然だが……それは措おいておこう。とりあえずここでは、麦やレーズンに水を加え、自然発酵させて作った酵母だ。

「最近お金と時間に余よ裕ゆうができて、材料も森にいた頃と違って、お店で買ったり注文できるので。これまでできなかった事ができるようになったんです」

　酵母作りはだいたい一週間ほどの時間がかかり、それまで日に１回中身をかき混ぜたり手をかける必要がある。勤務時間が不定で突とつ然ぜん何日も家に帰れなくなる可能性があった前世では手が出しにくく、炭焼きと同じく前世からの憧あこがれだった。

　それが街に出てきた今では道具も材料も簡単に揃うようになった。買い物をするお金は店の利益から従業員の給料や緊きん急きゆう時のための積み立てなどを除いて、手元に入るだけでも十分におつりがくるし、時間だって重役出勤に毎日家に帰れる生活。となればもう手を出さないという選せん択たくはなかった。

　他にも薬の効能や成分を調べるために材料を買って試薬から作るなど、俺の生活は変化しつつある。

　前世のように、職場と家を往復するだけの生活ではないのだよ!!
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「なに良い顔してんだい。昨日襲おそわれたってのに暢のん気きな子だねぇ」

「それとこれとは別の話ですよ」

「まったく……」

「だがその分なら、問題はなさそうだな」

　はて、問題とは？

「お前が誰の助けも無い夜道で襲われて、どう考えてるかっつー話だ。俺は心配ないって言っただろうが」

「そりゃ結果論だろ？　アタシらはその場でリョウマを見てないんだよ」

「我々がいくら助力をしようと考えていても、本人がもし手を引く気でいれば余計な世話にしかならんからな」

「へいへい。……とまぁこの２人はお前が昨日のことでビビッて、店をたたむなんて言いださないかと心配してたわけだな」

「ま、そういうことさね。直接の危険が迫せまって、そこからの気持ちを知りたかったのさ」

「まさか気にも留めとらんとは思わなかったがな」

「そりゃここまで沢たく山さんの人に助けられながらやってきて、襲われたからやっぱやめる！　では身勝手が過ぎるでしょう。下で働いてくれる従業員だっているのに。店をたためば彼らを路頭に迷わせることになりますし、大体今日はこれから先のことを話すつもりできたんですから」

「分かった分かった」

　俺の言い分を聞き、グリシエーラさんはあきれたように笑う。

「それじゃもう回りくどい話はナシだ。リョウマ、お前はもうしばらく防備を固めて我が慢まんしてくれ。それでカタをつける」

「と、仰おつしやいますと？」

「すぐ襲ってくる奴なんざいなくなるって言ってんだよ」

「我々の悪評が流れて以来、こちらでも独自に調査をしていたのだ。その結果、噂うわさを流して犯罪を教きよう唆さしていた輩やからに目め処どがついた、までは良かったのだが……残念なことに昨日、行方ゆくえを晦くらませてしまった。すぐに捜そう索さくの手を広げたが、まず入ってきたのが君が襲われたという情報だったのだ」

「あと昨日アンタを襲った奴らね、調べてみると２日前にこの街に着いたばかり。アンタの事は大金とリムールバードを持ってるガキだって、誰かから教えられたんだとさ。で、その誰かの風ふう貌ぼうがこっちで目をつけてた奴と一いつ致ちしていてねぇ……」

　それはつまり……

「同一人物と見て間ま違ちがいないんですか？」

「その可能性は高いよ。前に流れた噂からして、逃げた奴はアタシらの関係を知ってる。アンタが狙われたとなれば、自分に追手を差し向けるにしても少しはアンタを守るために人手を割さくだろう……と考えたんじゃないかね」

「個人的な感情を抜ぬきにすれば、普ふ通つうは公こう爵しやく家の人間に〝この者を頼む〟と任されれば疎おろそかにはできん。万が一があれば事だ」

「つまり自分が逃げやすくなるように僕を襲わせた、と」

「俺おれ達たちはそう見てる。だが怪あやしまれた矢先に姿を消して、そんな小細工をするくらいだ。もう戻もどっては来ないだろ。戻ってくるつもりなら、すっとぼけるとか怪しまれないやり方をするはずさ。まぁ、そんなことをする余裕がなかっただけかもしれねぇが……俺達ははい、さようならと簡単に逃がすつもりはねぇ。

　こう言うと語ご弊へいがあるかもしれんが、お前さんは普通のガキじゃない。俺はお前さんが自分の身は自分で守れるだけの力は十分にある、と思ってる。だからお前は全力で店と自分だけ守って欲ほしいんだ。犯人の方は俺達が全力でやる」

　その逃げた奴が俺が足手まといになることを期待しているとして、それを裏切るわけか。

「すでにウェルアンナのパーティーにミーヤ、ジェフ、それから空間魔ま法ほうが使えるレイピンを加えた捜索チームを編成して、足どりを追わせてる」

「まぁ向こうもその道のプロだろうし、確実に捕まえられる保障はないけどねぇ。……それよりリョウマ、黙って聞いてるけど大だい丈じよう夫ぶなのかい？　アンタの方は」

　グリシエーラさんに聞かれて、一考してみる。

「まず店の守りだけは万ばん全ぜんにしたいですね」

「心配すんな。俺も一いつ切さい手を貸さないとは言ってねぇ。ゴードンとシェールには軽く話しておいた。２人は捜索にゃ向かないが腕うでは確かだし、どっちもこの街が地元で評判も良い。店の護衛には最適だろう。あとジェフの奴からも信しん頼らいできるって男が１人推すい薦せんされてるぜ。こっちはギルドに登録してねぇ奴だから、俺からは何とも言えねぇが」

　フェイさんとリーリンさんに加えて、あの２人か。ジェフさんが推薦した方は分からないが、ジェフさんが明らかに実力のない人を薦すすめるとも考えにくい。とりあえず保留にしておくしかないが、店の警備はある程度充じゆう実じつするか……

「カルラさん。警備隊との連携も考れば、どうでしょう？」

「相手の規模が分からないのが不安要素ですが……店の規模を考えると充実していますね。しかしそれよりも店長に護衛をつけては？」

　それは必要ない。なぜなら、いざと言うときを考えるとデメリットが大きいから。

　いざと言うとき。つまり俺おれが相手に太刀たち打うちできない場合。選択すべきはその場からの逃走だが、誰かがいたらそれだけ自由に逃げられなくなってしまう。空間魔法では連れていけないし、置き去りにもしづらい。というか、誰か置き去りにするくらいなら最初から１人で戦うか逃げる方を選ぶ。

「それと相手のことなんですが、人間ですよね？」

「従じゆう魔まを使う可能性はあるが、基本的に人間だろうな」

「だったら１人の方がいいですね」

　地球には魔ま獣じゆうなんて存在しない。俺の修めた技わざはすべて、人を相手にすることを念頭においている。俺が一番慣れているのは対人戦闘だ。

「昔はずっと祖父とばかり訓練していたので、人間か人型の魔獣が一番戦いやすいです」

「……これまでの実績もあるようだしねぇ……」

「ウォーガンも実力は保証していることだ」

「心配すんな、戦力に関しちゃあんたらより俺の目の方が確かだっつの」

　こうして話は具体的な防衛策、襲撃された場合の事後処理へと進み、最後にテイラー支部長から２枚の書類を渡わたされた。

「スライムとリムールバードを扱うに足る実力を持つ事をここに認める……これは？」

「それは君が従魔をちゃんと扱えていることを私が認める。こちらは君の店は魔獣を使っているが、商売は商業ギルドの管かん轄かつである、という旨むねを記した念書だ」

　証明としてはギルドカードがあるので、滅めつ多たに作られることのない書類らしい。しかしどちらもテイラー支部長の署名と印が入っているので、持っていれば何かの役に立つかもしれない、とのこと。

　支部長……今回のことを自分が巻き込んだとか気にしてるのかな……







３章８話　会議後の動き







～Side　？？？～




　１ヶか月げつ後




　人々が眠ねむりについた真夜中。ギムルの街の片かた隅すみでは、男達の悲鳴と怒ど声せいが響ひびいていた。

「逃げろ！　俺達じゃ敵わねぇ！」

「ガキがっ、ぎゃあああ[image: ]」

「ぐがっ!?」

「く……」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　逃げろっつっただろ！　向かっていく奴があるか！」

　声の元である男達は竜りよう馬まを襲いに来た襲しゆう撃げき犯はんであり、今まさに竜馬の反撃によって瞬またたく間まに制圧されている最中。

　勝てないと悟さとった襲撃者のリーダーがまだ倒たおされていない３人の男に指示を出したものの、頭に血が上っていた男達には無視された。その結果、指示を無視した３人はそれぞれ腕と足の骨を折られ、顎あごを砕くだかれ、意識を奪うばわれてしまう。

「ま、待ってくれ、降参だ！　俺らはもうお前らに手は出さねぇ！」

「申し訳ないんですが、そんな言い分は聞かない事にしています。これまでの方々も同様の処置を致いたしましたので、どうぞご了りよう承しようください」

「そん……かはっ……」

　見み逃のがして欲しいと頼み込んだ男の目には留まらぬ速さで接近した竜馬は男を殴なぐり、気絶させた。

「一件落着、と」

　竜馬は周囲を見渡し、既すでに気絶するか手足を折られて呻うめき続ける13人の男達を眺ながめる。

「久々にきたなぁ……」

　そう呟つぶやいた数秒後に、遠くから４人の男達が駆かけ寄よってくる。警備隊だ。

「何事だ！　と思えば君か、リョウマ。こいつらは今日の下手人だな？」

「はい。いつも通り、よろしくお願いします」

「ああ。大きな怪け我がの無い者から縛しばり上あげろ！　怪我人は……今日もやるのだろう？」

「はい」

「さっさとやってくれ」

「了解です」

　ヒールスライムを１匹ぴき出すと、共に男達の手足にハイヒールをかけていく竜馬。自分でへし折った男達の治ち療りようを行い、終わった者から警備兵に引き渡して捕ほ縛ばくさせる。

「今日は７人、合わせて骨12本か……また高く付きそうだな」

「ハイヒール１回１，０００スート、骨１本治すのに６回の６，０００スート、それが12本で７２，０００スートですね。少しおまけしてキリ良く７０，０００スートです」

　それを聞いた警備隊の男の顔が引き攣つる。

「必要に駆られての事だとは分かっているが、恐おそろしいな」

「……襲ってくる人がいなくなれば、僕もこんな事をしなくても済むんですがね……」

「とりあえず詰所に来て貰もらおう。支し払はらいを済ませる必要があるからな」

「了解です」

　竜馬が店主として初めて襲撃を受けて以来、何者かにそそのかされたと言う者から、ただ金のありそうな奴を狙ったというだけの強ごう盗とうまで。こうした直接的な手段に出る者が増えていた。もっとも襲われた本人やこの状況を見れば分かるように、襲撃はすべて失敗に終わっている。そしてその度たびに竜馬は怪我を負った襲撃者を丁てい寧ねいに治療しては、高額の治ち療りよう費ひを巻き上げていた。

　この国の法では正当防衛であれば相手に怪我をさせても罪には問われない。そして襲った方は怪我をさせられても文句は言えない。正当防衛で怪我をさせた場合、その怪我を放置しても構わないのだ。しかし怪我を治してやったのならば、正当な額の治療費を請せい求きゆうする権利は与あたえられる。

　他人をボコボコにして勝手に治療し治療費を請求する。言葉で聞くと悪質な強請ゆすりだが、正当防衛の結果ならば、この世界の法的にはギリギリ合法の行こう為いだった。

　竜馬自身もこの治療費を巻き上げるという手段に最初は難色を示していたが、襲撃者のリスクを増やして、竜馬の自衛力や店の防犯対策の万全さを広める。見せしめとも言えるが、事態を早めに収めるために有効だとグリシエーラに説得され、必要な事と割り切ってこの方法を取っている。

　いかんせん竜馬の外見はまだ子供。外見から警戒を促すのは難しく、行動で思い留めるよう働きかけるのが一番だった。地球における〝監かん視しカメラ稼か動どう中〟〝警察官立ち寄り店〟などの張り紙と似たようなものだろう。それと比べれば少々荒あら々あらしいが、竜馬を襲うと散々体を痛めつけられた上で懐ふところまで痛むということで、襲撃者は減ってきていた。

「これが今日の分だ。７０，０００スート、確認してくれ」

「……確かに、頂きました。ありがとうございます」

　竜馬は警備隊の詰所で治療費を受け取り、礼を言う。

「気にするな、別に我々の懐が痛む訳でもない。一時的に肩かた代がわりをしているだけで、あの連中から後でしっかりと払はらって貰うさ。それに、時々支払いのための強制労働で改心しようとする者も出てくるのだからそう悪い事ばかりじゃない」

「ありがとうございます。そう言って頂けると気が楽です」

　竜馬はもう一度礼を言うと詰所を出た。

「おつかれさん」

「お疲つかれ様さまです」

　帰宅時に襲われ詰所に寄るのが日課となってしまった週があった結果、竜馬には警備隊員の顔見知りが増えた。声をかけてきたり、にこやかに手を振ふってくる警備隊員に返答したり手を振り返して家に帰っていく。




■　■　■




　翌日




　朝、竜馬が開店前の店に顔を出すと、受付にいたカルラと顔をあわせた。

「おはようございます、カルラさん。昨夜はどうでした？」

「おはようございます、店長。昨夜も襲撃はありませんでした、店長の方はどうでしたか？」

「13人来ましたよ。これ、昨日の分です。とりあえず金庫に入れておくので、売り上げと一緒にギルドの口座に入れておいて下さい」

「かしこまりました」

　そのまま準備を続けるカルラの横を通り抜け、竜馬は奥おくへ。道すがら開店準備に奔ほん走そうする従業員に挨あい拶さつをして回った後は、邪じや魔まにならぬよう休きゆう憩けい室しつへ入る。するとそこでは店の防衛に関する報告が行われていた。

「おはようございます！」

「「おはようございます」」

「おう、おはよう」

「おはよう、リョウマ君」

「ウッス！」

「会議中でした？」

「丁度終わるところさ、夜も問題なしってことでな」

　現在、店の警備担当者は５名。フェイとリーリン親子に加え、冒ぼう険けん者しやのゴードンとシェール。そしてジェフから推薦されたスラム街の自警団員という経歴を持つ、ドルチェと言う青年を雇やとい入れている。

　フェイとリーリンは襲撃が始まる以前からたびたび店で騒ぐゴロツキを捕とらえていたが、店への夜や襲しゆうが始まってから、さらに元暗殺者としての実力を発揮。

　ゴードンやシェールもウォーガンが推薦しただけあって実力は折り紙つき。しかしそれ以上に、昼間店先で目を光らせていると、彼かれらは好意的な声をかけられる事も多い。

　たとえばゴードンは冒険者や一いつ般ぱん人じんに限らず無骨な男達たちに顔が広く、客同士肩かたがぶつかったなど、些さ細さいなことから始まる喧けん嘩かはすぐにおさめてしまう。シェールは人当たりがよく丁寧な対応で、中年から老年の女性に特に人気が高い。

　ジェフからの紹しよう介かいで雇われたドルチェは粗そ野やな風貌に口数も少ないやや無愛想な男だが、同どう僚りようとの付き合い方や仕事に対する態度は極きわめて真ま面じ目めなものである。

　そんな彼らが警備体制を敷しいていたおかげで、店への夜襲はことごとく防がれた。被ひ害がいがあるとすればゴロツキが店に押おし入いろうとした際、店の扉とびらや窓に少々罅ひびが入って修復のための材料と魔ま力りよくを使う事になった程度である。

　尤もつともその修しゆう繕ぜん費用も警備隊を通じてゴロツキから賠ばい償しよう金きんが支払われている上に、元々魔法を使って殆ほとんどタダで作っている店であったため、竜馬にとっては被害とも思えない軽けい微びな物だ。むしろ竜馬はこの襲撃があったことで予期していない利益を得た、と考えている。

　その利益とは……〝交流の機会〟だった。




「はい！　私はゴロツキ冒険者です！　騒ぎ始めました！」

　敷しき地ち内ない。空き地のまま手付かずだった一角には壁かべが作られ、ツナギに身を包んだ竜馬が説明的なかけ声を上げる。それに対して、これまた魔法で作られたカウンターの中で透とう明めいな盾たてを構える出で稼かせぎ三人娘むすめ。

「「「ドルチェさん！」」」

「！」

「おっとー、こりゃいけねぇー、よっ！　ほっ！」

　彼かの女じよ達は速すみやかに距きよ離りをとると、呼ばれたドルチェが〝さすまた〟を持って迫る。それを見た竜馬はわざとらしく声を上げて逃走。その背中に次々と球体が飛んでくるが、器用に避よけて一定距離をとる。

「……よし。だいぶ良い感じじゃないでしょうかー？」

　竜馬の大根役者ぶりのせいで寸劇のようにも見えるが、店の防犯訓練である。

　危険な客に対して非戦せん闘とう要員が素す早ばやく盾を構えて人を呼び、逃にげる訓練。救きゆう援えん要よう請せいに即そく応おうする訓練。逃げ出す犯人は深追いをせず、カラーボールを投げつける訓練等々。有事の際に従業員はどう動いて欲しいか、警備５人の意見も参考に行っている。

　そしてこのために竜馬は前世の防犯グッズを参考に、度々試作品を作っていた。

「ドルチェさん、どうです？」

「……邪魔はなかった。です」

「大丈夫だそうです！　この感じを忘れずにー」

「店長、お昼の用意ができたそうです」

「カルムさん。ありがとうございます。それじゃ皆みなさん片付けてお昼にしましょう」

「「「はい！」」」

　襲撃が行われるようになったことで、店の守りをそれまで以上に固めた竜馬は、日中店にとどまる時間が増えた。慣れない重役出勤も止やめ、朝から深夜まで。そして仕事はあるが、それだけの時間をすべて費やすほどではない。

　そこでもてあました時間のすべてを、竜馬は従業員や客との交流に使ったのだ。

　荒あら事ごとに慣れているフェイやリーリンを除き、一般人の従業員には不安もあっただろう。そこで護身用品を作っては導入し、少しでも安心を得られるように努めた。その甲か斐いあってか目立った混乱もなく、退職を申し出る者は出なかった。

　さらに竜馬と従業員は個人的な会話も増え、これまで以上に同僚としての距離を縮めている。

　彼らが向かった休きゆう憩けい室では、その成果が形として表れていた。

「おう、訓練お疲れさん」

「お先にいただいてます」

　休憩中のゴードンとシェールの隣となりに座すわり、竜馬はまず用意されたパンに手を伸のばす。

「あれ？　このパン、いつもよりふんわりしてるような」

「うふふ。店長の教えてくれた天然酵母を、フィーナちゃんたちとグレンベリーで作ってみたんです。そうしたらよく膨ふくらんで美味おいしいパンができたんですよ」

「あの小さくて赤いやつですか。あ、よく見たら中がほんのりピンク色になってる」

「酵母って材料で違いが出て面おも白しろいですね。それに種の処理もいらないし」

「そうそう。できるまでに時間はかかるけど、使う時は楽ですよね」

「種の皮とかめんどくさいよね～。割って出すときにすぐ入っちゃうし～」

「綺き麗れいに取らないと美味おいしくなくなるんだよね」

「その分作る段階で管理はちゃんとしないと危険ですよ」

「そうか……なら俺らが家で作ろうとしても無理か」

「作業自体はそう難しくもないですが、瓶びんを一度消毒したり気をつける点がいくつか。と言うかそれ以前に、ゴードンさんは料理されないじゃないですか」

「まぁそうなんだが、ここのところだいぶ騒ぎは収まってきただろ？　だから俺らの契けい約やく期間もじきに終わる。そう考えると、ここで飯が食えなくなるってことでもあるんだよなぁ」

「シェルマさんの用意してくれるお昼は美味しいからね。何を食べるか悩なやまなくてもいいし」

「幸せだ」

「あらあら。ちょっと待っててくださいね。今日のお肉は炭、でしたっけ？　店長から貰った燃料で焼いたんです。本当に美味しく焼けましたから」

　料理を運んでいたシェルマは褒ほめ言こと葉ばを聞いて機き嫌げんよく休憩室を出て行く。次に姿を現すときには、多めに盛った肉料理を運んでくるだろう。

　こうして竜馬と店の面々はこの状じよう況きようを作り出した犯人の動向に拘かかわらず、危険からは遠ざかっていた。







３章９話　出立







～Side　竜りよう馬ま～




　美味しいパンと炭火焼肉に舌した鼓つづみを打った後、カルラさんに呼び止められた。

「店長。２号店の件で聞いて頂きたい事が」

「はい、何でしょうか？」

「率そつ直ちよくに申し上げます。売り上げと治療費で資金は潤じゆん沢たくにありますので、そろそろ支店を出しませんか？」

「もうですか？　店の経営ってもっと長期間勉強が必要なはずでは？」

「確かにその通りですが、コーキンさん達は元々研究者というだけあって、読み書きや算術に問題はありませんでした。普通はそれに加えて仕入れ、他店やお客様との駆け引きなど色々と時間をかけて学ぶ事が多いのですが、この店は競合する業種もお客様との交こう渉しようもありません。ですから私とカルムは問題が起こった場合の対応を優先的に教えています。他に必要な帳ちよう簿ぼのつけ方も一通りは学び終えましたし、後は実務の中で経験を積ませる事が早道だと思われます」

「……つまり支店を作って収入を増やすだけでなく、その支店を責任者の養成所として使いたいと」

「その通りです。勿もち論ろん最初は私かカルムが一時的に支店で働きつつ、指導と今後も支店を任せられるかの判断を致します。さらに加えてもう一点」

　書類を手て渡わたされた。目を通してみれば、これまでの収支報告をまとめた書類のようだ。

　……開店初日から昨日までの収支がそろっているけど……ん？　ページがまだ続いている。

　収支報告書の下にあるのは……収支予想と書かれた表。それが何度も書き直したように何枚も束ねられている。しかもそれらはインクと紙の感かん触しよくからしてだいぶ前に書かれたもののようだ。

　……開店当初、俺が手当たりしだいに色々なところで宣伝と実演をしていたからだろう。予想の数値と実際の数値には大きな誤差がある。……いや、それ以前に予想の数値を算出するための来客数、それも変動は異業種の場合を参考に仮定してる？

「……もしかして、今後の経営計画のための情報収集？」

「ご明察です。現状では洗せん濯たくを主な業務にしているのは我々のみ。極めて珍しい職種です。それゆえに指標となる情報も少なく、収支を始めとして我々は様々な面でその都度対処を決定する……手て探さぐりの状態で経営を続けてきました。具体的には予想以上の顧こ客きやくと売り上げを逃のがさない対応ですね。

　今は予想を良い結果で外しています。が、たとえ結果が良かったとしても〝正しく今後の推移を予想できていない〟ということには変わりありません。ですのでこのあたりで一度店てん舗ぽを増やし、更さらなる情報を集めてより正確な予想と経営計画を練るための一助にしたいと考えています」

　コーキンさん達が来る前も仕事は何とか回ってたし……今は他の人達も仕事に慣れて手て際ぎわ良よくなっている。それにいきなり任せる訳じゃなくて研修期間みたいな物だから、そういうことなら良いか。

　襲しゆう撃げきも落ち着いてきてるし、店には護衛の皆さんがいる。俺１人なら出歩いても問題はないし、今後この店を続けていくなら、どこかで増えていくクリーナースライムの受け入れ先を用意しておくにも良いだろう。

　余分なスライムは俺が引き取れば良い。と言いたいが、どこまでスライムと契約できるかは正直なところ分からない。まったく限界が見えてこないけど、それがいつまで続くかは不明。そう考えると店と従じゆう魔ま術じゆつ師しを増やすことにはお金以外の利点もある。

　これについては、個人的にはフランチャイズ展開でもいいと思う。少なくとも店の機密保持のために増えすぎたクリーナーは殺処分！　なんて話になるよりは。そうなるのもまだ当分先の事だろうけど、それにも知名度は必要か。

　と言うか……俺はやっぱり経営者というより、まだ従業員の１人としての意識が強いのかもしれない。黙だまっててもやって来る難題。たとえ無む茶ちやな要求でも、無理を押し通して期限までに何とかする。それが俺達の仕事だったし……カルラさんやカルムさんが、本当に居てくれてよかった。

「分かりました、２号店の出店に向けて動きましょう。僕ぼくがすべき事は２号店を出店する街を決め、その街の土地を手に入れて店舗を用意する事でしょうか？」

「よろしいのですか？」

　経営者として先せん達だつであるカルラさんのアドバイスに、俺自身の考えも合わせた結果である。

　そう結論を出すまでの過程と一いつ緒しよに伝えると、彼かの女じよは安心したように笑った。

「ご理解ありがとうございます。よろしくお願いします」

「では支店で働く従業員の方はよろしくお願いします。僕はギルドに行って店舗について聞いてみますので」

　という訳で、また商業ギルドへ向かうことになった。




■　■　■




「よく来たね」

「いつもお世話になっています。早さつ速そくですが、今日は２号店の事で伺うかがいました」

「とうとう支店を出す気になったかい。店を出す街のオススメは用意しておいたよ。デルマ、アスール、シクム、ジルマン、ルーフェス、その他色々とね」

　用意をしてくれていたようで、とてもありがたい。初めての支店だし、何かあったらすぐ行けるようにギムルから近くが良いな……

「ここから近いほうが良いんだろう？　それも用意してあるよ」

　少しだけ慣れてきたな……この心の読まれっぷりに。

「ありがとうございます」

「とりあえず、ここから近い場所でオススメの街はシュチロ、ハーケン、レナフの３つ。なかでも一番近いのはレナフの街だね」

「その街の土地は買えますか？」

　ギルドマスターがニヤリと笑ってこう言う。

「用意してあるよ。今の店程の広さは無いけどね」

　紹介された土地は敷しき地ち面積で言えば店舗の半分ほど。しかし街の中心部に近く、ちゃんと使える状態の建物が付いているらしい。見取り図を見ながら話を聞くと、元は雑貨屋だったらしく倉庫などもあるので少々手を加えるだけで十分店に使えそうだ。もしダメでも一度取とり壊こわして建て直せばいい。

「ここはピオロの店の斜ななめ向かいでね、確かめさせたけど建物はしっかりしてる。問題は無いよ。手続きは向こうのギルドでやって貰わないといけないけどねぇ」

「そうなんですか、ありがとうございます。ではこの土地を買いに行きます」

　こうして新しい店舗の目処が立った。信頼できる協力者、それも専門家がいると話が早い。

　すぐさま店へ戻り、カルラさんとカルムさんにギルドでのやり取りを報告。その後コーキンさん達にも支店の話をして、クリーナースライムを他人に渡さないこと等を改めて約束して貰う。これはギルドで雇い入れる際に契約した事だが、念のためだ。コーキンさん達３人もためらいなく了りよう解かいしてくれた。




　そして夕方。




「失礼します」

　今日は早めに店を出て、帰宅前にセルジュさんの店に寄る。

　２号店の件とその準備のために、暫しばらくレナフの街に行く事を伝えて大量の布を受け取って帰った。明日からは旅の準備に入るが、その間に出来るだけ防水布を作り溜ためておくためだ。こちらが在庫切れにならない様に。

　セルジュさんから聞いた話では防水布で作られた製品が広まりつつあり、売れ行きも好調らしい。主な客層は冒険者と行商人。冒険者は素早く動けるように持ち物は必要最低限にする人が多いから、少しでも軽くしたいんだろう。

　防水布を購こう入にゆうする行商人の殆どは屋根や幌ほろの付いていない馬車を使っている行商人だそうで、商品の雨よけにしているらしい。一応今までも革かわ製せいの荷台カバーはあったのだが、荷台を覆おおえる程になるとそれなりに重くて荷台の場所を取りやすく、少々馬の負担も増えてしまうらしい。そうなるとその分の積荷を減らす事になる。

　無理に乗せて荷馬車を重くすると、魔獣や盗とう賊ぞくに追われた場合に逃げにくくなる。さらに馬に負担をかけて短期間で使い潰つぶしたら次の馬を買う、なんて事をすれば利益が大おお幅はばに減る。デメリットはそれだけではなく、行商人の暗あん黙もくの了解として商売の相棒である馬を大切にしない者は行商人失格と言われているため、他の行商人に知られると白い目で見られるのだとか……その点防水布製の荷台カバーは場所をとらない、軽い、効果は抜ばつ群ぐんの三拍びよう子し揃そろっているので買かい換かえる行商人が多いと聞かせてもらった。

　スティッキースライムにも多めの餌えさをあげて、早めに増えて貰おう。今後防水布を増産する必要が出てくるだろうし、１匹ぴき１匹にかかる負担を減らさなければ……

　そんな事を考えつつ、家へ帰る。




■　■　■




　そして４日後。




　俺が不在の間の事を協力してくれる皆さんに頼たのんだり、準備のために時間を使った。また、それに伴ともない幾いくつかの店の運営方法を変へん更こう。

　変更の１つめは支店を出すことを機に、袋ふくろに竹とスライムの絵とバンブーフォレストの名前を合わせたロゴを入れる事。セルジュさんの店と取引をしている職人さんがうちの店専用の焼印を作って押し、新しい袋を作って貰える事になっている。新しい店舗では初めからその袋で、ギムルの街の店では今までのお客様が来た際に交こう換かんして貰う事になった。

　２つ目は店に定休日を作ることになった事。これまでは皆さん１人から数人ずつ交代で休みを取っていたけど、そうなると店の人同士での外出が限られてしまう。だから休みの取り方を変更する事にした。

　これらは大体１ヶか月げつ後までこう変更しますよ～という看板か何かを店に出しておき、周知する。その１ヶ月の間に袋の方も新しい物に交換して貰おう。

　３つめはクリーナースライムの管理態勢。コーキンさん達が全員支店の方に行くため、ギムルの本店に一時従じゆう魔ま術じゆつ師しがいなくなる。だから今後俺が遠出できなくなる……かと言えば、そうはならない。

　実はこれまでの２ヶ月間で出稼ぎ三人娘の１人、マリアさんが従魔術を習得している。聞いた所によると彼女の祖母は魔ま法ほう使つかいだったそうで、彼女は幼い頃ころに祖母を亡なくして魔法を学ぶ機会を失っていたが、魔力だけは充じゆう分ぶんに持っていた。

　そこで近ちか頃ごろ良く話すようになったある日、俺が従魔術をやってみないかと勧めてみたことがある。さらにその後、彼女は仲良くなったロベリアさんの指導の下、休日に練習してスライムとの契約はできるようになっている。

　よって今後スライムの管理はマリアさんやコーキンさん達に任せ、俺は彼らに契約しきれなくなったスライムを回収するだけになる。

　……それにしても、俺には本当には契約の限界があるのだろうか？　前に聞いた従魔術の開祖の転移者は限界が無かったみたいだが……彼女はそっちの特化型らしいし……今度ガイン達に聞いてみるかな？

　と、そろそろ時間か。

　俺が店から表へ出ると、従業員の皆さんがそろって見送りをしてくれる。

「では、行ってきます」

「「「「「「「「「「「「「行ってらっしゃいませ」」」」」」」」」」」」」

　こうして俺は歩き始める。

　やがて門を出ると、朝の日差しと爽さわやかな青空。そして真まっ直すぐに延びる整備された街かい道どうを駆ける。考えてみれば、今回がこの世界に来てから初めての一人旅だ！







３章10話　レナフへ







　レナフの街までは馬車で３日、小さな村を４つ経由すればたどり着ける。ギムル程ではないが、そこそこ大きな街だと聞いた。通常は早くて３日かかる道程だが、俺の場合は空間魔ま法ほうと気功によって時間を大幅に短縮できる見込みだ。

　旅の間は基本的に練習がてら『ワープ』で移動するが、ある程度は魔力に余よ裕ゆうを持たせておくべきなので、残りは気功で強化した体で走る。その間に魔力を回復させるという普ふ通つうの人には真ま似ねの出来ないペースで移動が可能。

　ゆっくりと行って魔獣と戦うのも良いかと思ったが、この辺は気功と魔法を使わない状態で戦っても問題ない魔獣しか出てこない。この２ヶ月家と街の行き帰りや日帰りで行ける限り遠出してみた結果、それがすでに判明している。

　しかしつい最近、レナフの街の周辺では少し強い魔獣が出たそうで、急いでいけばその魔獣と戦えるかもしれない事。それからついでにとグリシエーラさんからピオロさんへ、届け物も預かっている。どの道挨拶に行くから引き受けたが、これも早い方が良いだろう。

　と言うわけで魔力と体力に物を言わせての移動。森を抜ぬけ、草原を突つっ切きり、４つある村の３つめを越こえて、丁度４つめの村との間あたりで日が暮れ始める。

「今日の所はここまでにするか……」

　道の脇わきに寄ってディメンションホームを発動。中で夕飯の用意を始める。

　本日のメニューは出発前に買った数種類の携けい行こう食しよく。ギムルの店から興味本位で購入したものだ。さて、この世界の一いつ般ぱん的てきな携行食の味はどんなものだろう？

　まず１つ、ビスケットのような四角く薄うすい板状の物を食べてみる。

「…………歯は応ごたえはサクサクしてて良いが、粉っぽいな……」

　特別美味しくもまずくもない。コップに水魔法で水を入れて飲み、次はサイコロ状の茶色い塊かたまりを食べる。

「どれ……硬かたっ……噛かめるけど……乾かんパンだな、分厚くするからこんなに硬いんじゃないか？」

　次は干し肉。

「塩しお辛からい……ただただ塩辛い……噛めば噛むほど塩味が出てくる……旨うまみも何も感じないし塩の味しかしない。これはもう止めとこう、体に悪そうだ」

　最後は緑色のパン。

「これも硬そうだな……持った時点でもうカチカチじゃないか」

　この石のようなパン。店のおばちゃんが言うには液体でふやかしちゃダメだそうだ。

　とても食えない味になって、絶対に無む駄だになると口すっぱく言われた。

　……気合を入れて噛み付くしかないか！

「痛っ!?　硬ってぇ……何このパン、硬すぎ」

　文字通り歯が立たなかったので、仕方なく気功で顎を強化した。そして再度噛かみ付くと、今度は噛めた。だが味が無い……と思って噛んでいたら……

「かっ……げほっ！　……まっず[image: ]」

　慌あわてて水を飲む、それでも足りずに追加で水を作って飲む。

「ぉおお…………何だこれ!!」

　なんだあの味、草？　薬草か？　何か色々混ざってて良く分からない。でも噛めば噛むほど唾だ液えきと混ざって、草の汁しるみたいな青あお臭くさい匂においと苦みと渋しぶみとエグみが口の中に広がってとにかくまずい!!

　ヒューズさんから貰った干し肉はそれなりに食べられたのに……ああ、好こう奇き心しんで携行食なんか買うんじゃなかった。もう二度と、他はともかく緑のアレだけは絶対に買わない。

　そう心に決めて、口直しの果物に齧かじり付く。アイテムボックスに入れておいてよかった。







[image: ]







　衝しよう撃げき的てきな味で食欲を失ったので、夕食は果物１つで済ませ、そのままディメンションホーム内で就しゆう寝しん。出る時は周囲に気を付ける必要はあるが、テント不要で便利な魔法だな……




■　■　■




　翌日




　安全に夜を明かし、昨日と同じように移動を始める。そして昼過ぎになった頃、遠目にレナフの街の城じよう壁へきが見えてきた。とりあえず街に入ったらピオロさんの店に向かうことになるし……一度ディメンションホームの中で汗あせや旅の汚よごれを落としておこう。

「ふぅ」

　クリーナースライム浴を終え、ディメンションホームから出るとそのまま街の門に向かう。ここの門もギムルと同じく冒険者ギルドのギルドカードを提示することで簡単に通過。ついでに門番の男性にサイオンジ商会の場所を聞くと、この東門からまっすぐ突き当たりまで歩き、右に進めば見えてくると教えて貰えた。

　警備の男性に礼を言い、教えられた通りに道みち幅はばの広い通りを歩く。すると今度は高く頑がん丈じような壁で囲まれた建物が見えてきた。その建物からは大勢の人達が荷物を運び込んだり、運び出したりしている。何の建物かは分からないが、突き当たりはここ。

　右へしばらく歩くと、サイオンジ商会と書かれた看板を見つけた。

「大きいな……」

　横一列に並んだ肉屋、八百屋、魚屋、乾かん物ぶつ・保存食屋、香こう辛しん料りよう屋などが集まる一角があり、それらに全てサイオンジ商会の看板が掲かかげられている。隅すみの方には小さいが惣そう菜ざい屋やまであった。

「どこから入れば良いんだろうか……」

　とりあえず香辛料屋に入って聞いてみよう。何故なぜ香辛料屋かといえば、アポイントを取っていないのでなるべくお客の少ない店に行った方が邪魔にならないだろうと考えただけの事。香辛料は高いからか、人が少ない。というか１人もお客が居ないので都合が良い。

「す……」

「おいでやす」

　香辛料屋に入ると、そう声がかけられた。声の主が見えないが……声のしたほうを見ていると、カウンターの裏から１人の少女が出てきた。おそらく歳としは俺おれやエリアと同じくらい。金きん髪ぱつのロングヘアーに色白の肌はだ、そしてたぶん狐きつね耳？　を持った女の子だ。

　何か作業でもしていたのだろうか？　若じやつ干かん乱れた髪かみを彼女は軽く整えつつ、カウンターの裏から出てくる。

「本日は何がご入用で？」

「申し訳ありませんが、お客ではありません。ギムルの街の商業ギルドから、ピオロ・サイオンジ様への届け物を預かっております」

「なんや、おとんに届け物やったんか。おおきに」

　おとんって……この子、ピオロさんの娘!?

「失礼ですが、ピオロさんの娘さんでしたか？」

「うちのおと、父を、ご存じで？」

「はい。先日ご縁えんがありまして」

「そうやったんどすか。申もうし遅おくれました、ピオロ・サイオンジの娘のミヤビ・サイオンジどす。よろしゅうに」

「リョウマ・タケバヤシです。こちらこそよろしくお願いします」

「リョウマ……どっかで聞いた気もするんやけど……とにかく奥へどうぞ」

　ミヤビさんに案内され、香辛料屋の奥の廊ろう下かを通り応接室に通される。そして１分位でミヤビさんとピオロさんがやってきた。

　早っ！　彼女が出て行く時、少々お待ちをとか言ってたけど全然待ってない。

「リョウマ、２ヶ月ちょいぶりやな！　なんや、レナフに来とったんかい」

「お久しぶりです、ピオロさん。先さき程ほど到とう着ちやくしたばかりですよ。支店を増やすために来ました」

「この街に支店出すんやな？　せやったらワイがこの街の商業ギルドに案内したるわ」

「その前に、荷物を」

　アイテムボックスから預かっていた小包を取り出し、ピオロさんに渡わたす。

「せやったな、これ何なん？」

「中身は教えられていません」

「さよか」

　そう言って小包を開けていくピオロさん。中には手紙が入っており、それを読んだピオロさんは一度頷うなずいてから手紙をしまいこう言って来た。

「リョウマ、ここんとこ大変やったみたいやね？」

「僕の事が書かれていたんですか」

「最後の方にちょろっとだけやけどな。グリ婆ばあが力貸したり言うてるわ。言われんでも貸すけどな」

「ありがとうございます」

「ええってええって。せや、紹介しとくわ。これ、ワイの娘むすめや。歳はリョウマのひとつ上やけど、ようしたってや」

　自分の話になったので、先程までは口を挟はさまないようにしていたミヤビさんが口を開いた。

「おとん、これって何やこれって。うちにはミヤビっちゅう名前があるんや。紹介する時くらいちゃんと名前で呼んでや。大体、名前くらいならとっくに教えとるで」

「せやったんか？　ならこれはどないや？　ミヤビっちゅうのはサイオンジ商会の創始者の娘の名前でもあってな、ご先祖様にあやかろう思うて名前をつけてん」

「急に何の話やねん！　誰だれも聞いとらんわ！」

　え、何？　漫まん才ざいが始まったのか？　とにかく、無反応は良くない。

「そのご先祖様は何か偉い業ぎようを成なし遂とげた方なんですか？」

「特にそういった話は聞かんで。普通に看かん板ばん娘やって、普通に結けつ婚こんして家族に看み取とられて幸せに逝いったそうや」

「なるほど、ご先祖様の様に幸せな人生を送れるように……」

「ちゃうちゃう、ご先祖様のミヤビの父親は創始者やろ？　ほんでこのミヤビの父親はワイ。つまりワイが創始者にあやかれるっちゅう訳や！」

「アンタがあやかるんかい！」

　はっ！　つい突っ込んでしまった！

「失礼しました」

「ええってええって。中々のツッコミやったで？　まだまだ甘あまいけどな。最近娘が突っ込んで来んようになってきたからちょうどええわ」

　良かった……というか、この世界にツッコミとかあるんだ。転移者のせいだろうな、きっと。

　しかし、ツッコミ……上司の１人がボケをスルーされると切れるタイプの関西人だったが、条件反射にでもなっていたんだろうか？　仕事に追われて忙いそがしい時にくだらないボケをされるのは鬱うつ陶とうしかった……スルーすると無駄に時間を取られるから仕方なくツッコミを入れたこともあったが、基本無意識にスルーしてた事の方が多くて滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこられたな。

　前世を少し思い出したりもしたが頭を切り替かえ、ピオロさんと共に商業ギルドに向かう。案内されたのは何と、サイオンジ商会へ行く前に突き当たった高い壁の建物だった。

　見るのは二度目だけど、やっぱりデカイ。この壁、城壁と言っても良いくらいじゃないか？

　考えながらピオロさんについていくと、ギルドの中も城の様だ。

「どうや？　この商業ギルド。凄すごいやろ？」

　この街でも通された応接室で、ピオロさんが感想を聞いてくる。

「そうですね。外の壁が城壁みたいだと思ってましたけど……」

「そらそうや。この建物、元々は要よう塞さいなんやからな」

「要塞なんですか」

「せやで。ずっと昔、戦争があった頃ここは前線基地やったみたいや。その頃の要塞の跡あと地ちにこの街は作られた。せやから街の中心にあるこのギルドも要塞の作りを参考にされて作られとるんや」

「なるほど」

「それに、ここがこんな作りなんはもう１つ理由があるで。ちとそこの窓から外見てみ」

　ピオロさんが指し示した窓から外を見る。窓は商業ギルドの応接室だからか、綺麗なガラスが使われており、外はよく見えたが……

「すごいですね……これほど多くの大型の魔ま獣じゆうを見たのは初めてです」

　窓の外には多くの魔獣の姿。それも中型から大型の鳥型魔獣や、ワイバーンだと思われる竜りゆう種まで。首の付け根と背の間には馬の鞍くらの様な物が付けられていて、魔ま獣じゆうに乗っている人も何人か見られる。これぞファンタジーの世界と感じる光景が目の前に広がっていた。

「この魔獣達たちは全部、人や荷物を運ぶためだけに集められとるんや」

「これ全部が!?」

「飛べる魔獣を使えば足の早い物や大量の輸送ができるんやけど、そのためには魔獣の待機場所、荷の積み下ろし場所、発着所やら色々と必要な施し設せつがあんねん。それだけの施設を作るために、要塞が参考にされとるんよ」

「なるほど……」

　確かに、魔獣の待機場所とかは必要だろう。大型なら尚なお更さらだ。

「ほんでもってこの魔獣を使った物資輸送の仕組みを考え、この街作りを指揮して、実現して〝空港〟って名づけたんがサイオンジ商会の創始者やねん。どや？　ええセンスやと思わん？」

　いや、それその人が考えた名前じゃないから！　……でも言えねぇ！　もしかしたら俺の店も何時いつか他の転移者が来た時にはそれそいつが発明した物じゃない！　って思われるのかもしれないな……ピオロさん達の喋しやべり方かたやミヤビさんとの漫才みたいなやり取りとか、転移者の口調や何気ない行動の名残なごりまでありそうだし。

「空港、ですか……港町はいろいろな物が集まりますからね」

「せやろ？　分かってるやん！」

　上じよう機き嫌げんなピオロさんにバンバンと背中を叩たたかれていると、応接室にギルド職員の女性がやってきて商談の始まり。最初に店を購こう入にゆうするのはピオロさんではなく俺だと言うと、女性は少々驚おどろいていたが手続きはスムーズに終わる。どうやら事前にピオロさんが店の様子を調べていた事で、ギルド側は速すみやかに引き渡しができるよう前もって準備していたらしい。購入者こそ違ちがっていたが、仕事の速い方々だった。

　その後は商業ギルドから購入した店に移り、内部をチェック。

　店は２階建て。１階部分が倉庫や店としての営業スペース、２階は応接室や執しつ務む室しつになっていた。更に裏には前の店主が住んでいた家も併へい設せつされており、そこも購入した敷地に含ふくまれている。

　リビングなどの共有スペースを除くと５部屋の空き部屋があるので、宿舎として使う。従業員全員に個室は与あたえられないが、使用人は２、３人で相部屋になる事も普通だそうだし、大だい丈じよう夫ぶだろう。

「問題あらへんな？」

「はい。家具や棚たなを作ればすぐにでも使えそうです。これからギムルに連れん絡らくをしますと最短３日、遅おそくとも５日あれば支店の従業員がくる手て筈はずになっています」

　言いながら連絡担当のリムールバードをディメンションホームから出す。

「準備はいいか？　ドライ」

　今回連れてきたのはリムールバードの〝ドライ〟。ドイツ語で３という意味を持つ、リムールバードの名前である。先日エリアが自分のリムールバードに名前を付けたという手紙を送ってきたので、こちらも久しぶりに名前を付けてみた。

　スライムの場合は最初こそ名づけていたが、数が膨ふくれ上あがって以来、名前が管理しきれなくなってしまった。従じゆう魔ま契けい約やくの効果で各個体の判別は可能なので困ることもなく、名前を付けるという行こう為いはかなり久しぶりだった。

　ちなみに俺のナイトメアリムールバードは１でアインス、その他４羽がそれぞれツヴァイ２、フィーア４、フュンフ５、ゼクス６で、エリアの方は音楽用語から名づけたらしい。

「はぁ～、本当にリムールバードと契約したんやなぁ」

　アイテムボックスから出した筆記用具で連絡内容をしたためている間、ピオロさんはドライをまじまじと観察していた。

　リムールバードに感覚を共有して飛んで貰もらうと、景色の流れがかつて新幹線に乗った時のようだった。同じくらいだと考えて、おそらく時速２００kmから３００km程度。普通に飛んでも速いところを、風魔法で起こした追い風に乗ることでさらに飛行速度と距きよ離りを飛ひ躍やく的てきに伸のばすようだ。

　彼かれらに頼めば馬車で３日の距離なんて大した距離ではない。道中で何か迂う回かいする必要があったとしても、今日中にギムルに連絡できるだろう。飛行速度は俺の主観で考えているが、とにかく速い事だけは確かだ。

「よし」

　書き上げた手紙を専用の筒つつに込め、金具付きの赤い布と一緒にリムールバードに装着して準備完かん了りよう。これで単体でも街中に入ることが許される。

「頼んだぞ！」

「ピロロッ！」

　表まで連れ出すと、ドライは俺の言葉に答える様に一声鳴いて空高く飛び立った。やがて雲の近くでゆったり空を一周したかと思えば、どんどん加速して姿は見えなくなった。

「これでよし」

「後は向こうからの返事待ちやな？」

「はい」

「ほなリョウマ、宿はもう取っとるんか？」

　あ、いかん。宿取るの忘れてた！

「いえ、忘れてました」

「せやったらちょうどええ。こっちでの用事が済むまでワイの家に泊とまっていき」

「良いんですか？」

「勿論や！　遠えん慮りよせんと泊まっていき」

「では、お言葉に甘えさせて頂きます」

　こうして俺は、ピオロさんの家に泊めて貰う事になった。







３章11話　懐かしい味







　ピオロさんの家に泊めて貰う事になった俺は、サイオンジ商会の香辛料屋に案内された。どうやら彼の家も店と繋つながっているらしい。

「おいでやす。って、なんや、おとんやん」

「なんやはないやろ、なんやは。それにワイだけやなくてリョウマもおるで」

「お邪じや魔まします」

「リョウマはん、客室の用意はできとります、遠慮せんでゆっくり寛くつろいで下さい」

　昼と同じくミヤビさんが店番をしていた。

　しかし俺がお世話になる事をもう知っているのか？　さっき決まった事なのに。

「家に泊まると思うとったんやけど、間ま違ちがいやった？」

「いえ、お言葉に甘えさせて頂きます。ただ、先程決めた事でしたので」

「客室の用意は何時誰が来てもええ様に、日ひ頃ごろから整えてますさかい。それにおとんの事やから、家に泊めようとすると思てたんよ」

「なるほど、ありがとうございます」

「かめへんて、ほな、案内しよか？」

「よろしくお願いします」

　ピオロさんは仕事に戻もどるそうで、俺はミヤビさんについて客間へ。

「自分の家と思うて気楽にしたって下さい」

　案内された部屋は１人部屋としては広く、高級過ぎない家具が揃そろえられた温かい雰ふん囲い気きの部屋だった。

「夕食はサイオンジ商会の名に恥はじん様に、美味おいしいもん出すから期待しといてや」

「ありがとうございます。楽しみにしています」

　そう言うと、ミヤビさんは俺の答えに満足したように頷うなずいた。

「ほな、うちはこれで。夕飯までゆっくりしとってな」

　彼女は静かに部屋を出ていく。

　……一人残されると夕飯が気になってきた。何だろう？

　……何にせよ、昨夜の保存食みたいな物ではないだろう。肉かな？　それとも魚か？　でもこの国では魚料理があまりない。内陸部の国だから海が無く、必然的に手に入る魚は川魚か干ひ物ものが多くなる。新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいは高いか、そもそも手に入らない。

　例外として幾つかの湖の傍そばにある街。例えばシクムとか、漁業が行われている所は魚料理の方が多いらしいけど。

　でも魚介と言ったらやっぱり和食だ。こっちに来てから食べられてないなぁ……転移者が多いならある程度広まっているかと思ったけど、ギムルでは見当たらなかった。ピオロさんに醤しよう油ゆや味み噌そが無いか聞いてみるか？　食品を扱あつかっているならどこかで似たような物なら手に入るかもしれない。

　しばらく料理について考えながら体を休めたり、瞑めい想そうで時間をつぶしたりしていたら、使用人の男性に呼ばれた。夕飯ができたそうだ。




■　■　■




「来よったな、リョウマ。その席座すわりや」

　部屋の中にはピオロさんとミヤビさん、そして狐人族の女性が既すでに席についている。顔立ちがミヤビさんと似ているから、おそらくピオロさんの奥おくさんだろう。美人だなぁ……

「失礼します」

「そう硬くならんでええで。もう気づいとると思うけど、リョウマの左に居るんがミヤビの母親でワイのカミさん。クラナや」

「クラナ・サイオンジどす、よろしゅうお頼たのみ申します」

「リョウマ・タケバヤシです。こちらこそよろしくお願いします」

「お噂うわさは聞いてます。将来有望な方やって」

「いえいえ、運が良かっただけですよ。それに周りの方々に恵めぐまれて、その助けがありましたから。僕ぼくはただ優ゆう秀しゆうな方を雇やとって任せているだけですよ」

　いやホントに。皆みなさんが居なかったら支店を出すどころか店を持てていたかも怪あやしい。

　色んな人と出会って、助けて貰ってやっていけてるんだからな。

「そのお歳でそれが心から言えるんやったら十分優秀と思いますえ？」

「せやで。若いモンが急に成功すると、調子に乗って周りが見えへんくなったり自分で何でもできる思うようになったりする奴やつがでてくるしな？」

「お客と従業員、商売は人が居て成り立つ物。周りへの感謝を忘れて、ないがしろにするようになったら商人としてお仕し舞まいどす。そうなったらよっぽど才能あるかあくどい手でも使わなやっていけまへん。そこんとこ、きちんと分かっとるリョウマはんは十分優秀と思います」

　そんなもんかね？

「商人としての振ふる舞まいなんて後々身に付くもんやで。今は丁てい寧ねいに喋れるだけで上等や。ミヤビなんか普ふ段だんの言こと葉ば遣づかいは全然丁寧やないで？」

「おとん！　何でそこでうちを引き合いに出すねん！」

「しゃあないやん、ちょうど良く引き合いに出しやすいのが居ったんやから」

「ミヤビ、無理せんで普通に喋った方がええよ」

　ああ、やっぱり無理してたのか？

「リョウマも気づいとったんちゃうか？　ミヤビが無理して口調変えとるんに」

「少し位は。お客に対して普段と口調を変える事はおかしくないと思ったのでそれほど気にはしてませんでしたが」

「ほれ見てみ。会うたばかりのリョウマはんにもバレとるやん。ミヤビは付け焼やき刃ばで言葉遣いを変えられるような器用な子とちゃうよ」

「ごっつ悔くやしいわ……」

　何か落ち込み始めたな……そんなに悔しがる事か？

「すんまへんなぁ、うちの子の事は気にせんといて下さい」

「ミヤビはワイの真似してちっこい頃から商売に興味持って、自分から店手伝うてくれるんや。それは嬉うれしいんやけど、昔から客との交こう渉しようやらなんやら隅っこで見せとったらちっとばかし気ィ強くなってもうてなぁ、この前来た客に女らしない言われたらしいんや」

「別にうちは女らしい言われたいから直そう思ったんとちゃう。ただ……」

「ただ？」

「うちに女らしない言うたオッサンが気に入らんのや！　これでしとやかに出来ひんかったら負けた気がすんねん！」

　そこかい！　まぁ変に気にするよりは良いと思うけどな。

「要は、単なる娘むすめの負まけず嫌ぎらいです。リョウマはんは気にせんといて」

「それより今は飯や飯。今日は珍めずらしい料理を用意したで」

　部屋の隅に立っていた使用人さんに手で合図を出すピオロさん。珍しい料理って何だろう？

「リョウマは料理上手うまいからな、味で驚かすんは用意がないと難しそうや。せやから一風変わった料理を用意したで」

「リョウマはんのお口に合うとええんやけど」

　そこで運ばれてきた料理の匂いが鼻に届く……これは！

「この匂い……味み噌そ汁しる？」

　つい呟つぶやくと、ピオロさんは目を見開いてから落らく胆たんし、クラナさんは面おも白しろそうに笑っている。

「なんやリョウマ、味噌汁を知っとったんかい。驚かそう思うたんに、失敗したわ～」

　いえ、大成功です！　めちゃくちゃ驚いてますよ！

「い、いえ、十分驚いてます。ピオロさん、味噌って手に入るんですか？」

「手に入るで。買う人少ないもんで大量には仕入れてへんけど、欲ほしいんか？」

「欲しいです！　是ぜ非ひ！」

「ほんならそんな高いモンでもないし、少し分けたるわ。気に入ったら店に来て買うてや」

「はい、ありがとうございます！」

「ええって。それより味噌を知っとるなら醤油も知ってるんちゃう？」

「醤油もあるんですか!?」

「あるで」

　こうして食事の使用人さんがお膳ぜんを持ってきている間話した結果、味噌、醤油、そして酢すとみりんまで分けて貰える事になった。

　この世界にこんなに調味料があったなんて！　ピオロさんから聞いた話では一部のドラゴニュートが住む島で生産されているが、生産元の里では文化的に清貧を美徳としているため、料理は素材の味を活いかした物が最も素す晴ばらしいとしている。よってあまり利用法も多くないらしく、需じゆ要ようが無ないのでなかなか流通もしない嗜し好こう品ひんとなっているそうだ。なんて勿もつ体たい無い。

「まずは食べようや、話は食べながらでもできるで」

「そうですね。では、いただきます」

　料理とともに運ばれてきた箸はしを手に取り、まずは米を一口。美味うまい！　３年ぶりの米だ!!　こっちはパンが主食だった。それも嫌きらいじゃないけど、米は懐かしさがある。次は醤油のかかった焼き魚、そして味噌汁……美味い……地球の物と同じだ……

「懐かしいな……」

「何や？　リョウマはん、ドラゴニュートの里にでも住んどったんか？」

「え？　いえ、違いますよ」

「そうなん？　リョウマはんの反応、長く里に帰ってへんドラゴニュートそのものなんやけど」

「そうなんですか？」

「せやなぁ、反応もそうやけどしっかり箸使こうとるし。この料理に付きもんやから置いといたはええけど、ドラゴニュートの客以外が使ったんあんまり見た事ないわ」

「リョウマはん、どこから来はったんどすか？」

　こんな時こそ、設定を……

「森の中の小さな村ですよ。祖母が昔何度か味噌汁を作ってくれた事がありまして、箸の使い方もその時に習いました。祖父母は元冒ぼう険けん者しやで世界を回っていたようなので、多分その時に知ったんだと思います。材料は木属性魔法でなんとかして」

「せやったんですか」

　誤ご魔ま化かせたか？

「ところで、リョウマは明日からどないするん？　店の従業員が来るんは３日後位やろ？」

「それまでは家具作りや修しゆ行ぎようを兼かねての冒険者活動をしようと思います」

　そこでクラナさんが聞いてきた。

「あら、リョウマはん冒険者もやってはるん？」

「はい。今では店と冒険者、どちらが本業なのか分からなくなっていますが」

「ランクは今何処どこなん？」

「今はＥランクですね」

「Ｅなん？　歳、うちのひとつ下やろ？」

「２ヶか月げつほど前になったばかりですが」

「その歳でＥなら十分やって。一度は討とう伐ばつ依い頼らいも経験してるんやろ？」

　その後は鉱山での討伐依頼の事を話したり、この街の事を聞く。

　この街は転移者であるサイオンジ商会の創始者が中心となって作られた商業のための街だそうで、この街に古くからある店の店主や従業員、その他レナフの街で生まれ育った人の中にも関西弁風の喋り方をする人達たちがそれなりにいるそうだ。ちなみにクラナさんもこの街が生まれ故郷らしい。

　言葉に関しては態々広めた訳ではないと思うが、自然に転移者の名残が出ていると思うとそれはそれで何とも言えない不思議な感じがする。俺も後世に何かを残したりするんだろうか？

「他に何か、聞きたい事はあるか？」

「でしたら、ギルドですね。あんな大きい建物は初めて見たので」

「そらそうや。東西南北で入口ちゃうけど、あの中には商業ギルド、冒険者ギルド、職人ギルド、ドラグーンギルドの４つが入っとんねん」

　ドラグーンギルド？　初めて聞くギルドだな？

　そう思って聞くとミヤビさんが説明してくれた。

「昔はテイマーギルドで人と荷物載のせて飛べる魔獣持っとる従じゆう魔ま術じゆつ師しの集まりやったらしいけど、それが空港が完成した頃ころに独立した空運業のギルドやね。テイマーギルドは魔獣使つこうて、狩かりでも戦いでも何でもやるみたいやけど、ドラグーンギルドの従魔術師は荷物と人の空輸、その警護が専門の集団や。

　魔獣に荷物や人載せて空飛ばせるんは、中々難しいらしいねん。せやからドラグーンギルドは専門の人材を育てたりしとる。あと独立したっちゅうてもテイマーギルドとの繋がりはあるらしいで？　初めて人載せて飛べる魔獣と契けい約やくした従魔術師は一度ドラグーンギルドで講習を受けるように言われるって聞いたな」

「そんなギルドがあるんですか……」

　分かりきっていた事だが、俺もまだまだ知らない事が多いな。

「いろんな物の素材集めを担当する冒険者ギルド。集められた素材から商品を作る職人を取りまとめる職人ギルド。作られた商品や素材を取り扱う商人ギルド。遠方の街との物資の輸送を担当するドラグーンギルド。こうして４つのギルドが手ぇ取り合ってこの街は発展して行っとるんやで。それと言うのも、うちのご先祖様の努力のおかげや」

　胸を張るミヤビさん。ピオロさんもそうだったが、空港やこの街、そして先祖の転移者は彼らの誇ほこりらしいな。

　俺は街の話を聞き、久しぶりの和食に舌した鼓つづみをうちながらそう感じていた。

　その後部屋に戻るとすることもなく、クリーナースライム浴をして早めに休む。

　明日はどうするか……そんな事を考えているうちに夕食の満足感と移動の疲ひ労ろうによる眠ねむ気けが襲おそって来た。耐たえる事もできるが、あまり意味はない。考えるのは明日にしよう……時間もあるしな……







３章12話　目標設定







　翌朝




　手早く身み支じ度たくを整えると、タイミング良くミヤビさんが訪ねてきた。

「リョウマはん、おはようさん」

「おはようございます、ミヤビさん」

「丁度今起こしに行こう思うててん。朝早いんやね？　朝食出来とるさかい、食べられるなら食べてや」

「ありがとうございます。頂きます」

　昨日と同じ食しよく卓たくに案内されて食事をしたが、皆さん食べるのが速い。まぁ俺も同じ位の速度で食べてるけど。

　食事が終わると、ピオロさんとクラナさんは仕事に行くそうだ。

「ほな、後は頼むで、ミヤビ」

「しっかり助けたり」

「任しとき！」

　何だろう？　今の会話……

「リョウマはん、今日はどないするん？　リョウマはんこの街に慣れてへんやろ？　うちが案内したるわ」

「それはありがたいですが、仕事は良いんですか？」

「かめへんかめへん、会頭の娘っちゅうてもまだ12やで？　仕事なんて無いも同然やわ。うちが店番しとったんは将来のための練習や練習」

　なるほど、そう言われればその通りだ。

「うちの目の前にはもう店持って更さらに支店出そうとしとる珍しい11歳もおるけど、そんなんは例外やで？」

　確かに言われてみればそうか。案内してくれるなら冒険者としての仕事はやめにして、家具作りをしよう。

「では今日は店の家具作りをしたいので、木材を手に入れられるお店を教えて頂きたいです」

「任しとき、ええ店に連れてったるで」

　そう言って胸を張るミヤビさんに続いて外に出ると、昨日ギムルへの伝令を頼んだドライが飛んでくる。

「おっ」

「どないし……きゃっ!?」

　ドライが俺おれの肩かたに留まった。丁度俺とミヤビさんの間に入るような形になってしまい、ミヤビさんが驚いて飛とび退のく。おお、尻尾しつぽが勢いよく動いた！　……前世の狐は尻尾で感情表現をあまりしないと聞いた気がするが、狐人族はするのだろうか？　でも今まで特に尻尾を動かしてなかったし、単に驚いたから反応しただけなのだろうか？　こう、脊せき髄ずい反射的に。……とりあえず驚かせた事は謝あやまっておこう。

「すみません驚かせてしまって、これ、僕の従じゆう魔まです」

「従魔？　せやったんか……しっかし、よう見たらえらい綺き麗れいな魔獣やなぁ」

「リムールバードという魔獣です。ギムルの街の店まで手紙を運んで貰ってたんですよ」

　説明しながらリムールバードの足に付けられた筒から手紙を取り出して読む。すると、向こうからの返事がちゃんと来ていた。それによると、どうやら昨日の閉店前にはギムルに届いていたようだ。それから皆さんは今朝早くに出発することが決定。到とう着ちやくは３日後を予定しているらしい。事前の計画通りだな。

　それをミヤビさんにも伝え、俺おれ達たちは再び歩き出す。そして木材加工所で買い込んだ木材をディメンションホームに収納し、今度は俺の店へ。




■　■　■




　作業場には倉庫を選び、アシッドスライムが部品作り。俺とスティッキースライムが釘くぎと粘ねん着ちやく硬こう化か液で組み上げ・補強する流れ作業でどんどん椅い子すと机、棚といった家具ができていく。

　ミヤビさんはそれを静かに観察している。最初は暇ひまじゃないかと思ったが、どうもただ見ているだけじゃない様だ。しばらくすると彼かの女じよはそっと聞いてきた。

「リョウマはん、この子ら何なん？」

「スライムですが？」

「いやいやいやいや、ちゃうやん。絶対ちゃうやん。こんなスライム見たことあらへんて！　なんでスライムが道具使うねん!?」

「教えたらできましたよ？　道具だけじゃなくて棒術や槍そう術じゆつ、体術を使うスライムもいますし」

「そうなん!?」

「はい」

　端は材ざいの棒をポリッシュホイールで削けずり、スティッキースライムの１匹ぴきに渡わたして棒術をやらせてみせる。

「……ホンマに棒使っとる」

「そうでしょう？」

「スライムってこんな器用な魔獣やった？」

「初めはミヤビさんが思ってる通りのスライムでしたけど、訓練を重ねたらこうなれるんですよ」

「そうなんや。うち知らへんかったわ」

「大たい抵ていの人は知らないみたいですね。初めて見た人は皆みな驚おどろきますから」

「世間に発表したら大発見やない？」

「どうでしょうね？　どうもスライムというだけであまり見向きされないみたいで。それに、まだ積極的に公表するつもりもありませんし」

　すると勿体無い、と呟いてからミヤビさんはまたスライムを眺ながめている。そのまま数分は無言の時間が続いたが、今度はこう聞いてきた。

「……リョウマはんは来年どうするん？」

「どうする、とは？」

「リョウマはん今11やろ？　来年12で王都の学園に入学できるやないの。リョウマはんの店は儲もうかっとるらしいし、入学金が払はらえん訳やないやろ？　学園には行かへんの？」

　学園か……

「行く気は無いですね。自由に訓練や冒険者としての活動がしたくて。それに、聞いた話ですが学園は人付き合いが煩わずらわしいだけで、学べる事が少ないとか」

　そう言うと、ミヤビさんは深く溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ～、知っとったんか」

「ミヤビさんも知ってたんですか？」

「当たり前や、うちは今年から学園に行くんやで？　その学園の情報くらい集めるのは当たり前やん。それにおとんからも色々教えられとるし」

「なるほど……で、何で僕に入学の事を？」

「リョウマはん性格良さそうやし、知り合いが居たら過ごし易やすいやん。あそこ、人間関係ガッチガチみたいやし。何よりうち、魔ま法ほう得意やねん。学園行ったら目立って変な貴族に目ェつけられんとも限らんのや」

「そんなデメリットがあるのに何故なぜ行くんですか……」

「商人として、将来のために顔かお繋つなぎに行くんや。あの学園の中では貴族も平民も関係無いって校則で宣言しとる分、他の場所より貴族に近づき易い。まぁそれでも完全に関係なくはあらへんけど……せやから気ぃ抜ぬいて喋れる相手とかおったらええな思うて。ほんでリョウマはんも魔法得意そうやし、心強いやん」

　この歳としで結構したたかな子だな……商人はやはり怖こわい。だが、実際こういう目的で入学する生徒は珍しくないそうだ。それはそれで別にいいが、ミヤビさんは周りにやっかまれる程ほど魔法が得意なのか？

「魔法、お得意なんですか？」

「火属性の中級魔法を１つ使える程度やけど、学生としてはこれでも頭一つ二つは抜けとるんや」

　詳くわしく聞くと新入生には初級魔法しか使えない生徒が多く、入学してから基き礎その授業で初めて初級魔法を習う生徒もそこそこいるらしい。そんな中で中級魔法が１つでも使えれば、十分に頭一つ飛び出るんだろう。

　そう言えば狐きつね人じん族ぞくって獣じゆう人じんだけど持ってる魔力が多い、珍しい獣人族だっけ……前にギルドで誰だれかと雑談して聞いた気がする。だからミヤビさんも魔法が得意なのかな？

　この国では他の人種に対する差別や迫はく害がいが殆ほとんど無く、ハーフである事には何の問題も無いので、その点は心配要いらないだろう。種族を理由に差別をすれば、白眼視されるのは差別をした方だ。かなり昔は差別や迫害が当たり前にあったらしいが、どうやら俺より前に来た転移者達が色々と骨を折った様だ。まぁ種族的に優すぐれた点への羨せん望ぼうや嫉しつ妬とくらいはあるらしいが。

「なるほど」

「ま、行かへんのやったらしゃあないわ。無む理り強じいはするもんやないし、元々そんなに期待してへんかったし。学園来るんやったら変な貴族んとこ行かん様に注意して、ええ貴族紹しよう介かいするつもりやったけどな」

　サポートを考えてくれていたのか？　したたかでも悪い子ではなさそうだ。大変そうだが頑がん張ばってくれ。

　心の中で応おう援えんしながら作業を続け、簡単な作業は彼女の手も借りつつ家具や道具を完成させた。




　ミヤビさんに冒険者ギルドに行ってから店に戻ると伝えると、

「リョウマはん、今この街に冒険者の仕事はそんなにあらへんよ？　精々街中の雑用か南側の草原で薬草採取や小動物狩りがあるくらいやと思うで？」

「そうなんですか？　ギムルではこの街に強い魔ま獣じゆうが出たと聞きましたが」

　もう狩られたのか？

「あ～、それ聞いとったん？　そのせいで北の通行はＥランク以上やないとできん様になっとるんよ」

「そんなに強い魔獣なんですか？」

「いや、Ｄランクのパーティーで十分や。せやけど、この街の冒険者にＥランク以上の冒険者がそんなにおらんねん」

　この街はドラグーンギルドがあるために頻ひん繁ぱんにワイバーン等、大型の魔物が飛んでくる。そのせいで魔獣が逃にげてしまい、街の近くに出しゆつ没ぼつすること自体が少ないらしい。

　そしてランクが高くなってきた冒険者は稼かせぎも獲え物ものも物足りなくなり、他の街に行ってしまうそうだ。確かに稼げない街から人が離はなれる事は想像できる。

　警備隊は警備隊で門と街中の警備しかしないお役所仕事らしく、こういう時はちょっと困ってしまうそうだ。……まぁそれは措おいといて、そういう理由で今、街の北側はＥランク以上の冒険者じゃないと出られない。良かった、制限がＤ以上じゃなくて。

「Ｅランクなら出られるんですね？」

「せやね、北の林で採れる薬草やらの需要もあるさかい……そういやリョウマはんＥランクやったね。行くなとは言わんけど、気ぃつけてや。もしその魔獣見かけたらすぐ逃げるんやで」

　ミヤビさんに礼を言い、ギルドに向かう。流石さすがに冒ぼう険けん者しやギルドは冒険者でない女の子には近寄り難がたいだろうから案内は断った。




■　■　■




　ギルドに着くと受付に直行し、情報を集める。情報源はギルドの男性職員。彼は淡たん々たんと仕事をこなすタイプらしく、Ｅランクのギルドカードを見せると俺の年ねん齢れいや見た目には何一つ言げん及きゆうせず、速すみやかに確かく認にんして街の北で受けられる依い頼らいだけを持ってきた。そして北で出る魔獣の情報も貰もらったが、例の強い魔獣はスマッシュボアだと言われる。

　スマッシュボア……牙きばの短い猪いのししの魔獣で、体が大きく強い生命力を持っておりタフ。皮が分厚くて生半可な腕うででは致ち命めい傷しようを与あたえにくいんだったな、確か……

　特とく徴ちようを確認すると、思おもい浮うかべた魔獣で間違いなかった。討伐はＤランク以上しか受けられなかったので、その場は薬草採取依頼を受けてからピオロさんの店に戻ることにする。

　その道中、俺はこの世界に来た時に貰った手紙を思いだしていた。

　俺が使う〝素す性じようの設定〟に登場する祖父母は、この世界に実在した人物。ガイン達が設定を作る際、亡なくなった彼らの魂たましいをわざわざ呼び出して、俺のために名前の使用許可を取ってくれたと言う話だ。

　そんな祖父母の住んでいた村の名前はコルミ村と言い、シュルス大樹海という密林の中にある。

　シュルス大樹海は貴重な薬草類の宝庫で、点在する洞どう窟くつでは質が良く貴重な鉱石も採さい掘くつできる。そんな資源を手に入れる事を目的とした村がいくつも密林の内外に存在していて、コルミ村もその１つ。

　だがシュルス大樹海は魔獣の巣で、国内でも有数の危険地帯でもある。樹海の浅い場所でも弱くてＤランク以上の魔獣が群れで生息し、更に資源の採取に向かって樹海内で亡くなった冒険者達の遺体がゾンビ、スケルトン、ゴースト等のアンデッド系の魔獣となって彷徨さまよっている。

　レナフまでの道中とは危険度が段だん違ちがい。用が無ければ近づくべきでない地域だ。しかし名前の使用許可を頂いた際に、遺品の所有権も一いつ緒しよに譲ゆずられている。遺産を残す相手がおらず、隠かくしたままになっている。できればそれらと一緒に自分たちの願いを受うけ継ついでほしい、という言葉を添そえて。

　あくまで希望なので強制力はないが……遺品を手に入れるためには自分で行くことになる。その場合は機会があれば村へ行く前に、動きの似た魔獣と一度は戦っておけとガインからの忠告もあった。その〝動きの似た魔獣〟の一種がスマッシュボア。

　この世界に来た直後でも武術と気功を使えば村にたどり着く事は不可能ではないらしい。ただし無事に生きて帰れる保証も無い。だからガナの森に留とどまって……そうしているうちに趣しゆ味みに走って３年を森で過ごしていたんだが……森から出た以上は行こう。資源の宝庫に強い魔獣。訓練にはちょうど良い。それに設定上とはいえ祖父母の、それも今後も名前を貸して頂く相手の願いだ。となるとまずは大樹海へ行くための準備が必要になるな。

　そんな事を考えつつピオロさんの店へ戻り、今日も夕食を頂いた。

　食事時に明日北へ行く事を話すと、ピオロさんについでにスマッシュボア狩って来てくれへん？　と言われ、次の瞬しゆん間かんピオロさんはミヤビさんに突っ込まれ、クラナさんに恐おそろしい笑え顔がおで窘たしなめられていた。

　俺は訓練の対象として考えていたが、ピオロさんにとっては通行の邪魔であり、良い商品になる魔獣だそうだ。なんでもスマッシュボアの肉は猪にしては臭くさみが無くて軟やわらかく、美味らしい。

　もしも、スマッシュボアを狩った後はこの店に持ち込もう。討伐依頼を受けていなくても、遭そう遇ぐうしてしまった場合は一戦交えても仕方ない。誰だってむざむざ殺される訳がないのだから。出会ってしまったら手加減などできない。

　偶ぐう然ぜん遭遇して、結果的に仕留めてしまっても誰も文句は言えないよな？　……あれ？　俺、こんな性格だったっけ？　ここの所のゴロツキ相手で荒すさんできてるのかな……？　気を付けよう……

　夕食後は部屋に戻り、明日の準備をして過ごした。







３章13話　スマッシュボア狩り







　翌日




「気をつけてな！」

　ミヤビさんに見送られ、街の北門に向かう。道中は街の喧けん騒そうを眺めながらのんびりと歩くが、門に近づいてきたので気を引ひき締しめる。

　門では当たり前だが止められる。しかしＥランクの冒険者である事を示すと問題なく通れた。ここからはスマッシュボアの出現場所の近くの群生地で薬草採取。

　今日の装備は弓とナイフ。アイテムボックスの中には槍やりも用意してあるが、使う予定は無い。スマッシュボアを狩る場合は槍や大たい剣けんが有効らしいが、偶ぐう然ぜんスマッシュボアと遭遇してしまったという事にするため、スマッシュボアに有効な武器はあえて使わないつもりだ。登録した時点でギルドカードに得意武器〝弓〟って書かれているし、しっかりとスマッシュボア狩りの準備をしていたら、疑われ易いだろうからな。

　そうして薬草採取を続けるものの……スマッシュボアが見つからない。

　魔獣だから場所を教えられたからといって、薬草のようにその場にずっと居る訳ではないが、こんなに獲物を見つけられないのは初めてな気がする。探査の魔法も使っているが、スマッシュボアは発見できない。というか、他の魔獣も居ない。ミヤビさんの話の通り、本当にここら辺には魔獣が滅めつ多たに出ないらしいな。

　群生地以外で薬草を探して採取しつつ、スマッシュボアを探す。

　やがてスマッシュボアの発見より先に必要な量の薬草が揃そろった。期日は明後日までだから別に１日で終わらせなくても良かったんだが……まぁ今の通行制限で手に入りにくくなっているらしく、どれだけ量があっても買い取るそうなのでまだ集めても損はない。そう考えていた時、俺の耳に小さな声が届いた。

「――ぅぁあ」

　人の声？　少し遠いかな？　それとも気のせいだろうか？

「――――助けてぇ――」

　……また聞こえた！　気のせいではない、今度はハッキリ助けてと聞こえた！

　弓を構えて気配を抑おさえ、声のした方に向かうと２人の冒険者が巨きよ大だいな魔獣に追いかけられているのが視界に入った。

　あれがスマッシュボアだろうか？　外見は猪というより、豚ぶたじゃないか？　一応牙っぽい物があるけど小さいし、鋭するどくもない。ただ、体の大きさは予想以上。牛くらいか？

　いや、こんな事考えてる場合じゃない！

　矢をつがえ、タイミングを見計らって放つ。矢は木々の間をすり抜け、細い木々を自らの巨きよ体たいで掻かき分わけながら走るスマッシュボアの右目に突つき刺ささった。痛みで暴れ回る巨体から、周囲に悲鳴が響ひびきわたる。

　そこで追われていた冒険者２人は足を止め振り返る。何やってんだ！

「止まるな！　走って逃げろ！」

　声で２人は俺を視し認にんし、うろたえる。もう一度声をかけようとしたが、それどころでもなくなってしまったようだ。スマッシュボアもこちらに気づき、残った左目で俺をにらみつけている。

　予定とはだいぶ違ちがったが、やるか……弓を背負い、気を体に巡めぐらせながら相手を見み据すえる。

　スマッシュボアは豚のような体型に、下した顎あごから生えた小さな鋭くない牙が顔の両横に出ているのが特徴。牙に毒はないが、正面からの突とつ進しんは威い力りよくが高いので注意が必要。そして問題は体格。豚のようだが俺の知る牛の１・５倍程ほどのサイズで、とにかく分厚い肉に覆おおわれている事が分かる。皮にはあの冒険者２人が付けたと思われる沢たく山さんの傷が付いているが、内臓どころか筋肉に達しているかも怪あやしい。

　胴どう体たいへの攻こう撃げきは効きづらそうだ……となると、狙ねらうは肉の少ない頭！

「ブオォオオオオオ！」

　雄お叫たけびを上げて突進してくるスマッシュボア。木々が邪じや魔まなのか、十分に見切れる速さだ。右に動いて突進を躱かわすと、スマッシュボアは勢い余って俺の背後にあった木に激げき突とつ。一度なぎ倒たおしてから向き直り、再び突進してきた。

　それに合わせて今度は左へ。すれ違う瞬間、右こめかみに気で強化した掌しよう底ていを叩たたき込む。

「ピギィ[image: ]」

　先程よりも小さいものの、悲鳴を上げて足を止めた。しっかりと効いているようだ。手て応ごたえからも肉が薄うすい事が分かる。次！

　スマッシュボアが首を振り、俺に牙を叩きつけようとした所で一歩引いて空から振ぶりを誘さそう。空いた左のこめかみを一いつ蹴しゆう。

「ピ、ギィ……」

　これは先程より効いたらしく、スマッシュボアが右前足を折って地面に片かた膝ひざをついた。さらに追つい撃げき。顎あごを跳はね上あげ牙を掴つかんで確実に右みぎ肘ひじを叩き込む。
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「！」

　鈍にぶい音と骨を砕くだいた感かん触しよく。同時にスマッシュボアは足を震ふるわせその場に倒れ込んだ。

　割とあっさり……仕留めたか……？　どうやらそのようだ。

「あ、あの！」

「助けてくれてありがとうございます！」

「ああ……どういたしまして。お怪け我がはありませんか？」

　獲物の息を確認していると、後ろから来たさっきの２人に声をかけられた。遠目と防具で気づかなかったが、片方は女性だった。

「はい、お陰かげさまで僕ぼく達たちは」

「でも仲間が１人、向こうで怪我をしているんです。助けて貰ったお礼も出来ていませんが、一度仲間の所へ行かせて下さい」

　怪我人がいるなら俺も行くべきか？

「それは勿もち論ろんです、もしよければ僕も行きましょう。僕は回復魔法が使えますから」

「本当ですか!?」

「ありがとうございます！　お願いします！」

「あっ、でもこのスマッシュボアはここに見張りも無しに置いていく訳には行きませんね……」

「すみませんが、貴方あなたは……」

「申もうし遅おくれました、リョウマ・タケバヤシと申します」

「リョウマ君、ですね。リョウマ君はここに居て下さい。仲間は僕達が行って連れて来ます」

「この辺に悪質な冒険者達が居ますから、気をつけて下さい」

　２人はそう言って去っていった。悪質な冒険者？　それフラグじゃないか？　そう言っていると出てきたり……

　警けい戒かいするが、周囲に人の気配はない。……とりあえず血ち抜ぬきだけはやっておこう。ブラッディーに頼むだけだけど。あとヒールスライムも出しておいて……あっ、もう終わった？　やっぱブラッディースライムに頼むと早い。

　それからしばらく待っていると、結局悪質な冒険者とやらは現れず、さっきの２人が怪我を負った女性剣士１人を背負って戻もどってきた。

「こちらへ！　すぐ治ち療りようを始めます！」

　……突進を食らったのか、全身を強く打ちつけたようだ。傷は肩や足の骨折に多数の擦過傷。顔に脂あぶら汗あせをかいているが、幸い肋骨など胴体は被ひ害がいが少ない。内臓は数日先まで不安は残るが……なんとか治療できそうな傷だ。

「『ハイヒール』『ハイヒール』『ハイヒール』『ハイヒール』……」

「……あり、がとう……」

　女性の傷にハイヒールを何度もかける。すると徐じよ々じよにうめき声や脂汗が止まり、謝礼の言葉を口にできるまでの、短時間で劇的な変化が現れた。

「本当にありがとうございます！」

「ありがとう、貴方のお陰で助かったわ……」

「どういたしまして。でも失った体力はそのままですから、無理はなさらずに」

「このくらい何でもないわ、貴方とスライムの回復魔法のお陰よ」

　改めて自己紹介をすると、怪我をしていた女性剣士はフィリーさん。スマッシュボアに追われていた２人は男性がケンさんで女性がルリーさんと言うそうだ。

「こんなにして頂いたのに、私達は返せる物がありません」

「とりあえず、これを。これでは足りないでしょうから、街に帰ってから残りは払います」

　ケンさんが差し出したのは、お金が入った小さな袋ふくろ。お金には困ってないから必要ないんだけど……この３人Ｅランクだそうだし、まだそんなに余よ裕ゆうも無いだろうに……とりあえず、このお金だけ貰っておくか。

「このお金だけ受け取らせて頂きます。これ以上は必要ありません。代わりにさっき話していた、悪質な冒険者の話を聞かせて貰えませんか？」

「そんな事で良いの？」

「それじゃ釣り合わないと思うけど……分かったわ。私達は普ふ段だんこの３人で組むことが多いんだけど、今日はもう２人いたの」

　なんでも他の街から来たというＣランクの冒険者と酒場で意気投合し、道案内としてスマッシュボア討伐に協力して欲ほしいと言われたのだとか。

　対価として提示されたのは戦い方の指導をして経験を積ませる事。その上でほんの一部だが討とう伐ばつ報ほう酬しゆうの分け前を貰えるという条件だったようだ。

「ギルドカードを見せて貰って、Ｃランクなのは確認しました。それに問題を起こしたり、ギルドの規約に違反した場合、その旨むねがギルドカードに記載されるのはご存じですよね？　彼かれらにはそれが無かったので、最終的に問題ないと判断しました……」

「報酬も金銭面は妥当な額だったからね」

「でもあいつら……経験を積ませるって理由で私達を戦わせて、不利になった途端に私達を囮おとりにして逃げたのよ。そして私が跳ね飛ばされて動けなくなって……２人が私を守るためにスマッシュボアの気を引いて逃げてくれたのはよく覚えているわ。その後は貴方も知っている通りよ」

「そうでしたか」

　騙されたのか……それともＣランクでも実力不足だったか……どちらにしても確かにロクな冒ぼう険けん者しやではなさそうだ。少なくともこの３人は嘘うそをついていないと思う。なにせ２人はスマッシュボアに追いかけられ、１人は実際に大怪我で動けなくなっていたんだ。嘘にしては命懸け過ぎる。

「あの、本当にこれだけでいいんですか？　やっぱりお金……」

「いいんですよ、回復魔法を使う事を申し出たのはこちらですから。サービスです」

「でも……」

「ルリー、確かに心苦しいけれど無理に渡すのも失礼よ。ここはお言葉に甘えましょう」

　そう言い聞かせているフィリーさんを見ながら、ふと思いつく。

「もし宜しければこのスマッシュボアを街まで持って行くのを手伝って貰えませんか？　それと勝手に討伐してしまったので、ギルドに偶然遭遇してやむなく討伐したことを証言していただけると助かります」

　血抜きしたからその分軽くなっているし、強化魔法や気功で強化した肉体なら持ち上げられる重さだ。しかし今の体は小さくて、どうしても地面に引きずってしまう。ついでに自分の行動に正当性をもたせる証言もほしい。

「そのくらいで良いのなら」

「手伝わせてください！」

「ありがとう」

　こうして俺は３人の助けを借りて獲物を街まで運んだ。門番にはかなり驚おどろかれたが、警戒していた魔獣だけに簡単な説明で通行許可が下りた。




■　■　■




　ピオロさんの店までの道中は当然の如く大勢の視線に晒されたが、無事店に到着。

「うわっ!?」

「何なのこれ！」

「すみません、通していただけますか。すみません」

　店の前の客が俺達の背負うスマッシュボアを見て驚き騒さわぐ。

　すると呼ぶ前から様子を見にきた店員に続き、ピオロさん達たちまで出てきた。

「リョウマはん!?　このデカイの何やの!?」

「あ、ミヤビさんお疲つかれ様さまです。スマッシュボアです」

「そんなん見れば分かるわ！　うちが聞いとんのは何でスマッシュボアがここにあるかっちゅう事や！　危ない言うたんに戦ったんか!?」

　詰め寄るミヤビさんをピオロさんがなだめ、そのうちに３人が事情を説明してくれた。

「という訳で、彼がスマッシュボアと戦ったのは我々のせいなんです」

「彼が助けてくれなければ、私達はどうなっていたか分かりません」

「あまり責めないであげて下さい、お願いします！」

「う……」

　頭を下げる３人を見て、ミヤビさんがため息を吐く。

「人助けか……せやったら、まぁしょうがないわなぁ……」

「聞いとる限り、リョウマも無謀な戦いを挑んだっちゅう訳でもないみたいやし、ええんとちゃう？」

「ご心配お掛けしました」

「ほんまやで、全く……ま、今日はこの位にしたるわ。おとん、これさっさと捌かんと肉が悪くなるで」

「せやった！　こうしちゃおれん、店の中運ぶで！」

　ピオロさんの先導で、スマッシュボアを肉屋の解体スペースに運び込む。

「それではもう始めても？」

「ちょっと待った！」

　職員が解体を始めようとした所で、解体スペースに顔を出したクラナさんから待ったがかかった。冒険者ギルドの職員が訪ねて来たらしい。

「用？　ちっと待っとって貰えんか？　今ええとこやん」

「そのスマッシュボアを検分したい言うてはるんよ。ここんとこ北で暴れとった奴やつやからしっかり討とう伐ばつされた事を確認したいんやろ」

　そう言えば門でサイオンジ商会に売るって言ったな……そこから連れん絡らくが行ったか。

　暫しばらくすると、店内に昨日会った男性職員が入って来た。それをピオロさんが迎むかえる。

「おいでやす」

「お仕事中申し訳ありません。スマッシュボアが討伐された事を確認したらすぐにお暇しますので」

　そう言って男性職員はスマッシュボアの周りをぐるりと一周しながら確認し、ホッとしたように頷きこう言った。

「確かにスマッシュボアです。ご協力ありがとうございました。これで北門の通行制限を解除できます」

　続いて男性職員は俺達に向かってお辞儀。

「この度はスマッシュボアを討伐して頂き、誠にありがとうございます。これで北での依い頼らいも捌ける様になるでしょう」

　そう言って帰ろうとする男性職員に、３人が慌あわてて事情を話す。

「そうでしたか……ではその２人組についての調書を作りますので、お三方はギルドにご同行願えますか？　タケバヤシ様は何時いつでも良いのでスマッシュボアの討伐部位を持ってギルドにお越し下さい。討伐報酬をお支し払はらいします」

「ありがとうございます」

　男性は３人を連れ、３人は最後にもう一度俺に礼を言って作業場を出て行った。

　４人を見送って解体スペースに戻ると、従業員の人達が解体の準備をして待っている。

「邪魔が入ったが、解体始めるで！」

『はい！』

「リョウマ、この肉うちに全部売ってくれるっちゅう事でええんやな？」

「はい。他に売り先も知りませんから。でも少しだけ僕が食べる分は貰えます？　残り全部売りますから」

「そのくらいお安い御用や。なぁ皆みんな？」

　その言葉に一斉に賛同する従業員達。そして解体が始まると、彼らから疑問の声が上がる。

「どないした？」

「このスマッシュボア、血が一滴てきも出ません」

「どういうこっちゃ？　血が固まっとるんか？　それにしたって一滴くらい出るやろ」

「本当に一滴も出ません」

　自分でも肉を調べて首を捻るピオロさん。

　あ！　そういやブラッディースライムで血抜きしたんだった……

「すみません、それ僕が血抜きしたせいです」

　一斉に視線が俺の方に向く。

「そんな傷無かったで？　それに血抜きしたかてこんな綺麗にできるもんとちゃうやろ」

「ちょっと特殊な方法でしたから。ブラッディースライムというスライムを知ってますか？」

　そう聞くと従業員の１人から声が上がった。

「確か血を吸うスライムじゃないか？　ガキの頃ころ森で見かけた事があって聞いたんだが……」

「その通りです」

「血を吸うスライムなんておるんか……リョウマ、それにスマッシュボアの血を吸わせたんか？」

「はい、僕が狩かった獲物はいつも。特にスマッシュボアは体が大きくて少しでも軽くしたかったので。肉の安全性に問題はありませんが、買い取り不可ですか？」

「鑑かん定ていで肉に問題がないんは確認済みや。問題ないどころか普ふ通つうよりめっちゃ品質ええやん。むしろそのスライム欲しい位なんやけど」

　その後ピオロさんにはブラッディースライムの事を詳しく話し、今は１匹しかおらず、契けい約やくする従じゆう魔ま術じゆつ師しがいないと野放しになってしまい、問題を起こす可能性がある事を理由にしてお断りした。

　まぁ、将来的にブラッディースライムが増えて、ピオロさんが信しん頼らいできる従魔術師を雇やとい入れるのなら譲るのも吝かではない。スライムの価値を世間に知らしめるのには良いだろうし、ピオロさんの店なら安心して任せられる。それにブラッディースライムはクリーナーやスカベンジャーと違って探せば見つけられる可能性がある。そんなに厳しく管理する利点も無い。

　考えているうちに解体終了。俺おれの取り分は自分用の肉と売った分の代金として中金貨１枚、そしてスマッシュボアの討伐証明部位である牙を受け取った。

　今日は結構疲れたし、ギルドに薬草を届けるのは明日の朝にしよう。







３章14話　２号店完成







　翌日




　朝、ピオロさんから味み噌そや醤しよう油ゆなどの調味料を頂いた。

　そして気分良くギルドに採取した薬草とスマッシュボアの牙を提出すると、速やかに報酬を用意すると伝えられる。昨日の男性職員がちゃんと通達してくれていたようだ。

　態々偶然を装うために言い訳を色々考えていたけど、必要なかったな……まぁ、結果論だけど。本来なら多少なりとも追及が来てもおかしくないし、ケンさん達は助かり俺は疑われずに済んだので良しとしよう。

　そんな事を考えていると、報酬と一緒に担当してくれた職員からお礼を言われた。なぜかと聞けば、その職員はあの３人の友人らしい。ついでに一緒にいたという２人の冒険者の事を聞いてみたが、その２人はもう捕まったそうだ。

　なんでも昨夜、仕事終わりに酒場に寄ったギルド職員がＥランクのパーティーに声をかける２人組を目撃し通報。速やかに捕ほ縛ばくされたと。その後の調べにより２人は犯行を認め、同時にギルドカードの偽装も発覚。余罪まで出たため冒険者ギルドから除名し、厳しい取り調べの後、最低でも５年以上鉱山での強制労働か無期限の奴ど隷れいになるらしい。

「ギルドカードの偽装なんて、可能なんですか？」

「ギルドも賞罰などの情報を記入・削除しますから、不可能ではありませんね。もっともそれには専用の魔ま法ほう道具が必要なので、一介の冒険者に出来る事ではありません。今回の場合はもっと単純に、〝別人の〟カードを利用していました。

　拾って手に入れたカードを片方はそのまま。もう片方は故意に破損させたカードの要所を繋げていて……手て荒あらな扱あつかいでカードを傷だらけにしてしまう方もいらっしゃいますし、褒められたことではありませんが接合面は自然な形で上手に誤ご魔ま化かされていましたね。問題を起こして破門されたそうですが、とある工房で職人見習いをしていたそうで」

　正規品同士のニコイチってことか。人格はともかく技術だけはあったのかね？

「カードの管理も気をつけないといけませんね」

「ふふっ。よろしくお願いします」

「ありがとうございました」

　職員さんに情報の礼を言って、ギルドを出る。

　さて……どうしようか？　もうここでやるべき事は終わった。……とりあえずピオロさんの店に戻るか。




■　■　■




「タケバヤシ様、先ほど会頭が捜しておられましたよ」

　戻ってみると、従業員の方がそう教えてくれた。自分はすぐにでも会えると伝えると、そのままピオロさんの執しつ務む室しつへ案内されたところを考えると、何か急ぎの用事か？

　出していただいたお茶を飲みながら話を聞いてみる。

「なぁリョウマ、スマッシュボアの肉と醤油や味み噌そ使こうて何か料理できへん？」

「料理ですか？」

　豚肉で和食となると……豚とん汁じる、豚しゃぶ、豚丼、豚の生姜焼き位かな。

「いくつかありますよ」

「教えて貰えんか？　焼き魚も味み噌そ汁しるも美味うまいんやけど、そればっかりだと飽きてしもうてな。もっと醤油と味噌の使い道があるんやったら、もっと売れる様になるんちゃうか？　と前々から思うとったんや」

　なるほど。俺も日本食が手軽に食べられる様になれば嬉うれしいし、教えとくかな。

「では豚のしょう……じゃなかった、スマッシュボアのジジャ焼きはどうでしょうか？」

　豚肉がある。醤油やみりんもある。生姜は薬屋で買える。つまり生姜風味の肉じゃなく、ちゃんとした生姜焼きが作れる！

「お客にこんなん言うのもあれやけど、良かったらそのジジャ焼きっての作ってくれへん？　材料はウチにあるもん好きに使ってええから」

「良いんですか？」

「うちは新しい料理を知れて得やからな」

　こうして昼食作りをする事になった。しかし驚いた事に、一緒にクラナさんとミヤビさんも料理をするらしい。教えるのは使用人の誰だれかにだと思ってたんだが……俺がそう言うと、２人は笑ってこう言った。

「料理は女の嗜みや言うて、時々オカンに叩き込まれんねん。うちも別に料理は嫌きらいやないし、食材を商っとる店の娘むすめが料理できへんかったら格好つかへんて」

「初めて聞く料理とリョウマはんの腕、期待してます」

　２人の視線を受けながら、事前に伝えて用意して貰った材料と道具で料理を始める。

　まずは米をといで火にかける。竈で米炊くとか前世では無い経験だな。

　生姜焼きと一緒に食べるために、豚汁も作って生姜焼きのでき上がりを合わせよう。昆布の様な海藻と小魚でだしを取り、具はネギ・牛蒡・キノコ、スマッシュボアの肉に野菜を色々。街に出てから知ったが、この世界の店で売られている野菜には地球と同じ名前で地球の物に似た野菜が意外と沢山ある。もしかしなくても転移者の影えい響きようだろう。

　豚汁を作っている間、米の方は主にミヤビさんが担当して様子を見てくれた。そして豚とん汁じるを作り終えた後、少し多めに作って残しておいただし汁をアイテムボックスから取り出した瓶びんに入れ、醤油とみりんと酢すを入れて味を整える。するとそれを見ていたクラナさんが話しかけてきた。

「リョウマはん、それ何どすか？」

「醤油とみりんとだし汁と酢を混ぜた合わせ調味料ですね。当然ながらどれをどれだけ配合するかによって味は変わりますし、好みもありますが。個人的にはラモン等の汁を少し入れてもさっぱりして美味おいしいと思いますよ。サラダにかけても良いですし、肉や魚にもよく合います。」

「そんな物があったんやねぇ……」

　瓶を見つめていたクラナさんだったが、すぐに豚汁の方に戻っていった。

　それから少しして、豚汁の完成……そろそろ生姜焼きを作り始めるかな？

　薄切りの肉をフライパンで焼く間にジジャをすりおろし、適量の醤油・みりんと一緒に混ぜ合わせたタレを作る。

　それを火が通って焼き色のついた頃にかけるとジュワッ！　と音を立てて香ばしい香りが充満した。２人の視線も肉に集まっているが、ここからは絡めるだけだ。よし、生姜焼きの完成！　シンプルで美味いんだな、これが。

　生姜焼きは色々作り方があって、中には作ったタレに漬け込んだりする物もあるらしいが、俺はあまり作らない。前世では時間をかけずに手早く作れて美味い物が良かったからだが……今度また手間をかけて作るのも良いかもしれない。

　後はキャベツを千切りにし、プチトマトよりは大きく普通のトマトよりは小さいという、微び妙みような大きさのトマトを四つ切りにして添える。これでよし。さて、米も炊けたし…………

　米の方に行こうとしたら、視界の端はしに黒くろ髪かみの男性が映った。

「ピオロさん？　何時からそこに？」

　そう言うと厨ちゆう房ぼうの入口の陰から出てくるピオロさん。微妙に気まずそうだ。

「いや～、何や美味そうな匂においさせとったから、ふらっとな」

　ああ、炊きたてのお米の匂いとか生姜焼きの匂いって食欲をそそるよな。

「おとん、行儀悪いで。様子見たいんやったら堂々と見ればええやん」

　娘に窘められる父親を横目に、４人分の料理を盛り付ける。

「できましたよ」

「おっ、ホンマか？　なら早さつ速そく食べようや」

　使用人の方々に食堂へ運んでもらい、俺おれ達たちはテーブルにつく。

「さあどうぞ。スマッシュボアのジジャ焼き定食です」

「ホンマに美味しそうやな、頂きます」

　食べ始めるミヤビさん。生姜焼きを上手に箸はしで掴んで、そっと一口食べる。次の瞬間、耳がピンと伸びて一言。

「美味しい！　めっちゃ美味しいやん、これ！」

「あら、ほんまやねぇ。料理しとる時から美味しそうやと思っとったけど、食べてみると尚なお更さらやわ」

「ジジャ焼きもそうやけどこのスープは豚汁言うたか？　これも美味いな。野菜も多くて栄養も取れそうや。これが周知されたら、間ま違ちがいなく醤油も味噌も売れるで！」

　どうやら口に合ったらしい。喜んで食べてもらえるのは嬉しいな。ピオロさんは若じやつ干かん商売が絡からんでいるけど、気に入って貰もらえた事は確かだろう。

　俺も料理の説明をしつつ自分で作った料理を味わい、ひっそりと満足していた。

　なお食後はジジャ焼きを気に入ったピオロさんが、今日の夕方から惣そう菜ざい屋やに並べてみると宣言。その宣言通り、夕方の総菜屋にはジジャ焼きがオススメと書かれた張り紙と一いつ緒しよに用意されていた。

　仕事早いな……




■　■　■




　翌日




　朝食を頂いてから、俺の店へ行こうと表に出る。

　すると荷馬車がサイオンジ商会の前で止まった。

　ん？　荷台に乗っているのは……

「カルラさん！」

「えっ？　店長！」

　やっぱりカルラさんだった。俺に背を向け他の人に指示を出していたから、気づいていなかったらしく驚いている。

「着いたんですね。長旅お疲れ様です」

「お待たせしました、店長。お店は」

「斜ななめ向かいの、そこですよ」

　店を指差してそう伝えると、カルラさんはまず俺の知らない人達に指示を出して、店に向かわせた。新しく雇やとった方々だろう。

　その後はカルラさんとコーキンさん達を連れ、ピオロさんに挨あい拶さつに行ってから開店のために動き始めた。




■　■　■




　それから４日後




　２日で店の細部を整え、仕事の確かく認にんをして３日目で開店。

　新しくこの店の従業員として雇った人は５人。事前に簡単な講習を受けたようで、結構スムーズに働けていた。１人はこの支店専属の料理人で、４人が店員兼用心棒だ。

　用心棒を兼任する彼らは元Ｃランク冒険者だったらしい。うちの店に来た経けい緯いについて話を聞くと、彼らは冒険者としてそれなりに上手うまくやっていたが、自分たちの限界が見え始めていた時にたまたま出くわした魔ま獣じゆうによって仲間を２人失った。

　その時の彼らは元凶の魔獣に対して知識すら無く、逃にげる以外殆ほとんど何もできず、助かったのは運と死んだ仲間に魔獣の気が向いていた事……怪我をして逃げられない、街まで持たないと悟さとってしまった仲間が必死で気を引いてくれたおかげだと言う。

　生き存ながらえたその足でギルドに駆け込んだ彼らは魔獣の情報を伝え対応をさせた。そして魔獣は運良くその街に居たＡランクのパーティーによって難なく狩られたが、そのパーティーが狩ってきた魔獣を、気持ちの整理のために仲間の仇が死んでいる所を一目見ようとギルドにいた事でその魔獣がＢランクの魔獣だと知ってしまった。

　自分達が全く敵わず、仲間を失って逃げる事しか出来なかった相手はたった１つ上のランク。そしてそれを容易く狩る冒険者パーティー。それを見た後、彼らはＢ以上の冒険者になる事を諦めたそうだ。

　Ｃランクの依い頼らいでも生活に十分な金は稼げるため、彼らはその金を貯めつつ、腰こしを落ち着けられる職場を探していた所に俺の店の話が来たのでそれに乗ったと言う訳だ。

　彼らは元Ｃランク。Ｂランクの魔獣の相手としては不足でも、ゴロツキ相手なら十分な戦力になる。店の用心棒なら十分とギルドマスターのお墨付きもある。

　それに彼らは俺が冒険者でもあるという事を聞いて、自分の経験を話してくれたり、安全第一を心がけろ、といった注意をしてくれる気さくで良い人たちだった。彼らなら他の人たちとも上手くやれるだろう。

　ちなみに昨日の事。開店したばかりの店にケンさん達がやってきて、まだ客もほとんど入っていなかったため、常連になって貰えるよう願いを込めて店の説明や店員の紹しよう介かいをしたのだが……先日のスマッシュボアの話になった。そしてケンさん達の行動が彼らの琴きん線せんに触ふれたらしく、色々と助言や指導をするようになっていた。さっきまでの彼らが冒険者を辞やめるに至った話も、実はケンさん達を紹介した時に一緒に聞いた話だったりする。

　何はともあれ、もう俺が必要な事は無くなったのでレナフの支店はカルラさんに任せ、俺はギムルの街に戻ることになった。

　そんな俺を門の前まで、ピオロさんやカルラさん達が見送ってくれている。

「リョウマ、がんばりや。これからが勝負やで、どんどん店増やしていくんやで！」

「お気を付けて」

「店長、こちらの事は安心してお任せ下さい」

「僕たち一刻も早く、確実に店の経営を学びます！」

「任せておくと良い。もう昔のような散財はしない、必ず店を盛り立ててみせる!!」

「店長、体に気をつけて下さい」

「そちらもお気を付けて」

「リョウマはん、あんま無む茶ちやしたらあかんで。次何時会えるか分からんけど、死んだりせんといてや」

「勿論です。まだまだ死ねませんからね」

　祖父母の遺産やら研究やら、スライムの事やエリアとの約束もある。

　っと、そうだ。ミヤビさんは今年から王都の学園に行くんだよな？　だったらエリアと会うかもしれない。エリアは友達が居ないと言っていたし、ミヤビさんは貴族との顔つなぎに行くんだから……

「ミヤビさん」

「何や？」

「今年から王都の学園に行くんですよね？」

「せや、それがどうかしたん？」

「でしたら、１つお願いが」

「何や？　聞ける事なら聞くで？」

「今年から王都の学園にエリアリアという女の子が入学しますので、できれば仲良くしてやって下さい。良い子ですし、貴族なので顔つなぎにもなるでしょう。あと、その子に頑張れと伝言をお願いします」

「まぁ、その子が変な連中と付き合ってへんのやったらええで」

「ありがとうございます。ミヤビさんも頑がん張ばって下さいね」

「勿論や、そっちも頑張りや」

　見送りに来てくれた皆さんに頭を下げ、ギムルへの帰路に就いた。







３章15話　若干の変化







　翌日




　お昼ごろにギムルへ到とう着ちやくし、その足で店に顔を出す。

「店長、お疲れ様でした」

「カルムさんこそ、お疲れ様でした」

　挨拶の後は報告を受ける事になったが……

「業務に支障は出ていませんが、先日ちょっとした事件が起こりました」

「事件？　詳くわしくお願いします」

「はい。店長が厨房に置いていた炭ですが、空気を良くしたり湿気をとる効果があると言っていましたよね？」

「量や材質によって効果は変わりますけど、そう言われていますね」

「実は良い事があるなら他の部屋にもと、フィーナさん達が炭を色々な部屋に置き始めたのです。邪じや魔まになるものでもないので私も許可しました。しかしその翌日から、置いた炭の一部がいつの間にか消えてしまい、炭泥どろ棒ぼうが出たと一時騒ぎになりました」

「炭泥棒……一時ってことは、もう解決してるんですよね？」

「はい。犯人はクリーナースライムでした」

「クリーナーが？」

　まさか！

「食べてたんですか？」

「スライムの待機室に置いていた炭を全て。食べていたのは数すう匹ひきですが、マリアさんが言うにはそれ以来、その数匹は洗せん濯たく物ものの汚よごれを食べなくなったそうです。病気でしょうか？」

「たぶん違ちがいますが、とりあえずそのスライムを見てみたいです」

「かしこまりました」

　カルムさんは執務室を出て行った。きっとすぐに連れて来てくれるだろう。

　炭を食べるスライム……炭だからカーボン？　それともまた別の進化だろうか？

「失礼します。スライムとマリアさんをお連れしました」

「失礼します～」

　スライムに思いを馳せていると、あっという間にカルムさんは戻もどってきた。

　後ろに少々居い心ごこ地ちが悪そうなマリアさんを連れて、２人で１匹ぴきずつクリーナーを抱かかえている。

「お疲れ様です。どうぞこちらへ」

　肝かん心じんのスライムを観察しながら話を聴くと、マリアさんは始業の際〝ご飯を食べていいよ〟とスライムに指示を出していたところ、炭を好むクリーナーが出てしまったようだ。

「炭しか食べないと聞きましたが」

「ん～……炭の方が好きで～、洗濯物には消極的になってる感じです～。そのうちに他の子が食べちゃって」

「ああ、そういう事ですか」

　なら仕事の継続はできるだろうけど、無理に洗濯させる必要はないな。

「病気の類たぐいではないようですね。おそらく進化の準備に入ったんでしょう。進化をすると能力や食性が変わる事もあるので、この２匹は僕ぼくに預からせて下さい。それから今後もこのように嗜好が変わったら連絡をお願いします。場合によっては洗濯物に損傷を与あたえるかもしれないので、その場合の対応策はカルムさんにお任せします。

　マリアさんは引き続きスライムの管理をお願いします。もし今後被ひ害がいが出た場合は、お客様への補填とスライムの隔離で対応しましょう」

「頑張ります！」

「よろしくお願いします。カルムさんと、私もフォローしますのであまり思いつめることはありません。……というか、私個人としてはお礼を言いたいくらいです」

　新しいスライムが生まれる予感。非常に楽しみだ。金一封を出してもいいくらい。帰ったら早速炭窯を増築しなければ……と、語るうちにマリアさんは安心したようだ。

　２匹との契約を俺に移して、スライムの件はこれでよし。

　マリアさんには仕事に戻ってもらい、今度は俺からの報告を行う。

「……レナフの支店は無事に営業を開始。あとは定期的に報告書が届きます」

「無事で何よりです」

「そうですね。店についての報告は以上です。が……実は個人的にお伝えしたい事が一つ」

　祖父母の遺品を回収するため、故郷に一度戻もどる事を決めたと伝えた。

　そのために、今後はこれまでよりも経営を任せきりになることが増えるだろう。

「というわけで、徐じよ々じよに冒ぼう険けん者しやとしての活動を増やしていきたいと考えています」

「なるほど、当初の予定に戻るという事ですね」

「まだお会いしてからの期間は短いですが、カルムさんの今日までの仕事ぶりを信用しています。お手数をおかけしますが、よろしくお願いします」

「勿もち論ろんです。店の事はお任せください。必要であれば支援も惜しみません」

　カルムさんはやる気に満ちた笑え顔がおで引き受けてくれた。

　店の事はこれで任せられる。

「ところで店長の故郷とはどちらでしょうか？　村の名前に聞き覚えがないもので」

「シュルス大樹海をご存じですか？　その中に……って、なんて顔してるんですか」

　地名を出した瞬しゆん間かんに、これまで控えめで落ち着いていた彼かれが、見たこともない顔をした。

「ゴホッ、失礼しました。少々驚いてしまい……よく生きてましたね……」

　絞り出した感想がその一言とは……

「やっぱり危険な地域ですよね」

「広大な密林の過か酷こくな環かん境きよう、生息する無数の魔獣、奥おく地ちに行けばＡランクの魔獣とも遭そう遇ぐうする……先人が構築した拠きよ点てんが無ければ補給もままならないと聞いた事があります。普通に考えれば、生きたまま出てこられただけで奇跡ですよ……」

「ははは……まぁ正規の手段で戻るつもりなので、まず冒険者としてランクを上げないといけません。その間に事前準備と肩かた慣らしを万ばん全ぜんにしてから向かいます」

「でしたらセルジュ様にも一度声をおかけください。物資の調達の力になっていただけると思いますし、モーガン商会は支店も多いので便利ですよ」

　止めようか悩んでいるような気がしたが、最後にはいい情報と応おう援えんをいただけた。




■　■　■




　帰宅前にモーガン商会を訪ねてみると、なんだかいつもより雰ふん囲い気きが慌しい。

　日を改めようかと思ったのだが……俺を知っていた店員さんから歓迎を受け、セルジュさんに面会することができた。

　そして例の件を話してみると、やはり彼も似たような反応を示す。

「リョウマ様は大樹海のご出身でしたか……さぞ大変だったでしょう」

「いえ、当時は出ることで必死で、細かい事はほとんど憶えていないのです」

「そうでしたか。無理もありませんな。あそこは何と言えば良いか……過酷な中でも営みを続ける人間のしぶとさを目の当たりにした、などと踏み込んだ冒険者は語るとも言われますからね。私などはとても立ち入る事はできません。しかし、どうしてまた急に？」

「先日レナフで遭遇した魔獣が故郷の魔獣と少し似ていて、思い出しまして。それにこれは聞いた話ですが、どうも村にはもう人が住んでいないらしいのです」

「あの土地を考えればありえる話ですな……」

「そのあたりの確認もかねて、行ってみようかと。当分先の事になると思いますが、冒険者としての目標とするつもりです」

「そうでしたか。では私も陰ながら応援するといたしましょう。何かご入用の際はぜひ我がモーガン商会をご利用ください」

「ありがとうございます。お世話になります。……ところで今日は何かあるのですか？」

　やはり以前よりも人の動きが激しい気がする。

　お邪魔するタイミングが悪かったんじゃなかろうか？

「いえ、むしろ今日訪ねていただいて都合が良かった。明日から一週間、私はケレバンの町で開かれる魔法道具市へ行きますから。これはその準備ですな」

「魔法道具の市？　面白そうですね」

「ご興味がおありで？」

　ん？　なんかセルジュさんの目の色が変わった。これは……オタクの目？

「あまり多くの種類に触れる機会がなかったもので。セルジュさんはお好きなんですか？」

「恥ずかしながら、収集家として仲間内ではそれなりに名が知られておりますよ。今回の市も仕事半分趣しゆ味み半分といったところでして」

「そうだったんですか。確かに見て回るだけでも楽しそうだ」

「そうなのです。同じ用途の魔ま法ほう道具でも職人や工房ごとに差がありますからね。それにこういった市ですと、普ふ段だんの取引とは違い見習いの作や一点物も出回りやすい。その中から気に入った物や将来有望な人材を見つけた時はまた面おも白しろいのです」

　セルジュさんの目が爛々と輝かがやき始めた。

「私自身でも作ろうとしたことがあるのですが、やはり職人のようにはいきませんな」

「セルジュさん、付与魔法を使えるんですか？」

「いえいえ、私は魔力が少ないので属性魔法もさほど使えません。ですが魔法道具の種類によっては魔力を使わずに作れるのです。少々お待ちください」

　オタクモードに入った彼は、軽い足取りで部屋を出た。

　と思ったらあっという間に木箱を抱えて戻ってきた。

「こちらをご覧下さい」

　木箱から取り出されたのは歯車だ。一見何の変哲もないように見えるが……

「あ、回った」

　セルジュさんが魔力を通すと、机の上でゆっくり回転を始める。

「『スピン』という無属性魔法が付与された歯車です。ご覧の通り魔力を流せば一定方向に回転するので、主に動力源として組み込まれます。代表的な物は〝魔動車〟ですね」

　自動車の魔法道具版か？　見たことないけど……

「ええ……残念ながらあまり実用的ではないのです。人の魔力で動かす方式と魔石を使用する方式があるのですが、車体と人間と荷物の重量を動かすには少々馬力に欠けますし、魔石の費用もかかるので。仕事に使うには普通の馬車の方が優すぐれています。ですが王都では年に一度大規模なレースが開かれたりもしますね。私も趣味で一台所有しています」

　静かな語り口の中にものすごい熱意を感じる……！

「おっと、話がそれましたか。他にも色々と種類はありますが、外注で手に入れた魔法道具を用いれば、魔力を一いつ切さい使わずに新たな魔法道具を作る事も可能なのです。職人にはこれを専門とする者も多いですよ」

「なるほど、面白いですね」

「よろしければこれはお持ちください」

「いや、さすがにそれは……」

　箱ごと歯車を差し出された。

　さすがにそれは図々しいと思って断ると、セルジュさんが頭を掻いて口を開く。

「去年の市で買ったのですが、私も持て余していまして……」

　若い見習いの作を、気に入った品と一緒に先行投資として購こう入にゆうしたらしい。

　やんわりと話しているが、一言にすると……〝ぶっちゃけいらない〟

　置いているだけでは場所をとるとのことで、最終的にいただく事になった。

「ありがとうございました、突とつ然ぜんお邪魔してお土産まで」

「こちらこそ不良在庫を引き受けていただけて助かります」

「もしいつか面白い道具を思いつけば、作って見せに来ますね」

「おお！　是ぜ非ひお願いします。楽しみにしておりますので」

　こうして笑顔のセルジュさんと別れる。

　今日はちょっとだけセルジュさんに親近感が湧いた。

　さて、帰ってスライムの世話をしよう。







３章16話　有能な新人







「ただいま～」

　リムールバードは揃そろって外出。スライムはいるが、彼らは言葉を返せない。

　廃はい坑こうにむなしい声を響かせながら、荷物整理とスライムの餌えさやりを済ませる。

「さて次は、と……」

　手に入れたばかりの、炭を食べるクリーナースライムのために窯を増築しよう。

「ここらでいいかな……」

　場所は家の隣となりの岩がん壁ぺき。

　ズラリと並ぶ坑道の入り口と入り口の間を選んだ。

　既存の坑道と平行に土魔法で新しい穴を掘ほっていく。

　狭い入り口から徐々に広げ、作るのは楕円に近い広めの空間。

　時折ロックで補強を施しながら進めるだけでいいので、それほど手間はかからない。

　最終的に子供１人が立って歩ける天井と、大人１～２人用のテント程度の広さが確保できた。

　ここからはスライムに頼たのむ。

　呼び出したアーススライム１匹をヒュージスカベンジャーに乗せ、天井付近まで真上に押おし上げてもらう。そこでアースが天井の一部を土砂に変えて下に落とす。こうして開いた部分にスカベンジャーがアースを押し上げ、また土砂を降らせる。

　これをひたすら繰くり返かえしてもらうと、すぐにスライムが天井を貫通した。

「よし！　良くやった！」

　入り口を作った坑道からもう一段、上の並びの坑道へ向かうための通路から出てきている。

　余よ裕ゆうがあるようなので、そのまま戻りながら壁を補強してもらう。これで煙えん道どうがだいたい完成、そして炭窯の大部分も完成したと言っていい。

　こんなに簡単で良いのかと思ってしまうくらい簡単だが、実際に炭を焼く事はできる。

　炭焼きには穴を掘り、枠組みを作ってから材料の木材を詰つめて、それを上から木材や土で埋めて……と伝統的で手間のかかる窯を作って使う方法もあれば、ドラム缶や焚き火を使うなど様々なやり方がある。重要なのは熱を逃がさず、空気の流入を調整しながら木材を蒸し焼きにできる事だ。

　あとは煙道部分にかぶせる蓋ふたを用意して……と。空気の調整は石と水で練った赤土があればいい。

　作業はここで一度終了。今度は鉱山の見回りへ向かうことにする。

　ここは管理が行き届いていなかったため、家の付近から少し離はなれるとまだ雑草だらけ。しかしこの雑草は燃料として見ればそう悪くもない。全身を覆い隠すほどに伸びた雑草も、適当に刈って日に当たる場所へ置いておけば、天候しだいで焚き付けに使いやすくなる。

　当然炭焼きにも使えるので、見回りついでに周囲の草を刈り込んでいると……

「ピロロロロロ！」

「ピーピロロロ！」

「ん？」

　リムールバードの声が聞こえた。空へ目を向けると、うちのリムールバードが総出で飛び回っている。だがいつもと少々様子が違う。

「鳥の群れ？」

　逆光でよく見えないが、リムールバード以外にも何か小さい生物が沢たく山さん飛んでいるのが分かる。リムールバードはそれを囲むように飛んでいるようだ。魔法も使っているのか相手はその囲いから逃げられ……あっ。

「クケーッ！　クケーッ！　クケーッ！」

　相手の身動きが制限されたところで、アインスがけたたましく鳴いた。直後に小さな影が一斉に落ちていく。

「……狩かりだったのね」

　なんだかイルカみたいなやり方だ。鳥なのに。

　全員で取り囲み、ナイトメアリムールバードの特とく徴ちようである精神攻こう撃げき。

　相手は失神でもしているのか……次々とコントロールを失って地面に落ちていく。

　何なん匹びきか空中で食らいついたのも見えた。つまみ食い？

「ちょっと見に行くか……」

　思い立って、落下したと思われる廃はい鉱こう山の山頂付近へ向かってみると……

「おっ、いたいた。おーい！」

「ピロッ！」

「ピロロッ！」

「食べてからでいいから……」

　変なタイミングで返事をさせてしまい、嘴から落ちた獲え物ものがちょっとだけスプラッターな光景を作る。しかし獲物はケイブバットか……

「これ、どこにいた？」

「……ピロッ!!」

　聞いた途端に１匹が飛び立ち、ある坑道の前でひと鳴きした後戻ってくる。どうやらその坑道にいたらしい。前ほどじゃないが、数日留守にした隙すきに住み着いていたみたいだ。

「……ピロロロ？」

「いや、持ってこなくて良い」

　見ていたから欲ほしがっていると思われたのだろうか？　ドライが１匹咥えて持ってきたが、コウモリはあまり食べたくない。残ったら俺おれが保存しておいてもいいが、狩ったのは彼らなので食べる権利は彼らにある。

　こちらとしても狩ってもらえると助かるので、頑張れと伝えてその場を後にした。

　……しかしリムールバードに集団での狩りができたとは……

　これまで何度か狩りの様子を見たことはあるが、どれも１匹での狩りだったので少々以外だった。

　……風魔ま法ほうを使うし、サウンドボムとか教えたら使えるだろうか？

　もし使えたら狩りにもなかなか役に立ちそうだ。今度教えてみようかな……




■　■　■




　翌日




「おはようございます」

「あらリョウマ君、今日はこっちでお仕事？」

　朝から冒険者ギルドに顔を出してみると、メイリーンさんが掲示板に依頼書を貼り付けていた。

「はい。店の方がだいぶ落ち着いてきたので、冒険者としても本格的に活動を始めたいと思います」

「あら！　そうなの？　これは朗報ね。それじゃどんな依頼がいいかしら？」

「それなんですが、ちょっと事情があるのでご相談させていただいてもよろしいでしょうか？」

「もちろん。私たちの仕事は冒険者のサポートだもの。話くらいならいつでも聞いてあげる。でも実際に役に立てるかは話の内容次し第だいよ。これが終わったら……」

「だ、だめです！」

　ん？　なんだか受付の方が騒がしい。

「あら……ちょっとごめんね」

　メイリーンさんは仕方ないわね……と呟きながら、男２人と見慣れない受付嬢のいるカウンターへ向かった。

「はいはい貴方あなたたち！　あんまりからかわないで下さい」

「おっ、メイリーンさん」

「すまねぇ、ちっとやり過ぎちまったかな？」

　男２人はやや軽いものの、素直に頭を下げて出て行った。

　そして受付嬢はメイリーンさんに平謝りしている……？　なんだろう？　手招きされた。

「どうかしましたか？」

「ちょっと、でもまず紹介からね。この子はパエナちゃん。先週から入った子なの」

「パ、パエナです。よろしくお願いします」

「リョウマ・タケバヤシです。こちらこそよろしくお願いします」

「もう分かったと思うけど、ちょっと気弱な子なのよね。だから若い男性にからかわれやすくて」

「うう……すみません」

　う～ん……高校生ぐらいか？　人族っぽいけど、小こ柄がらな体格と合わせて小動物のような雰囲気を感じる。容姿はメイリーンさんと並ぶと華やかさに欠ける。けど顔立ちは整ってるし、そのぶん素朴で温かく感じる。これは絡まれやすそうだ。

　……おっと、落ち込み始めた。話を変えよう。

「メイリーンさん。僕を呼んだのは？」

「さっきも言った通り冒険者から相談を受けるのも仕事の内だから、この子に担当させてもいいかしら？　もちろん私も同席して、まずい所があったらフォローするわ」

「まったく問題ありませんよ。パエナさん、よろしくお願いします」

「は、はいっ！　が、頑張ります……」

　ということで、別室へ案内された。

　あまり広くないが、机や椅い子すが揃っているので話をするには十分そうだ。

「こんな部屋もあるんですね」

「はい。私みたいな新人の指導や罪を犯おかした冒険者の取調べに使う多目的室だそうです……あ！　どうぞお座すわりください、あとお茶を……」

「ああ、お構いなく」

「お待たせ、飲み物なら持ってきたわ。さぁ始めましょう」

　掲示板の仕事を片付けてきたメイリーンさんがお盆に載せた３人分の飲み物を配り、話を始めるよう促した。

「それでは……今日のご相談はどのような？」

「冒険者として今後の活動についてです。１つ目標ができまして、現在Ｅランクなのですが、将来的にＣまでランクを上げること。それから……その過程でこのリストにある魔獣と関わる依頼を探しています」

「拝見します……トレント、マッドサラマンダー、カリフモンキー……」

　シュルス大樹海対策の魔獣をリストにしておいた紙を渡わたすと、彼かの女じよは手元に用意した資料と見比べ始めた。

「Ｅランクでは承認できない魔獣も含ふくまれていますね」

「そこはランクを上げながら、許可できるランクになってからで結構です。しかし事前に魔獣の情報だけは仕入れておきたいと思っています。ギルドでは地理や魔獣の情報も取り扱あつかっていると聞きましたが、書類としていただけますか？」

「はい！　お金と、内容が多ければ数日のお時間をいただきますが可能ですよ。どの程度ご用意しましょう？」

　そうだな……リストの魔獣について、生態や生息地などの基本的な情報。

　できるだけ最新の情報がいいけど、すぐに全部は無理だろうから……生息地外での目撃談など時間経過で意味がなくなる情報なら不要。この条件でとりあえず用意できるだけお願いしよう。

「あとシュルス大樹海という地域と、そこに生息する魔ま獣じゆう全てについても同じく書類で情報提供をお願いします」

「待って」

「どうかしましたか？　メイリーンさん」

「シュルス大樹海、それにこの魔獣リスト良く見たら……リョウマ君、あの樹海に行く気なの？」

「それが目標ですね」

　セルジュさん達にもしたのと同じ説明を彼女にもしておくことにする。

「……という訳です」

「……そう。口を挟んでごめんなさい。ランクを規定まで上げて、しかるべき用意をするというなら、ギルドとして止める権利はないわ。続けて」

「ありがとうございます。情報料はいかほどになりますか？」

「この量ですと、だいぶかかると思います……すみません、先せん輩ぱい」

「書類の場合、完成した書類に使った紙代とインク代。それから職員への作業手当ても加算されるわ。範はん囲いも広いし……情報の精査と書類作成に二週間以上、１ヶか月げつ未満。代金は安くても小金貨数枚、高くても10枚は超こえない。ここで言えるのはこんなところね」

「問題ありません。下手に値切って情報が不足する方が困るので、正確な情報であればお金に糸目はつけない方向で行きたいと思っています」

「正確性はギルドが保証するわ。お金も貴方ならちゃんと払えるでしょうから……それじゃパエナちゃん、契けい約やく書と引き換えに使う用紙を用意して。手続きの方法は教えたわよね？」

「はいっ！」

　部屋を出て行く彼女を見送ると、室内には俺とメイリーンさんが残される。

「それにしても君があの辺の出身だったとはね」

「大樹海については、お詳しいんですか？」

「ん～……仕事の関係である程度はね。それでも危ないって事くらいだけど。でもちょっと納なつ得とくかな」

「納得？」

「うん。だってリョウマ君、普ふ通つうの子と比べると能力が高すぎるもの。ほら、廃坑で仕事した時。Ｂランクの班に入れられたり、その後ゴブリンの群れと戦ったり……ちょっと前まで職員の中で話題になってたわよ」

「そ、そうなんですか……」

　話題の内容が怖こわいな……

「うふふっ、そんな顔しなくても悪い話じゃないわ。実力があるとか、長く溜まってた雑用依い頼らいを片付けてくれるとか、高評価だから安心してよ」

「ならいいんですが」

「で、実力だけど……噂うわさに聞いたあの樹海から１人で出られるなら、出られるように鍛きたえられていたなら、まぁあれくらいはできるかな？　ってのが私の感想ね。魔ま獣じゆう１匹の強さも襲しゆう撃げきの頻度も、ゴブリンなんかとは大違いって聞くもの」

「お待たせしました！」

　パエナさんが戻ってきた。忘れ物かな？　……いや、いまお待たせしましたって……なんか書類を渡してるし……

「……うん、いいわね。大丈夫よ」

「ありがとうございます！　えっと、内容を確かく認にんして、こちらとこちらにサインをいただけますか？」

「あっ、はい……」

　内容に不備は見つからない。さっき話した必要事項がしっかりと盛り込まれている。

「お願いします」

「はいっ！　承りました。……こちらが引き換え証です。書類引渡しの際に必要となりますので、失くさないようにお願いします」

「分かりました。『アイテムボックス』」

　この中に入れておけば、まず失くすことはない。

「えっと、これはこれでよくて、次は……あ、本日は何か依頼を受けて行かれますか？」

「そうですね。ランクを上げる必要もありますし……近場であればきつい仕事でもいいので、必要な期間は短く、欲を言えばランクが上がりやすい仕事ってありませんか？」

「きつい仕事でいいのでしたらそれなりに……あっ、ちょっと待ってください確認してきます」

　パエナさんは慌しく出て、１枚の依頼書と共に戻ってきた。

「お待たせしました！　ありました……えっと、確認なのですが、先ほど空間魔法を使われましたね？　もし余裕があればですが、こちらはいかがでしょうか？」

「荷物の運うん搬ぱん。行き先はケレバンですか。ここなら知っています。近々魔法道具市が開かれるとか。ただ……期日が〝できる限り早く？〟」

「ええと……納品予定の荷物を積んだ馬車を送り出した後、積み忘れが判明したそうで……希望は納期に間に合うよう明後日の昼までですが、過ぎても届けば責任は問わないとの事でした。元々依頼者側のミスなので、道中での紛失や破損がなければ依頼の失敗にはしないとの事です。

　次の馬車を用意するまでにもし誰だれか見つかれば、ということだったのですが……空間魔法を使える方でしたら期日内に間に合う、かな……と……すみません……」

「謝らなくていいですよ！　ぜんぜん失敗とかしてないですし。というか、すごくしっかり対応していただいて……」

　書類作りはやけに早かったし、何気なく見せた空間魔法を役立てられそうな依頼を持ってきたり……書類はフォーマットがあったとしても早いし、依頼はちゃんと把握してないと無理だよな？　……実は内心ドジっ子系かと思ってたんだけど、この人まだ入社一週間と考えたら有能じゃない？

　メイリーンさんに視線を送ると、困ったように笑いながら首肯した。

「仕事はできるのよ、この子は気が弱いだけで。だから堂々としてればいいのに……」

「すみません……」







[image: ]







　なんだか難儀な人だなぁ……

　けれど勧すすめてくれた依頼に文句はなかったので、快く引き受ける事にした。







３章17話　ディノーム魔法道具工房







　２日後




「はい、問題ありません」

「ありがとうございます」

　道中は襲撃などもなく、無事にケレバンの門をくぐる。

「あ、すみません。あと一つ伺うかがいたいのですが、〝ディノーム魔法道具工房〟への道をご存じありませんか？　住所はここらしいんですが……」

「この住所でしたら東の方ですね。この道をまっすぐ24番通りまで向かって…………すみません、あの辺は道が入り組んでいて口では……」

「いえ、そこまで教えていただけて助かりました。ありがとうございます」

「そうですか、それではお気をつけて。あっ、あそこの乗合馬車を使うと早いですよ！」

　丁てい寧ねいな対応をしてくれた門番に礼を言い、教わった馬車乗り場へ。

　そこには幌ほろも座席もない、荷車を大きくしたような馬車が停まっていた。

　御者１人しか乗っていないが……これで間ま違ちがいないよな？

「すみません、24番通りまでおいくらでしょうか？」

「24番？　なら小銅貨２枚だ」

「ではこれで」

「後ろに乗りな、そろそろ出発の時間だ」

「失礼します」

　俺が乗り込んだのを確認して、御者の男性は馬車を走らせた。

「ちょっとこの鍋なべもう少し安くならない？」

「勘弁してくれよお姉さん！」

「おーい！　はぐれるなよ!?」

　ゆったりと流れる街並みを眺ながめていると、街の活気を感じる。

　前回来た時も人は多かったが、今はそれ以上に混雑しているようだ。

「坊主ー、どっから来た？」

「ギムルからです」

「わりと近いな、１人で観光か？」

「冒険者なんですが、依頼が片付いたら観光してみようかと思っています。市が開かれるそうですね？」

「ああ、明日な。今回は魔法道具の市だとよ」

「他の市もあるんですか？」

「なんだ、坊主は遠くからこっちの方に来てるのか？　ギムルでも、つーかこの辺では有名だよ。市は年に６回。メインの品は変わるが、毎回会場は中央広場だ。その他、周りに屋台やらなんやら出るのは毎回お決まりだな。まぁ何年か住めば珍めずらしくもなくなっちまうよ」

　年に６回って２ヶ月に１回のペースじゃないか。それは住人にとっては珍しくもなくなるだろう。

「その分俺おれ達たちは稼かせぎ時が多くて助かるんだ。そら、ちょっと詰めてやってくれよ」

　馬車が停まり、新たな乗客が一気に乗ってきた。これはなかなかの人口密度だ……

「ん？　……どっかにしっかり掴つかまってくれ！　この先少し揺れるかもしれんぞ！」

　御者の男性が叫さけび、各おの々おの荷台のヘリに掴まる乗客。彼らに倣って俺もヘリを掴むが、いったい何事だろう？　道でも荒れてるのか……？　と思ったら、前方の右側にゆっくりと進む小さめの荷車があった。

「チンタラしてんじゃねぇ!!」

「遅いぞクソジジイ！」

　大きな樽を積んでいて、引いているのは結構なお爺さん。口の悪い若者が御者をする馬車に次々と追い抜ぬかれている。

「ったく危ねぇな……」

　乗合馬車の御者さんは眉まゆをひそめている。確かに若者は素人しろうと目にも若じやつ干かん強引な抜き方に見えた。しかしお爺さんの方も確かに遅いので、人によっては邪じや魔まかもしれない。いったいどちらのことを考えているのだろうか……

「おいおい……」

「あの人、乗るのかね……」

　今度は周囲の乗客がざわめいた。

　視線を追うと、次の停留所に相撲取りのような体格のおばさんが立っている……

「24番通りまでお願いね。よい、しょっ!?」

「ぐふっ!?」

　勢い余って倒たおれこんできたおばさん。

「ごめんなさい！」

「大だい丈じよう夫ぶです……」

　少し圧迫されたが特に怪け我がはないことを伝えると、おばさんはそのまま俺の隣へ……狭せま苦くるしくなっていた馬車が、さらに狭く感じる……




■　■　■




「ここだよ」

「ありがとうございました！」

「いいって、仕事頑張りなよ」

　隣に座ったおばさんに案内してもらい、届け先の〝ディノーム魔法道具工房〟に到とう着ちやく。

　ここまでの道は正直、あのおばさんがいなかったら迷ったかもしれない。聞いて良かった。

「『アイテムボックス』」

　荷物と依頼書を用意して、と……よし！

「いらっしゃい！　おや？　かわいらしいお客さんだね」

　扉とびらをくぐると正面にカウンターがあり、その中に恰幅の良い女性が座っていた。

　店内はお世辞にも広いとは言えない。たとえるなら駅のホームにある売店くらいだろう。

「見ない顔だけど、お使いかな？　明かりならこっち、火種はこっちだよ」

　女性はカウンターの下、商品らしき小さな魔法道具が並ぶ棚たなを指差して教えてくれる。

　しかし申し訳ないが、俺は客ではない。届け物に来た冒ぼう険けん者しやである事を伝えよう。

「届け物？」

「はい、こちらにサインをいただけますか？」

「ちょっと待って、父さーん！」

「おー!?　ちょっと待ってろ！」

「ちょっと待ってね、すぐ来るから」

　そんな声が聞こえてから数分で、今度は髭面の男性が出てきた。

「何の用だ」

「届け物だってさ、父さん宛だから自分で受け取ったほうが良いでしょ。ほら」

「届け物？　……ああ部品か。間に合わねぇと思ってたんだが……ほれ」

　サインの入った依頼書を返してもらった。これで依頼は達成。後は報告を残すのみだ。

「ありがとうございます。それでは失礼……」

「待て。こいつを持ってギムルから来たんだろ？　急いでないなら茶の一いつ杯ぱいでも飲んで行け。安物だけどな。おい、後任すぞ」

「はいはい」

　言った本人はそそくさと奥おくに戻もどってしまったが、娘むすめさんがお茶を入れ始めた。

　……せっかくだから、いただこう。

「はい、どうぞ」

「いただきます」

　カウンターの隅すみでお茶をいただく。……？　このお茶、コーヒーに近い味がする。

「どう？　口に合うかな？」

「美味おいしいです。気に入りました」

「それなら良かった。ちょっと珍しいお茶だから心配だったんだけど」

「前に似たものを飲んだ事があります。これは炒った豆から？　それとも花の根から？」

「ダンテの花の根っこらしいよ。細かい事は知らないけど、体にいいんだってさ」

　なるほど、タンポポダンテコーヒーか。懐なつかしい……会社勤めの頃ころはこれにひと手間加えたものを常飲していた。

「どこで買えますか？」

「そんなに気に入ったの？　……私にいつも分けてくれるのは近所の薬屋の爺さんなんだけど、趣しゆ味みで作ってて商品じゃないらしいんだよねぇ……」

「そうですか、ありがとうございます」

　材料となる花の名前が判明したんだ、ならそれを手に入れて作れば良い。俺の記憶が確かなら、地球のタンポポコーヒーは根を水洗いして乾かん燥そうさせた上で、炒って煮出すはず……そう難しい手順ではない。

「ごちそうさまでした」

「お粗末さま、もう行くのかい？」

「はい、今日の宿を取らないといけないので。お茶、ありがとうございました」

　礼を言っていざ店を出よう。

　と扉のノブに手をかけたその時。外側から力がかかる。

「おっと」

「おや、これは失礼……」

　扉を開いた相手と俺。どちらも接触を避けるため同時に動きを止めた。

　その際、相手を見て、さらに動きは固まる。

「リョウマ様？」

「セルジュさん？」

　目前に立っていたのは、明らかにセルジュさん。

　名前を呼ばれた事で他人の空似の可能性は消えた。

「こんにちは。奇遇ですね。魔ま法ほう道具市に行くとは聞いていましたが……」

「まったくですな。リョウマ様はどうしてこちらに？」

「冒険者として届け物の依頼で。緊きん急きゆう性があるものだったので、少し急に決まって」

「それはそれは……私は挨あい拶さつ回りです。ここは私が懇意にしている工房の一つでして」

「そうだったんですか」

「セルジュの旦那！　やっときたか」

「おお！　失礼、ディノーム殿お久しぶりです」

「たかだが２、３ヶ月で大げさな。まぁ旦那も元気そうでなによりだ。ところでその坊主と知り合いなのか？」

　奥から出てきたさっきの男性が挨拶をすると、こちらに不思議そうな目を向けられた。

「リョウマ・タケバヤシといいます。セルジュさんにはいつもお世話になっています」

「いえいえこちらこそ。……彼かれは見た通り若いですが、よい関係を続けたいと思わせる人ですよ。魔法道具にも興味があるようですし」

「ほう……旦那にそんな事を言わせるとはね。俺はディノームだ。興味があるなら中を見ていくか？」

「よろしいんですか？」

「いいから言ってんだよ。どのみち旦那に見せるものもあるからな」

　そう言い放ち、返事を聞かずに奥へ入っていくディノームさんと、慣れたようについていくセルジュさん。娘さんに頭を下げて、２人を追うことにした。

「ここだ」

「へぇ……」

　奥につながる扉をくぐると、先ほどの店からは想像できない広さの部屋だった。まず箱に車輪がついただけに見える物が４台。おそらくあれが噂の魔道車だろう。部品や作業台も部屋の隅には見られる。反対側には資材の搬入出を行うと思われる大きな扉や広めの窓もついていて、明るく開放的な空間だ。

「下手に触らなければ適当に見てていいぞ。旦那はこっちだ」

　と言われてもどうしていいかわからないので、セルジュさんについていく。

　どうやら魔道車の説明を受けるようだ。

「これが最新型ですか。……あまり変わりませんな」

「外見はそうだが、動力の強化に車体の軽量化もしてある。ほら、これだ。だが……課題の解決とまではいかねえな」

「荷を載せるのは無理ですか……」

「軽いものなら運べなくもない。微び妙みような所だ。これ以上軽量化するとなると今度は強度のほうに不安が出てくる。安全性は犠牲にできん」

「ええ、それは問題です。レースにも事故、衝突はつきものですからね……」

　魔道車レースの話が時々出てくるあたり、もしかすると参加するのかもしれない。ディノームさんがメカニック、セルジュさんはスポンサーといった感じか？

　最初はまだ分かったが、時々手元の魔法道具を起動しながらマニアックな話を始める２人。

　動力の回転数の話になったあたりで、俺はそっとその場を離れた。

　工房内を見て回るが……見ただけでは正直よく分からない。いったい何を作っているのか……ん？

「これは……普通だ」

　箱と車輪だけの魔道車が並ぶ中に、一台だけ普通の馬車らしき物があった。

　と言っても差は馬をつなぐ部分の有無くらいしかないが……御者台もついているし、魔道車じゃなくて別の魔法道具なんだろうか？

　気になったので、２人の話が途切れたタイミングで聞いてみる。

「ディノームさん、あちらのは何の魔法道具ですか？」

「あれか？　あれは別に何の魔法道具も積んでない普通の馬車だよ。近所の奴やつから修理を頼たのまれたんだ」

　そうなのか。と俺は納得したのだが、横で聞いていたセルジュさんが首をかしげている。

「珍しいですな、貴方が普通の馬車の修理を引き受けるなんて」

「ああ、まぁな……」

　言いよどむ彼を見ながら、どういうことかと聞いてみると、セルジュさんは少し声を落として教えてくれた。

「数年前にお孫さんが生まれてからだいぶ丸くなられましたが、魔法道具以外の品には手をつけない方でした。馬車が壊れたなら馬具屋か馬車屋へ行けと断ると思ったのですが……」

「……実は少しばかり金が欲しくてな、その……孫のために」

　恥ずかしいのか、ひげ面を赤らめてぶっきらぼうな言葉が出てきた。

「贈り物ですか？　でしたら私もご協力させていただきますよ」

　なんだか生暖かい空気の中、セルジュさんが申し出る。

　しかし彼はそれを断った。

「悪いな、旦那。贈り物じゃなくて学費なんだ」

「学費というと、もしや王都の？」

「だな。なんでかっつうとな……」

　もったいぶった口調だが、明らかに話したくて仕方がないような雰ふん囲い気きを発している。

　これはもしや……

「うちの孫は天才かもしれないんだよ！　まだ４つになったばかりなんだけどな？　よく俺達の仕事の話を聞きにくるんだよ。それで一番下の弟で子しは兄貴風ふかしてペラペラ説明しやがるんだ。半人前が何を偉そうに言ってんだか……と思ってたんだがよぉ、ちょっとこれ見てくれよ！」

　もう……デレッデレのにやけ顔を隠そうともせずに、作業台の引き出しから持ってきたのは数枚の歯車。ディノームさんはおもむろに１枚取り出し、手のひらの上で魔ま力りよくを流した。

「おや？」

　魔力を流された歯車が回り始める。先日セルジュさんからいただいた歯車と同じ魔法道具のようだ。しかし……あれと比べるとめちゃくちゃ回転が遅い上に、時々さびついたように動いては止まり、動いては止まりを繰くり返かえしている。

「話の流れからして、これはお孫さんが？」

「わかるか坊主！　そうなんだよ、すごいだろ？　商品にはならんが孫はまだ４歳さいだぞ？」

「やっぱり早いですよね？」

「そうなんだ！　赤ん坊の頃は背負いながら仕事してたこともあるから覚えていたのかもしれないが……それにしても驚おどろいてな」

「僕ぼくは付与魔法は使えないので、ちょっとうらやましいですね」

　こういう人には下手に口をはさまず。かといって聞いていないと思われないように、相手の話に肯定的な姿勢で乗っておくのが無難である。

　前世からの経験則に則って動いた結果、この後しばらく彼の孫自慢に付き合う事になった……







３章18話　試作と評価







「お疲つかれ様さまでした」

「セルジュさんも」

　ディノームさんの孫自慢を一いつ緒しよにやり過ごしたセルジュさんと街を歩く。

　彼が上手うまく話の方向を他所に向けてくれたおかげで、空はまだまだ日が高い。

「それにしても、リョウマ様は随分と気に入られましたな。見事なお手前でした」

「僕はただ角が立たないようにするので精せい一いつ杯ぱいで。セルジュさんこそ流石の話術です」

　なんだこの越後屋と悪代官のようなやり取りは……

「ところでそれはどうなさるおつもりで？」

「どうしましょうか……」

　俺おれの手の中には、小箱に収められた歯車が１つ。気を良くしたディノームさんから〝未来の有名魔ま法ほう道具職人の記念すべき始まりの一品〟だと言われていただいた。……はたして値はつくのだろうか？

「実際どのくらいなんでしょうか？　そのお孫さんの才能とか……」

「そうですな……親の真ま似ねをして、幼い子供が自然に覚えた魔法を使ってしまう例はたまにあります。珍しいことですし、才能の片鱗である可能性はありますな。ですが将来的にその方向に才を発揮し続けるかは……」

「ですよね……」

「まぁ……今でこそ丸くなっていますが、昔のディノーム殿はそれはそれは気難しい方でした。ですがそれは仕事への責任感の裏返し。お弟子さんへの指導も厳しかった。贔ひい屓き目を考慮しても、彼が認めたなら見込みはあるでしょう」

　その期待が将来お孫さんの負担にならない事を祈ろう。

「ところでセルジュさん、気になっていたんですが、護衛の方は？　１人で出歩いて危なくないですか？　この街、治安が悪そうですし」

　大きな商会のトップなら１人くらい護衛をつけてそうなのに、誰も見あたらない。

　隠れてついてきているというわけでもなさそうだし……

「この街には数え切れないほど滞在していますからな。日暮れ前であればほとんど危険はありませんよ。今回のように市が開かれる期間は警備も強化されますし、人通りの多い場所なら命にかかわる様な事はありません。スリか物取りの被ひ害がいにあったなら、それは私の注意不足ですな。

　それに挨拶回りの相手先には、余計な人を連れてくるのを嫌きらう方もいらっしゃいますし……万が一の場合の備えもございますから」

　そう言って彼は腰こし元もとにあるベルトのバックルを軽く叩いた。一見繊細で品の良い装そう飾しよくがされた普通のベルトに見えるが……

「もしかして魔法道具ですか？」

「いかにも。私のコレクションの１つでして、魔力を通すと瞬時に結界魔法の防ぼう壁へきが展開されます。さらにこちらの腕うで輪わは煙えん幕まくを張る魔法道具です。一時的に身を隠せますし、街中であれば人目につきやすい上、火事を疑って人も集まることも期待できます。このように戦えはしませんが、身を守る手段はいくらか備えがありますからご安心ください」

　なるほど。街の歩き方なら俺が心配することはなかったか。

「リョウマ様はこれからどうされますか？」

「まず宿を取ろうと思います。せっかくですし、帰るのは明日の市を見てからにするつもりなので」

「でしたら私の泊とまる宿を紹しよう介かいしましょう。安全ですし、大通りに面しているので乗合馬車を使えば迷うことはありませんよ」

　こうして情報を手に入れた俺は宿へ向かう。

　セルジュさんはまだ挨拶回りが残っているそうで別行動。

　ただ夕食と明日の市は案内をしていただける事になった。




■　■　■




　30分後。




　無事に宿を取れたはいいものの、暇ひまになってしまった。

　特に急いで必要なものは無い。魔法道具は明日の楽しみ。夕食はセルジュさんが帰ってくるのを待つ。スライムの餌えさやりも済ませた今、することが無い。

　出かけてセルジュさんと入いれ違ちがいになったら面めん倒どうだ……ここにきて携帯電話の便利さを再認にん識しきした。そういう魔法道具があればいいのに。……魔法道具……せっかくだから暇つぶしに何か作ってみるか。

　アイテムボックスにはあの回る歯車が貰もらった状態のまま入っている。ディメンションホームには鉄がある。ある程度の変形なら錬れん金きん術じゆつで加工できる。それらを使って作れそうなものは何か？　できれば生活に役に立つものが良い。

　この条件で考えてみると……

「……あれ？　パッと思いついただけでも結構あるな……」

　扇風機。換かん気き扇。電動ドリル。回転刃の草刈り機……

　回転軸は木工の知識に馬車や車輪の構造が含ふくまれているから流用すればいいし、あとは必要なパーツを用意して、歯車を組み込めばどうだろう？　歯車自体が魔力で回転するし、機能の中ちゆう核かくだけならだいぶ単純に作れそうな気がする。色々作りながら考えればいいか。

　こうして俺は作業に入る……




「リョウマ様。おられますか？」

「はい!?」

　いかん、また没頭してた。

　セルジュさん帰ってきたんだ。

「お帰りなさいセルジュさん。夕食ですよね。すみません、ちょっとお待ちいただけますか？　部屋を軽く片付けますので」

　一言伝え急いで部屋を軽く片付ける。

　あまり待たせるのは悪いので、物をアイテムボックスに放り込むだけですませた。

「お待たせしました」

「それでは参りましょう」

　こうして案内されたのは、筋骨隆々の男達が多い居酒屋のような店だった。客層は主に肉体労働者と思われる筋骨隆々な男達。セルジュさんのオススメということで高級店をイメージしていたが、案外敷居は低そうだ。それとも俺に合わせてくれたんだろうか？

「ここの肉料理は豪ごう快かいで食べごたえがありましてな。酒との相あい性しようもよく、くる度に食べ過ぎてしまって……」

「あらセルジュさん！　いつもの席でいい？」

　店員の女性に顔と名前を覚えられている。どうやら常連というのは本当らしいな。

「お願いします」

「かしこまりました。あら？　今日はかわいらしい子が一緒ですね。息子さんですか？」

「息っ!?」

「彼は、取引先の方ですよ。ええ」

　たしかに外見はそれくらい年ねん齢れい差があるかもしれないが、実際に言われてみるとどう返していいか困る。セルジュさんも若干苦笑いだ。

「それじゃ２階へどうぞー」

　店員さんに従い上の階へ行く。

「？　おっ」

　扉を開けた途と端たんにすがすがしい風が通った。見れば２階の席には壁や窓がなく、屋根と柱のみ。その間からは行き交う人々や建物の明かりで彩られた街並みが広がっている。騒がしい雰囲気もあいまって、まるでビアガーデンのようだ。しかし座席はそれぞれ木の皮を編んだ衝立で仕切られた個室になっているため人目は遮られ、ある程度落ち着きもある。

「ご注文は？」

「いつもの料理を２人分お願いします。その前に１杯、お酒は何がありますか？」

「セルジュさん、運が良いですよ。料理長が今日はいつもより上物のエールが入ったって」

「ではまず軽いつまみとエールをジョッキで。リョウマ様は何か飲まれますか？」

「セルジュさんと同じものをお願いします」

「同じものだとエールになりますけど、コップで？」

「ジョッキでお願いします。ご心配なく。テクン様から加護を頂いている身なので」

「でしたら１杯目はサービスさせていただきます！」

　酒の神の加護だけ開示したステータスボードも提示すると、女性はそんなことを言い出した。

「……いいんですか？」

　免許証くらいの気持ちで提示した物が、１杯無料のクーポン券になったような……なんだろうこの気持ち。本当に大丈夫なのか心配になってくる。

「いいお酒が入った日にお酒の神様の加護持ちが来るなんて、これはもう飲ませろってことですよ！」

「飲食店ですとお酒の質は売り上げに関わりますからね。ゲンかつぎをする店は多いですよ」

「では、お言葉に甘えます」

「はい！　少々お待ちください」

　不安を断ち切り女性を見送る。何かあっても代金を払えばいいんだ。うん。

「それにしても綺き麗れいですね」

「この景色はこの街の活気そのものですからな」

「それでも１つの光が弱いからでしょうか？　夜空の星もちゃんと見えて……こう、自然と人工の光がちょうどよく交ざったというか……」

「自然と人工の光の調和。そういう捉え方もありましたか」

「お待たせしました！　エールとおつまみです」

「早っ」

「ここはエールとおつまみならすぐ出てくるんですよ」

「この２つは次々注文されますから！　お２人もどんどん飲んでくださいね！」

　回転率が良さそうだな、この店。

「ではリョウマ様、まずは一杯」

「はい、では……」

「「乾かん杯ぱい！」」

　ジョッキを掲げて乾杯の後、エールに口をつける。

「んっ！」

　飲んだ瞬しゆん間かんに香りが広がった。果物のような甘めの香りにハーブ？

　口当たりの良い泡に包まれて、滑らかに舌の上から喉へと流れ込む。

　苦味が少なく酒精も強くないようで、どんどん飲めてしまう。

「……っ……ぷはっ！　美味しい！」

「本当ですな！　つまみとも合いますし……ううむ、これも良い」

　つまみは塩をふられたナッツ。軽くローストしてあるのか、ほのかに香ばしさを感じる。

　エールの甘みとナッツの塩気と香ばしさが絶ぜつ妙みようだ。

「これは仕事の後に最高でしょう」

「まだまだ。この店は肉料理がきてからが本番ですよ」

　それは楽しみだ。本番前に飲み過ぎないようにしなければ。

「ふぅ……そういえば、先ほどリョウマ様の部屋にあったのは魔法道具ですかな？」

「見られていましたか。お恥ずかしい。外で刺激を受けたからか、試ためしに何か作ってみようかという気分にまかせて」

「ほう！　して、どんな物を？　差し支えなければ教えていただけませんか？」

　別に隠すほどのものでもない。

　酒の席の話題として、いくつか作った内の小さい物を見せてみた。

「どうでしょう？」

「……前々から思っていましたが、リョウマ様は少々変わった発想をされますな」

「と言いますと？」

「たとえばこちらの〝扇風機〟と〝換気扇〟でしたな。これらはどちらも風を送るための魔法道具ですね？　送風の魔法道具は珍しくありませんが、このように羽を回転させて風を送るものはまず見ません。
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　単に風を送りたければ風魔法を付与すればいい。それが魔法道具に関わる者の常識です。そうすれば羽などの部品を作る手間や材料費を抑おさえることもできますし、量産もしやすい。使いやすさや見栄えを良くする為ために加工することはありますが、このような機構を組み込む職人は少数派です」

　なるほど、確かにその方がコストカットはできるし簡単に作れるか。

「魔道車と似たようなやり方だと思いますが」

「私もそれは感じましたが、そもそも魔道車の歴史は歴史的に重要な書物に挟はさまっていたメモが発端となっています。それは魔法道具のアイデアを書き記した物で、詳しよう細さいな構造などはまったく書き記されていなかったそうですが、再現に成功して現在も活用されている物もあります。たとえば温風で室内を暖める〝ヒーター〟。逆に冷風で涼しくする〝クーラー〟。冷気で食物の鮮度を保ったまま保存・運うん搬ぱんを可能にする〝クーラーボックス〟などですね。

　聞いたところによると、リョウマ様の店では結界魔法と氷魔法を活用して食料を保存しているとか……これはやり方こそ違えど、〝クーラーボックス〟と同じ。リョウマ様の考え方は、そのメモを書き記した方に近いのかもしれませんな……」

　……名前のつけ方からして、その人たぶん俺と同じ転移者だ。

　とは言えないので相槌を打っておく。下手なことは言わないに限る。

「まぁ、そんなに簡単に良い物はできませんよね」

「いえ、これはと思う物がありましたよ。これです」

「えっ？　これ？」

　セルジュさんは、俺がテーブルに並べた内の１つを示す。それは凹おう凸とつのあるトイレットペーパーホルダーに小さな櫛を取り付けたような、我ながら不恰好だと思う〝オルゴール〟だ。

　魔力を流すと歯車と取り付けた筒つつが回転し、表面の凹凸が童謡を奏でる。だがそれもピアノなら指一本で弾く程度の単調なメロディーが繰り返されるだけ。

「本当にこれですか？」

「間違いありません。収集家として多数の魔法道具を見てきましたが、勝手に音楽を奏でる魔法道具とは実に面おも白しろい。生活に役立つものではありませんが、玩具としては十分に商品価値があると思います。このような玩具を好む貴族の方も大勢いらっしゃいますし、装飾に気を遣えば十分に売れるかと」

　少し声を潜めたところを見ると、わりと本気で話しているようだ。

　地球だとオルゴールは中世ヨーロッパあたりに完成。だけど原型はそのずっと前からあった〝カリヨン〟（時間を知らせる教会の鐘）だと大学の講義に出てきた記憶がある。そこから手動だった物が自動化され、さらに時計に組み込まれて時刻を知らせる装置に……

　ここまで考えて思い出した。以前公こう爵しやく家の方々から頂いた時計も魔法道具で、内部の複雑な機構なんてまったく無い代物だった事を。

「こんな風に音を鳴らす魔法道具はないんですか？　教会の鐘が鳴るのをよく聞いていますが、あれはもし遅れたら大変でしょうし、そういうところで使われたりは？」

「……思い当たりませんな。笛と合わせて警笛を鳴らす魔法道具ならありますが、魔法道具だけで演奏となると……やはり庶民なら旅芸人や吟遊詩人、貴族であれば音楽家を召し抱かかえるのが普ふ通つうでしょう。

　教会の鐘は修道士や修道女の職務であり、規則的な生活と修しゆ行ぎようの一環でもありますから。魔法道具での代用は……まず、無いでしょうね。確かめたこともありませんが」

　ということは録音技術もないと考えていいか？　なら蓄音機とレコードなんかも作れれば興味を引くかな？　それは今考えなくていいか。とにかくオルゴールに予想以上の商品価値があるのは理解した。

「どうやら商品として考案したつもりはなかったご様子ですが、放っておくには少々もったいないかと思います」

「……売り出すとして、具体的にはどうしましょう？　僕が作って売るというのは無理ですが」

「まず……」

「お待たせしましたー、こちらが当店自慢の特製ステーキ、ハーブバター添えです」

　おっと、料理がきた。

　湯気と一緒に立ち上るバターとハーブと肉の香りが食欲をそそる。

「この話は食事の後にしましょうか」

「そうですね。あとエールのお代わりをお願いします」

　セルジュさんがお酒を追加注文し、俺は急いで並べた物を片付ける。
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　夕食の後。心地よい気分で宿に戻ってきた。

　お土産に買ってきたエールをスライムに与あたえ、自分達も片手に先ほどの続きを話す。

「オルゴールについては完全に委託してしまうのが良いでしょう」

「やっぱりそれが妥当ですよね」

　俺１人では手が足りないし、専門知識もない。だがそうなると誰だれに委託するかという問題がある。販はん売ばいはセルジュさんとモーガン商会に任せるとしても、職人は？

「心当たりは多いですが、まずはディノーム殿に声をかけてはいかがでしょうか？　腕は確かで魔道車の開発からこのような魔法道具への知識と理解があります。単純に新しい物がお好きな方でもありますし、リョウマ様も実際に会ったことがあれば不安も少ないかと」

「確かに……あちらの負担にはなりませんか？」

「そこは対策しだいですが、まず大丈夫でしょう。あちらはディノーム殿を筆頭に３人のお弟子さんがいらっしゃいます。それにこのオルゴールの構造は私でも理解できましたから、売り出せばすぐにでも類るい似じ品ひんが出回るでしょう。

　それを防ぎ技術や製品の考案者の権利を守るために〝特許〟がありますが……これは防水布の件でお話ししましたな？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　特許については説明を受けていたが、地球の物と変わりはない。

　職人ギルドで申請し、認定を受ければ他の許可のない無断使用は取り締まってもらえる。ただし無断使用を防ぐために、品や使われた技術の詳細は職人ギルド全体に通達される。これは情報を開示しなければ取り締まりにも支障が出るため、この情報拡散は申請するなら拒否できない。そして、使用料を支し払はらい許可を受ければ他人も合法的に技術を使用できる。

　特許として公開するか、秘匿して独占するかは権利者の自由。防水布の場合はセルジュさんを通じた販路が用意されていたので、そちらでの顧こ客きやくを確保しやすいという理由から秘匿を選せん択たくした。作り方がばれたらばれたでスライムに光が当たる希望もちょっと含めて。

「オルゴールが売れるようなら他所も手を出し始める。だからディノームさんの所に注文が殺到して困らせる可能性は少ないと」

「そうなりますね」

　セルジュさんが今回は申請をすべきと意見を出してくるが……

「何か気がかりでも？」

「気がかりと言うか……申請にはまず職人ギルドに登録する必要があるという話でしたね？」

「はい、そうなっています」

「申請のためだけに登録するというのも……ご存じとは思いますが、僕はテイマーギルドにも登録しています。ですが請けられる仕事がなくて。一員として働かないのに所属してるのが若じやつ干かん申し訳ないんですよね……」

　リムールバードにできそうな手紙配達は専門の方々がいらっしゃったし、スライムは言わずもがな。テイラー支部長には親切にしてもらっているけど、それだけに申し訳なさが倍増する。

　だから登録するなら最低限の仕事をしたいな……と思うのだが、正直冒ぼう険けん者しやと店で手て一いつ杯ぱい。少し無理をすればいけると思うけど、無理はするなと公爵家の皆みなさんから注意も受けている。それを振ふり切ってやろうとは思わない。

　……まさかこんなことを考えるとは……前世はちょっと無理したらできる？　なら早く片付けてしまおう！　そんな考え方だったのに。これは成長だろうか？

「そうだ、どうせ委託するなら最終的に委託する方に申請していただけませんか？　そうすればこちらの手間も減るでしょう」

「それは……申請は可能です。が……うむむ……」

　急に頭を抱えてしまう、問題があるのか？

「申請者が誰であれ問題はありません。ですがディノーム殿ですと……他人の成果を盗むような真似ができるか！　と、拒否される可能性が少々」

　プライドの問題か。

「それに誰か代理を立てるならば、申請後はリョウマ様の権利ではなくなります。最悪の場合、利益はなくなるかもしれませんよ？　そのあたりはどうお考えで？」

「最悪の場合がどんな状じよう況きようかにもよりますが……」

　権利者の話を突き詰めれば、俺にも利益を受け取る権利は本来ない。あるとすれば前世の遠い昔の誰かである。俺はそれをここで真似て作ってみたら、売れそうだという話になった。そしてそれを咎める人間がいない。クリーナースライムよりもさらに棚たなぼたな状況になっただけだ。

　オルゴールの権利や利益にそれほど執着はない。ただし利益を真っ向から拒絶するような正義感もプライドも持ち合わせていない。要は使える物があったら使う。無ければ無いでよし。セルジュさんには悪いと思うが、個人的にはその程度の捉え方なのだ。

　そのうえで、セルジュさんの質問に答えるとすれば……

「最終的な相手に拘かかわらず、利益はそれほど多く求めるつもりはありません。相手が魔法道具職人の方でしたら……今後冒険者としての活動に必要な物が出てくるでしょう。その時に魔法道具の相談に乗っていただいたり、商品の購こう入にゆうで優遇していただければ結構。

　多少のことで事を荒らげるつもりもありませんが……そのお相手がもし、あまりに礼儀を欠いた対応をしてくるようでしたら……実は似たような品のアイデアがもう１つあるんです」

「……曲が違うという意味では、ないのでしょうね」

「そちらは試作もしていませんし、成功するかも分かりません。しかしもし成功したら……それはオルゴールよりも優すぐれた物になる可能性があります。オルゴールの価値を落とすくらいに」

　セルジュさんは顎あごに手を当て、俺の言葉を反芻しているようだ。

　店でも少し考えた蓄音機とレコード。この２つはどちらもオルゴールが開発された後に開発され、それまでのオルゴールにとって代わる存在になったと言われている。もしそれを完かん璧ぺきに再現できたならば……

「……オルゴールの利権を奪うばわれたとしても、それを叩たたき潰す策があると言うことですか……」

「あくまで可能性がある、というだけです」

　蓄音機は子供向けの簡単な作製キットが付録についていた雑誌もあるくらいだし、構造もそこそこ知っている。魔法があれば作れないことはなさそうだ。しかし問題はレコードをどうやって作るか。そこが曖昧で、どこまで再現できるかは不明。世間に通用するレベルの物が作れる保障はない。

「もし太刀たち打うちできなければ……僕の見る目のなさと、見通しの甘さと、知識不足に実力不足の結果になりますね。その時はその時でしょう」

　結局のところ、どうなるかはやってみなければ分からないのだ。

　それを聞いて、セルジュさんは大きくため息を吐ついた。

「分かりました。ではその方向で話を進めましょう」

「大丈夫ですか？」

「平気ですよ。しかし、少々驚きました」

　……何に？

　疑問が顔に出ていたようで、彼かれは笑って口を開く。

「オルゴールよりも優れた製品のアイデアがある事もそうですが……リョウマ様の口からそれを用いて相手の客を奪うという強きよう硬こうな意見が出てくるとは意外でした。どちらかと言えば穏便に話をまとめようとする方だと考えていましたから」

「基本はそちらが好みですが、強硬手段もとりますよ。襲しゆう撃げきを受けた時とか……わりとのんびりやってる事は否定しませんが」

「私もまだ未熟という事ですな……少々、読み違えていたようです。しかしこれはこれでまた面白い」

「今度は何の話ですか」

「フフフ……リョウマ様の今後に期待が高まった、という事ですよ」

　そんな要素があっただろうか？　それとも酔よっているんだろうか？

　話がまとまった事だし、心配になったので今日はこれでお開き。

　セルジュさんを部屋まで送り、明日の約束を確かく認にんして部屋に戻もどった。




■　■　■




　翌朝




　のんびりと朝食を食べた後。２人で街へ繰り出すと、メインストリートは昨日以上の賑わいを見せている。馬車がすぐ隣となりを行き交う狭い歩道を増えた人々と一緒に進み、やっとのことで中央広場にたどり着いた。

「ここが定期市の会場です。ふぅ……」

　広場には多数の天幕が整然と並んでいるのが分かる。馬車の乗り入れは禁止。荷物は馬車から人力の荷車へと移され、歩行者は天幕の間を自由に歩ける。

「そこの旦那！　うちの店を見てってくださいよ！」

「坊ちゃんうちには面白い玩具があるよ！」

「王都から仕入れた最新デザインの魔法道具はこちら！　うちの品は流行の最先端だ！」

「……呼び込みが多くて迷いますね。ここからどうしますか？」

「私はいつも適当に気になったところへ入りますからね……リョウマ様は何か探している物などは？」

「そうですね……これといった物はないんですが、今度家にかまどを作るのでその役に立つ物とか、廃はい坑こうの整備や旅に便利そうな物があれば欲ほしいですね」

「ではそういう魔ま法ほう道具を探しながら、適当に見て回りましょう」

　天幕の間をぶらぶらと歩く。

「ここは農具ばかりですね？」

「肉体強化の魔法が付与された農具ですな。魔力を込めると作業が楽になるので、常に一定の需じゆ要ようがあります」

「へぇ……これは整備に使えそうですね」

「いらっしゃい。何か欲しいのかい？」

「木を伐採するための斧おのと、草刈り用の鎌はありますか？」

「斧はいくつか種類があるけど、鎌はこれしかないんだ」

「大鎌ですか」

「小さいのは付与しなくても楽に使えるからねぇ。仕入れた分は全部売れてしまって」

　……これなら広範はん囲いを刈れそうだし、使いながら慣れていけばいいか。

「大丈夫です。その大鎌と斧、あとは……あのピッチフォークもください」

「魔石と自分の魔力を使う２種類があるけどどっちがいい？」

「自分の魔力で」

「なら２９，０００スートだね」

「これでおつりをお願いします」

「まいどあり」

　小金貨を３枚払うと、中銀貨で返ってきた。

　アイテムボックスに買った物を詰め込み、次の店へ。

「ここは何でしょうか？」

　見ただけでは分からない品が並んでいる……

「ふむ……ここは業者向けの店のようですな。たとえばこの魔法道具は建築関係の方が使う魔法道具です」

　一定間隔で丸いコブが７つもついた金属の棒。これをどう使うんだろう？

「この丸い部分の一つ一つには、威い力りよくを変えた土魔法の〝ブレイクロック〟が込められています。これを順番に石材や壁へ向けて使うことで、対象の土魔法に対する強度を測るのです。土魔法への抵抗力がある塗と料りようを使っていても、ほったらかすと経年劣れつ化かで効果は減退しますからね」

「そんな道具もあるんですか」

「ちなみに以前売っていただいたリョウマ様の石材。あれをこれと同じもので確かめたところ、なかなかの抵抗力でしたよ」

「なんだかもう懐なつかしい感じがしますね」

「まだ１年も経っていませんが……むっ？」

「どうかしましたか？」

「気になる店を見つけました」

　セルジュさんは広場の隅すみへ向かい、敷物の上に数品の商品を載せた店の前でかがむ。

「拝見してもよろしいですかな？」

「は、はい！」

　店員の若い男は緊きん張ちようしているようだ。

　真しん剣けんな面持ちで商品を吟味するセルジュさんを見ている。

「……この石臼、スピンの付与はあなたが？」

「はい！　ここにある物は全部です！」

「失礼ですが、所属の工房は？」

「俺おれは……今はどこにも……」

　それを聞いたセルジュさんは笑え顔がおになり、小型の石臼を買い上げて懐ふところから取り出した紙を与えた。男はそれを見て深々と頭を下げ、店を後にした俺達たちを見送っている……

「セルジュさん、それ重いでしょう。僕ぼくのアイテムボックスに入れておきますよ」

「助かります」

「これくらいなら。ところで彼は？」

「彼の店には天幕が無かったでしょう？　あの天幕は出店を申請した工房や商店に対して、市の運営委員会が貸し出している物です。ですから天幕を使っていないのは個人で出店している証。そして〝雇い主や修行先を探している〟という意思表示にも使われるのです。

　彼はおそらく、おぼえが悪くてどこかの工房を追い出されたのでしょう。制御にはまだ甘さが見られますが、石臼を回転させる速度はなかなか。真ま面じ目めそうでしたし、ちゃんとした所で修行を続ければ化けるかもしれません」

　将来性のある人材を見つけた、ということはあの紙は紹介状か。

「その通り。紹介先はディノーム工房です」

「……魔ま動どう車しやの動力を作らせる気ですか？」

「将来的には、そういう期待もありますね」

　採用されてもまだ先のことだろうけど、抜ぬけ目がないと言うのだろうか？

　話をしながら、俺達は魔法道具の市をまだまだ歩き回る。







３章20話　魔法道具市２







「さぁさぁそこの冒険者さん！　どうだい？　この一見普通の矢筒にしか見えない矢筒。だけどただの矢筒じゃない。付与されたアイテムボックスの効果で矢の収納量はなんと最大３００本！　これさえあれば日ごろの狩かりで矢が切れる心配なんてないも同然！　え？　３００射たら終わりじゃないかって？　そんなに狩りは続けないだろう？　３００あって１匹ぴきも獲え物ものを仕留められないなら、弓なんてやめちまえ！」

　小芝居で人をひきつけている商人がいる。

「その矢筒いくらだい？」

「お安くして……なんと20万スートだよっ！」

　冒険者らしい風ふう貌ぼうの男に値段を伝えた瞬間、客が離れていく。

「20万スートはちょっと高いかな……どうですか？」

「暴利というほどでもありませんね。魔法道具を作るには、職人が付与魔法と込めたい魔法の両方を使える必要があります。逆に言えば職人が使えない魔法は道具に込めることができません。そして空間魔法は属性魔法の中でも難易度が高いため、空間魔法を付与できる職人は魔法道具職人の中でも少なく、魔法道具も高価になります。

　しかしあの矢筒やリョウマ様が買っていた農具などは数ヶか月げつから数年の長期間使い続ける事が前提の品ですからね。最初は高く感じますが、大切に使い続ければ元が取れるでしょう」

　なるほど。

「そこのぼっちゃん、魔法に興味はないかい？　良いものあるよ」

「何ですか？　これは」

　声をかけてきた男の店には、紐でくくられた本と金属棒のセットが山積みになっている。

「教材用の魔法道具ですな。購こう入にゆう者しやは付属の書物と魔法道具から放たれる魔法でイメージを固め、その魔法を習得するために使うのです。しかし……これは魔法ギルドの出版物ではありませんね」

「こいつは誓って違法な品じゃありませんよ」

「個人での作成と販売が違法でないのは存じています。しかしギルドが確認した証が無いとなると、信しん頼らい性がいまひとつなのですよご主人。同じ魔法でも魔法道具の性能と正しい解説がついているか否いなかが分かりません。道具の性能や本の中身を拝見できればまた別ですが」

「そいつは駄目だ！　……先に金を払うなら中身を読んでもいい」

「話になりません。リョウマ様、行きましょう」

「チッ！」

「良くも悪くもいろいろな店がありますね……」

「まったくです。だからこそ良い品と人を見つけた時には心が躍るのですが……おや？　リョウマ様、あちらを」

　視線を促うながされた方向には、昨日会ったディノームさんの姿があった。彼は大きめの天幕の下で、娘むすめさんや弟で子しらしき青年に指示を出している。

「彼に挨あい拶さつと昨日の話をして行こうかと思うのですが」

「忙いそがしいのでは？」

「そうでもないようです。ほら」

「……ああ」

　よく見たら足下に小さな子がしがみついている。そして一通り指示を出し終えると、すぐに木箱に座すわってその子を撫なで回し始めた。その表情はデレッデレ。

「あの子がお孫さんのフェデーレ君ですよね。接客はご家族任せで……あれはあれで邪じや魔ますると怒おこられませんか？」

「そこまで狭量ではありませんし、仕事の話ですから大丈夫でしょう。作業中でなければ基本的に話は聞いてくれる方です。それよりもリョウマ様は音を防ぐ結界魔法を使えるそうですね？　ご協力をお願いしたいのですが」

「勿もち論ろんです」

　俺おれもかかわる話だ。断る理由は無い。

　ひとつ頷うなずいて天幕へ向かうと、向こうのお弟子さんが気づいて頭を下げた。

「おやっさん！　セルジュの旦那ですよ！」

「ん？　旦那にリョウマも一いつ緒しよか！　よく来たなぁ。ほれ、こいつが昨日話してたフェデーレだ。どうだ？　ん？」

「こんにちは、僕はリョウマです」

「リョマー？」

「かわいらしい子ですね」

「だろう!?　だが目元なんかはキリッとしてよぉ……」

「ディノーム殿、お孫さんがかわいいのはこの目で見て感じておりますので。実はひとつご相談したいことがありまして」

「あ？　なんだ、それならそうと早く言ってくれよ。ならこっちだ」

　天幕の一角に置かれた椅い子すへ案内される。休きゆう憩けい用のスペースだろう。あまり広くはないが話すには十分そうだが……

「えっと……何かな？」

　なぜ俺はフェデーレ君に服を掴まれているのだろう？

「リョマー、あそぼう？」

「おっ、フェデーレに気に入られたみたいだな」

「あそぼう？」

「あー……セルジュさん」

「そうですね……話なら私だけでもできますから、遊んであげてください」

「ディノームさん、よろしいですか？」

「話につき合わせても退屈するだろうしな」

　交こう渉しようごとならセルジュさんに任せていいだろう。

　打ち合わせ通り、すばやく遮音の結界だけ張っておく。

「結界魔法なんて使えたのか？」

「はい、これで外に声は漏れません。僕はフェデーレ君と遊んでいますので、後はよろしくお願いします」

　ちょっと驚おどろいた様子のディノームさんを残し、フェデーレ君と結界の外に出る。

　天幕の中には変わりないが……

「さて、それじゃ何をする？」

「しりとり！　魔法道具の〝ぐ〟からね！」

　ルールは地球のものと変わらないようだ。

　こうして接待しりとりを始めたのだが……

「負けたー……じゃあもう一回〝ぐ〟からね！」

「よーし！」

　いつまでしりとりを続ければいいんだろう？　３回に１回の割合で勝つようにしているが、今ので15勝目。数えてないけどやった回数は40戦を超こえていると思う。時間にすると２時間くらいは経ったのではないだろうか？　出てくる言葉はもうほとんどどこかで出た言葉ばかりだ。本人は楽しそうなのでいいけれど。

「お疲つかれ様さま。ごめんね、うちの子の相手させちゃって。はいこれ」

「ありがとうございます」

　娘さんが飲み物を差し入れてくれた。冷たい果実のジュースが渇いた喉に染しみわたる。

「リョマー、〝ぐ〟だよ」

「こーらっ。少しは休憩しなさい」

「僕は大丈夫ですよ」

　飲み物もいただいたし、まだまだ続けられる。

「本当？　さすがにウンザリしない？　うちの父さんなら嬉き々きとしてやるんだけど……」

　結界のせいで声は聞こえないが、２人は時々こちらに眼を向けながら、膝をつき合わせてまだ話している。難しい交渉になっているのだろうか……こちらから変な横よこ槍やりは入れるべきではない。

「リョマー、〝ぐ〟！」

「そうだった。〝グレイウルフ〟」

「〝フェデーレ〟！」

　自分の名前は使っていいらしい。

　そして続けて三連戦。

「次、また〝ぐ〟から！」

「本当にしりとりが好きだね」

　と言ってまた始めようとした時だった。

「そうでもないよ？」

　フェデーレ君から返ってきた、否定の言葉。

「えっ？　……しりとり嫌きらい？」

「嫌いじゃなーい。でも好きでもなーい」

「あれ？　じゃあ何かしたいことは？」

「お外行きたい！　でも１人は駄目ってお母さんたちが言ってた。玩具も無いからしりとりする！」

　……なんとフェデーレ君、他にすることが無いからしりとりを続けていただけだった……

　めちゃくちゃ楽しそうにしりとりやるから、好きなんだと思ってたのに。

　もっと早くに聞けばよかった。でもそういうことなら……

「それじゃ別の遊びをしようか？」

「やる！」

　説明を聞く前からいい返事。

「すみません、そのゴミ箱を借りてもよろしいでしょうか？」

「これか？　いいよ」

「ありがとうございます」

　借りた円筒形のゴミ箱の上に、アイテムボックスから取り出した布をかぶせてピンと張り、紐をくくりつけて固定。

「これで何するの？」

「これは台でね……フェデーレ君はこれ知ってるかな？　〝ベーゴマ〟って言うんだ」

　日本人なら名前くらいは知っているだろうけれど、こちらの子供が知っているかは分からない。というか日本人でも今時の子供だと知らない子もいたけど……俺の少年時代はまだポピュラーな遊び道具だった。

　本物は鉛でできているが、これは昨日の魔法道具作りの最中に作ったので鉄製。ベーゴマを２つ、紐を２本。アイテムボックスから取り出して台の上に置いたそれを、フェデーレ君はしげしげと眺ながめている。それが何かは知らないようだけど、興味はもってくれたらしい。

「これをこうして……ほいっ！」

「あっ！」

　久々だが回し方は体が覚えていた。投げたベーゴマは、円を描いて台の中央へ。

「回った！」

「フェデーレ君もやってみようか。教えてあげるよ」

「うん！　教えて！」

「じゃあまずは糸の巻き方からだね。こうやって……」

　できるだけ基本的で簡単な糸の巻き方を教えるが、４歳さい児じには難しいか。

　何度も失敗しているので、飽きてしまう前に糸を巻いたものを渡わたす。

「投げ方はこうやって、こう！」

「こう！　あ……」

「もう少し引くときに力を入れるんだ」

　もし投げ損なっても被ひ害がいを出さないように、俺は店との間へ入る。

　そして投げる練習。糸を巻く練習。実演を繰くり返かえしていると……

「お待たせしました」

「フェデーレ～。お爺ちゃんお仕事終わったぞ～」

　話し込んでいた２人が結界から出てきた。

「じーちゃん！」

「セルジュさん、どうなりましたか？」

「大丈夫です。昨夜の条件でディノーム殿に引き受けていただけました」

「そうですか、ありがとうございますセルジュさん。ディノームさん」

「よせよ。俺達は儲もうけさせてもらう。代わりにそっちの面めん倒どうごとをかぶる。対等な取引だろう。ただ優遇の度合いは例の物の利益によるぞ。魔法道具の相談なら作業中じゃなきゃ受け付けてる。必要なときに店に来い」

「これからよろしくお願いします」

「ああ、よろしくな」

「じーちゃんこれ回して！」

「お～？　なんだ～？　……本当に何だ？　旦那は知ってるか？」

「トルネロだと思いますが……」

「ベーゴマといいます。そのトルネロというのは？」

「これと似た木製の玩具で、これをもっと大きくして中心に棒を刺したような形をしています。遊び方は棒を両手ではさみ、こう回すのですが」

　竹とんぼを飛ばすようなジェスチャーだな。

「これはこう紐を巻いて、こう！　です」

「ほー」

「やはりトルネロの一種のようですな。土地ごとの差は時折ありますから。これはリョウマ様の地元の物ですか？」

「そうです」

「大樹海ではこのような形なのですね……」

「回してー」

「おお。リョウマ、巻き方はこれでいいな？」

「あれ？」

　ディノームさん、ベーゴマを知らなかったのに巻けている。

「大丈夫です。そのまま」

「こうだな！」

「あ、はい……」

「回った！」

　投げられたベーゴマは、見事に台の上で回転している。

「ご存じだったんですか？」

「いや？　さっきお前が巻いて投げるところを見ただけだ。俺がどれだけこの手先で生きてきたと思ってんだ。この程度なら一目見れば簡単よ！」

「じーちゃんすごい！」

「そうか～？　ありがとな～？」

　俺もすごいと思ったが、彼は孫の言葉であっという間にデレデレになってしまった。

　……ベーゴマは２人に譲ろうかな。

「貰もらって良いのか？」

「はい、フェデーレ君に教えてあげてください。２人でできるようになると、同時に投げてぶつけ合わせる遊びもできますから。フェデーレ君もお爺ちゃんと遊びたいよね？」

「うん!!」

「そうかそうか！　なら悪いが貰っとくよ。代わりと言っちゃ何だが、今夜は予定あるか？」

「特にありません」

「だったら今日は市の後にパーッとやるから、２人も来るといい」

　つまりは打ち上げへのお誘いか。

　となれば今後の付き合いもある。お邪魔させていただくことにしよう。

　こうして俺は、新たに魔法道具職人の伝つてを手に入れた。







３章21話　実験







　２日後。




　まだ用事があるセルジュさんと別れ、一足先にギムルに帰ってきた。

　到とう着ちやくが夜遅い時間になってしまったため家に直帰。従魔の世話をして後は寝ねるだけと思っていたのだが……そうもいかなくなってしまった。

　廃坑内の部屋には俺と、クリーナースライムが１匹。先日店から引き取ったスライムの内１匹が、思っていたより早く進化を始めている。これで寝ていられるわけがない。

　クリーナーが魔ま力りよくの放出と吸収を繰り返すごとに、透とう明めいな体が少しずつ黒ずんでいく様子を見ながら、まだかまだかと進化の完かん了りようを楽しみに待つ。それだけで時間が過ぎていく……

「おっ！　終わったか」

　魔力は静まり、スライムは室内を這はい始めた。体色は全体的に光沢のない黒一色。まるで粉砕した炭を練って団子状にまとめた〝炭団〟のようだ。しかし体をよく見るとスライムと同じゼリー状。光沢のない黒い粘液というのが正確かな……？

　さて、それでは種類の確認といこう！　魔ま獣じゆう鑑かん定ていっと……おっ。




〝デオドラントスライム〟

　スキル

　吸臭（８）　脱臭（６）　消しよう臭しゆう（８）　防臭（５）　悪臭放出（２）　刺激臭放出（２）　吸臭液（７）　脱臭液（５）　消臭液（７）　防臭液（４）　悪臭液（１）　刺激臭液（１）　病気耐たい性せい（５）　毒耐性（５）　物理攻こう撃げき耐性（１）　清潔（４）　清掃作業（１）　ジャンプ（３）　分ぶん裂れつ（１）




「デオドラントスライムか。カーボン炭素かと予想してたけど、そっちにいったか……」

　この能力。デオドラントは臭いに特化したスライムだろう。〝臭〟とつくスキルばっかりで分かりやすい。とりあえず一通り検証できることは検証するか。臭いだし、外で……




■　■　■




　場所を移して調べた結果、以下のことが確認できた。

　吸臭は空気中のにおいを吸い取るスキル。

　脱臭は接触した物体からにおいを吸い取るスキル。

　この２つは似ているが、効果を及ぼす範囲が違ちがう。

　消臭は文字通りにおい消しで、防臭はにおいを抑おさえて他の物へ移るのを防いでくれる。

　悪臭放出は実験に協力してもらったスカベンジャーと同じく、悪臭を出す能力。

　刺激臭放出も悪臭から刺激臭に変わっただけ。毒性は無し。

　ただ少し嗅いだだけでも涙が出そうになるくらいの刺激があったので、注意は必要。

　刺激臭放出は成長したら催涙弾レベルになる可能性あり。

　○○液のスキルは、○○に入るスキルと同じ効果を持つ液を吐けるだけ。

　液は総じて体と同じ黒一色かつ粘度が高く、個人的には泥どろと表現した方がしっくりくる。

　残りはクリーナーから持ち越している能力で、差異もない。

　最後に肝かん心じんの餌えさだが……どうも炭と汚よごれの片方ではなく、どちらも食べるようだ。

「カーボンにならなかったのはそのあたりが原因かもな……液についてもう少し調べるか」

　悪臭と刺激臭は除いて、デオドラントの吐ける液を採取。

　比較対象としてクリーナースライムの消臭液も用意して、鑑かん定ていと薬品を使って調べてみる。

「……クリーナーとはちょっと違うな」

　クリーナーの消臭液はコーキンさん達たちと検証の末、店の商品として採用された。濃度によって一番効果の低い〝ノーマル〟。それより強力な〝スーパー〟。最強の〝ハイパー（原液）〟の３つがあるが、どれも液を対象にかけるか塗るかして使う。

　だがデオドラントの消臭液を同じように使うと、対象物を黒く汚してしまう。衣服などの消臭剤としては使いづらいだろう。しかしデオドラントの消臭液には〝人の手で希釈・他の液と混合できる〟という特性があった。

　この性質はクリーナーの液にはない。何故なぜかは不明だが、クリーナースライムの消臭液は水やその他の液体を加えると消臭効果が著しく減退する。だから店売りの３種類は全てクリーナーに頼たのみ、体内で希釈してもらっているのだ。

「炭で成分が変化……安定したのかな？」

　鑑定しても答えは出てこない。謎は謎のままだが可能性は広がる。

「吸臭液、それに脱臭液は要チェックと」

　クリーナーの消臭液には希釈できない事以外にも問題があった。効果が絶大なのは確かだが……よく消臭液を大量購こう入にゆうしてくれる猫ねこ人じん族ぞくの女性はこう言っていた。

「これを撒くとゴミ捨て場の臭いが消えて助かるにゃ。でも、次にゴミが集まって来たらまた臭うのにゃ……」

　ほかにも靴くつの消臭に役に立つけど、履いていたらまた臭くなると言っていた人もいる。

　クリーナーの液で消臭できるのは液の接触面とその付近のみ。効果の持続時間もそれほど長くはないため、広い場所や次から次へと臭いの元がやってくる環かん境きようでは対処しにくい場合もある。

　消臭液はいまや、獣じゆう人じん族など嗅覚の鋭するどいお客様への売れ筋商品。そこに従来の消臭液で対処しにくい臭いにも対処できる商品を提供できれば、さらなる利益につながるだろう。

　問題は吸臭液と脱臭液の効果と持続力だが……効果はともかく持続力を調べるには相応の時間がかかる。この廃坑だけじゃなくて一いつ般ぱん家庭で使えるかも確かめないと商品にはできないし……今日のところはこれくらいにしておこう……

「……ひと汗あせ流そうかな」

　時計の針が、のんびり用意をすれば出社にちょうど良い時間を指している。




■　■　■




「というわけなんですよ」

「そのまま一睡もせずに来たのですか……」

　今朝までの話をまとめて報告したら、カルムさんに呆れられた。

「つい止めどころを見失ってしまって。で、ですね。これの実験を店でやってもいいでしょうか？」

「この袋ふくろ……中身は例の吸臭液ですか？　危険が無ければ大だい丈じよう夫ぶだと思いますが」

「この吸臭液がこの状態で効果を発揮するか、実際に人が活動する環境の中でどれだけ効果が持続するかを調べたいので、基本的にしばらく置いておくだけですね。今のところ液が臭いを吸着することは確認できていますが、どうも液の量で吸着できる限界があるみたいで、スカベンジャーの悪臭だとすぐに限界が来るんです」

「限界を超えると効果が無くなる、と？」

「はい。スカベンジャーの放つ悪臭が強すぎる可能性もあるので、ひとまずいろいろな場所に置いて情報を集めます。毒性もないので危険はありません」

「でしたら反対する理由はありませんね。上手うまくいけば新たな商品になりますし、よい結果になることを願います」

「それでは今日はこれで。実験に協力してくださりそうな方の所を回ってみます。……あ、忘れてた。これ、今回のお土産です。ケレバンで最近評判と聞いた焼き菓子です。少し食べてみましたが、甘さ控えめでおいしかったですよ」

「ありがとうございます。これは女性陣じんが喜びそうですね」

　カルムさんにお土産を配るように頼み、今度はお隣の花屋へ向かう。

「こんにちは、ポリーヌさん」

「リョウマ君じゃないか。最近見なかったけど、元気だったかい？」

「立て続けにレナフとケレバンへ行ってまして。もちろん元気でしたよ。それからこれ、旅先のお土産です。焼き菓子なので日持ちはしますが、早めにどうぞ」

「おや、良い物をありがとうね。子供らが喜ぶよ。わざわざこのために？」

　ここで吸臭液のテストに協力してもらえないかを頼んでみると……

「いいよ」

　二つ返事で引き受けていただけた。

「リョウマ君の所にはしょっちゅうお世話になってるからねぇ。新商品にも期待できそうだし、小さな袋１つ置いておくくらいなら問題ないさ」

「ありがとうございます。何か不具合があれば、それも教えていただけると助かります。改善してよりよい商品を作る参考になりますから」

「なら、何かあったらビシバシ文句を言わせて貰おうかね」

　ポリーヌさんは豪ごう快かいに笑っている。

「そうだもう１つお話が。こちらにダンテの花は置いてますか？」

「ダンテなら今朝仕入れたのがあるよ」

　言いながら花が並ぶ一角へと向かい、入れ物を１つ持ってきた。入っているのは黄色い数十輪の花束。茎と花が全体的に大きめで花弁はつながっているが……色は黄色くてタンポポっぽさを感じる。

　これがダンテか。目的の花は見つかった。しかしよく見ると、ここにあるのは全部切り花になっている。肝心の根がついていない。

「これの根っこは？」

「仕入れの後に切り落として捨てたけど……なんだ、欲ほしいのは根っこなのかい？」

「はい、ダンテの根を煎じた飲み物が故郷の物に似ていて」

「悪いけど今日仕入れた分はもう捨てちまったよ。次の入荷はしばらく……待った。前に芝生を生やしてたね？　ってことは木魔ま法ほうを使えるかい？」

「はい、使えますが」

「だったらこっちはどうだい？　ダンテの種。咲いた状態で入荷するのは一週間ぐらい先になるよ」

「十分です。おいくらですか？」

「１袋50スートだね」

　中身を見せてもらうと、ひまわりの種に似た形状の種が数十個くらい入っているようだ。でもお茶にするとなると……

「１袋だと少ないかもしれませんね」

「うちのは趣しゆ味みで育てる人向けだからね。小分けにしてるんだ。在庫はその袋が30個分あったはずさ」

「じゃあ……最初は実験ということで、10袋お願いします」

「はいよ。今用意するからね」

　10袋を全部成長させれば失敗した場合の予備を考えても十分な量になるだろう。大量生産はできることを確かく認にんしてからでいい。……おっと、お金お金。

「はい。全部で５００スートね。木魔法を使うなら魔化には気をつけなよ」

「魔化……とは？」

「木魔法で植物を生長させた時に、植物がおかしくなる事さ。お偉い学者の先生方はもっと小難しい呼び方をするらしいけど、とりあえず本来の物と色や形が違ったり、毒を持ったり、魔ま獣じゆうみたいに動き出したりするんだと思っとけばいい。なんでも魔力が影えい響きようしてそうなるらしいよ。魔化しやすい植物、しにくい植物とか色々あるらしいけど……専門家じゃないとそこまでは分からないね」

「そうなんですか、初めて知りました」

「あはは。まぁ数人がかりで魔法をかけるとか、相当な魔力を使わないとならないらしいしね。滅めつ多たにある事じゃないみたいだから大丈夫でしょ。それよりその飲み物、美味おいしくできたら教えておくれ。買ってくれるなら花でも種でもじゃんじゃん仕入れるからさ」

「ありがとうございます。その時はよろしくお願いします」

　魔化か……聞いた感じだと変化は色々あるみたいだ。どう変化するのか少し興味がある。いつかそっちの実験をしてみてもいいけど……今はタンポポコーヒーが先だな。

　買った種を大切にアイテムボックスへしまい、花屋をおいとまする。

　さて、次は肉屋で吸臭液実験の交渉とあわよくば血も貰って、その次はミーヤさんの家に。それから……レイピンさんはどうだろう？　あと……

　こうして俺は、実験に協力してくれそうな方々を訪ねて回る。







３章22話　炭を焼きながら







　次の日。




　今日は１日、廃はい坑こうの手入れと炭焼きに使うことにした。

　これまでは備蓄していた炭を使っていたが、そろそろ残りが少なくなってきたからだ。完全に使い切る前に焼いておかないと、デオドラントスライムの餌がなくなってしまう。それに先日刈っておいた雑草がそろそろ良い具合になっている頃ころだろうし……

「お、良い感じ」

　雨の無い天気が続いたんだろう。生乾きなら錬れん金きん術じゆつでパッと乾かん燥そうさせるつもりでいたが、ちゃんと乾燥した草が確認できた。

「さーて、使ってみますか」

　地面に散らばる草を、新品のピッチフォークでかき集める。

「ほー、これはなかなか……」

　柄えについた金具へ魔力を流すと、肉体強化の魔ま法ほうが発動する魔法道具。その効果は手に持ったピッチフォークの重さが一瞬消えたように錯覚させた。雑草も軽々、面おも白しろいように集まっていく。

　一山に纏めた雑草をディメンションホームへ押おし込む時など特に、単純作業で成果が目に見える。これはなかなか楽しい。

「次は……次回用の雑草の刈り込みだな」

　続いてアイテムボックスから取り出したるは……〝大鎌〟。ライトノベルでは大たい抵てい武器として登場するが、これは農具である。形状は片手用の鎌を巨きよ大だい化させた物の柄から、刃に対して垂直方向に２本、平行な棒が飛び出ている。

「これは……こうでいいんだよな？」

　ピッチフォークと同じ金具が２本の棒についているから、そこを持ってみる。すると巨大な鎌は地面と平行。刃の先せん端たんを前に向けたまま寝かせ、宙ぶらりんにした状態になった。使ったことがないのでいまいち自信はないが、間ま違ちがってはいないはずだ。

「よっ！」

　右手を前に、左手を引く。刃を当てられた草は大半がなぎ倒たおされただけだ。しかし少しは切れているし、使い方は正しそうだ。ならば後は練習あるのみ。




「ふっ、ふっ、ふっ……うん」

　１時間も試行錯誤と練習を繰り返していると、だんだん効率が上がってきた。重要なのは刀と同じで刃筋を立てること。振る時には腕うでよりも腰こしのひねりを強く意識したほうが良い。腕の力は支えるだけ、くらいの気持ちでよさそうだ。草に当てる部位は、刃の先端に近い部位。

　これらを守って大鎌を振るうと、刃の先端に触ふれた草が気持ちいいように刈れる。また、腰を使って振る事で一度に刈れる範はん囲いも広がった。

　刈られた草とまだ刈られていない草。双方の境界線をじわじわと押し広げていく。手元しか刈ることのできない片手持ちの鎌よりも効率が良く、上手く使えると楽しい。これも中々良い買い物だったな。

「……このくらいでいいか」

　草刈りはここまでにして、ふもとから炭にする木材を切り出す。

　ここでも使うのはもちろん、魔ま法ほう道具の斧おの。斧はそれなりの重量があり、それが威い力りよくの元にもなっているが……この斧は魔法道具を組み込むことで軽量化せず、使用者が軽々と扱あつかえるようになっている。

　個人的には攻こう撃げき魔法よりも、こっちのほうがだいぶ使いやすい。

　木は４、５本あればいいだろう。切り倒しては運ぶ作業。後は枝を落として適度な大きさに割って、焼くだけなんだけど……いつの間にか太陽が天辺に昇っている。

　休憩を兼かねて昼にするか。

　……？　この音……

「あぶなっ」

　体をわずかに横へずらす。一瞬の後、俺の頭があった位置を鉄球が通過した。

「気をつけろよー！」

　通り過ぎた鉄球。もといアイアンスライムを注意すると、落ちた場所から動かない。

「行っていいよ」

　そう言うとアイアンは廃坑を登る道の方へ、再び球体になり転がっていった。

　……最近、アイアンとメタルが思わぬ成長をしている。

　廃坑での魔ま獣じゆう討とう伐ばつに加わった時。体を撫なでて球体にしたことを覚えていたのか、変形の練習をさせていたら最初にメタルが球体になり、続いてアイアンまで球体になれるようになった。

　それを俺おれは少しずつ成長してるな……としか思っていなかったのだがその数日後、メタルとアイアンは球体のまま自由自在に動き回れるようになっていた。

　調べてみると、体は硬かたく重い金属でも内部の核かくは素す早ばやく自在に動かせるようで、彼かれらは球体の体と核による重心移動で行きたい方向へ転がっていた。最初は偶ぐう然ぜんだったと思うが、その偶然を〝より速く移動するための手段〟として今や完全に身に付けている。

　実際俺のスライムの中で最も動きの鈍かった２種類が、今では移動速度で１、２を争う存在になった。おまけにこの２種類は〝高速移動〟という新しいスキルまで習得している。

　まぁ、もっともそれは傾けい斜しやのない平らな地面の話であり、坂道では重力に逆らえず転がり落ちてしまうが……

　ただ本人（スライム）達からするとそれはそれで楽しいらしく、放し飼いにしている日中は頻ひん繁ぱんに坂から転がり落ちてくる。さらにそこで勢いがつきすぎるとコースアウトし、さっきのように上からすっ飛んでくることもある。体は金属なのでとても危ない。

　また、メタルとアイアンは毎日の潤じゆん沢たくな餌で数も増えてきている。その全てが同じように転がっているのだ。

　……どこかの坑こう道どうに専用のコースでも作ってやろうかな……

　近いうちに計画を立てよう。




■　■　■




　昼食後、いよいよ炭焼きを始める。

　まずは適当な大きさになるまで割った木材を窯の奥おくから詰め、手前に乾燥した雑草の束や切り落とした枝葉を積む。そして着火。ディノームさんから試供品として貰った着火用魔法道具を使ってみたが、火が出る先端から持ち手が適度な長さで使いやすい。

　あとはしばらく入り口で火を焚いて熱が窯の中に行き渡るのを待つ。するとだんだん煙えん突とつから白い煙が立ち上り始めた。どんどん勢いを増すこの煙が、やがて透き通りやや青くなるまで火を焚きながら待つ。そして煙の状態が変わったら石と練った赤土で煙道や入り口を塞ぎ、空気の流入を制限するのだ。

　……言葉にすると簡単そうだが、作業に慣れてタイミングをつかむまでは大変だった。

　俺が炭焼きを始めたのはこの世界に来てから。前世では環境と時間が無く、テレビ番組やネットでやり方を見て憧あこがれていただけ。そんな記憶以外の情報も無く、うっかり窯の中身を燃やし尽くしたり、逆に炭になる前に火を消してしまったことが何度もある。

　それが今では慣れたもんだ。まだ煙に変化があるのはしばらく先と経験から知り、のんびり眺める余よ裕ゆうもある。でもこのままボーッとして待つには少々長い……

「……戦力強化」

　シュルス大樹海へ行くには必ひつ須すだ。情報収集や魔獣の討とう伐ばつはやっていくつもりだが、それだけで大丈夫とは言い切れない。他にできる事はないだろうか？　付つけ焼やき刃ばで通用するとは思えないし、自分の技術を磨く方向で……

　こう考えた結果、４つの候補が上がった。




　候補その１〝装備の強化〟

　大樹海に限らず、俺は基本的に体と武器を用いた近接戦せん闘とうが主体になる。そのために良い武器や防具をそろえる。これはまぁ基本かな……




　候補その２〝魔法の訓練・開発〟

　生活用の魔法であればともかく、俺の攻撃魔法の腕は正直それほど高くはないと思っている。全属性を扱えるものの、魔法専門で経験を積んだ冒ぼう険けん者しやならさらに上を行くだろう。これは仕方がない。俺も訓練をして技術を身に付けていくしかない。

　ただ、俺には前世の知識というアドバンテージがある。これを利用して何か使える魔法を生み出せれば楽になるかもしれない。まぁ、そのためには何をすればいいか、どんな環境かの情報も必要だし……ギルドの書類待ちか。




　候補その３〝薬品・毒薬の研究〟

　俺にはこちらに来る際に受け取った薬学の知識がある。この知識をこれまでは薬作りにしか使っていなかったが、作ろうと思えば毒薬を作ることも可能。さらにポイズンとメディスン。毒や薬に長けたスライムの力を借りられるし、今なら必要な素材を注文して手に入れることもできる。これらを合わせて戦闘用の毒物を作ってみるのも、１つの手だろう。

　幸いにもグリシエーラさん。フェイさん。リーリンさん。少し考えただけで相談相手になってくれそうな方もいる。




　候補その４〝新しい道具の開発〟

　そのままだ。新しい……と言っていいのかは分からないが、前世のサバイバル用品だとか、便利グッズだとか。そういう物をこちらの素材で再現できないかと試みる。すでにあればそれで良し、無くて役立てば万々歳だ。具体的な案はまだ無いが……あ。

　遠くから金属音が聞こえた。

「また落ちたのか……」

　今度はどっちだろう？　一応あの２種類は落下しても平気ということが分かっているのであまり心配はしてないが、できるだけ落下はやめてほしい。球体への変形を身に付けて以来、速く動けるようになって嬉うれしいのは分かるが……？

「待てよ？　あれは他のスライムが触手状に体を伸のばすのと同じく、体を球体に変形させている。種の特性で金属なだけで……ということは」

　もしかして……こっちで形を指定すれば、刃は物ものや鈍器の形にもなれるんじゃないだろうか？　球体になったきっかけも俺が丸めたからだと思うし……最初は俺の手で形を整えて、じっくり教えてやれば……可能性はあるな。

　気づいてしまうと、試さずにはいられなくなった。

　すぐに２種類を呼び寄せて、窯の様子を見ながら手でアイアンをナイフの形に整えてみる。

「おぉ！　いける！　これはいける！」

　連日球体になっていたことで、スライム自身の技術が向上していたようだ。手を当ててサポートしてやれば、大まかな形はすぐに整った。あとは細部、刃にあたる部分を薄くしていけば……

「とりあえずこんなもので、どうだ？」

　できあがった状態から動かないように指示し、乾燥した草の束で試ためし切り。

「……なるほど」

　きっと俺の顔はにやけている。

　アイアンスライムのナイフの切れ味は……悪い。刃には厚みのバラつきや歪ゆがみが残っている。もしこれが店売りの品であれば間違いなく粗悪品だろう。

　しかし、草の束は切れた。少々のこぎりのように前後させて何とかといった所だが、それでも切れたことは違いない。もっと丁てい寧ねいに、刃物を研ぐように。今後の訓練で問題点を修正できるようになれば……と、俺には十分に期待できる結果が出た。

「そうと決まれば……やるか！」

　窯の状態が整うまで、俺はひたすらにアイアンとメタルを磨き続けた。

　そして炭焼きに失敗しかけた。
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３章23話　街中で







　翌朝




「店長、お客様がいらしています」

「お客様？」

　店に顔を出して早々客が待っていると伝えられた。

「ミーヤ様が実験の事でお話があると」

　なるほど。それならと納なつ得とくして応接室へ向かうと……

「失礼します」

「リョウマ！　待ってたにゃ！」

「おはようございます。すみませんお待たせして」

「こっちこそ突とつ然ぜんすまにゃい。でもこの吸臭液の代わりがどうしても欲しいのにゃ」

「ということはもう効果が切れましたか」

　詳くわしく聞いてみると、持続時間は一昨日の昼に設置してから、翌日の夜には感じられなくなったという。だいたい１日くらいか？

「朝は効いてましたか？」

「それは間違いにゃい。この液は凄すごいにゃ。完かん璧ぺきにゴミ捨て場の臭いが消えて、あまりにすがすがしいからつい深呼吸をしていたくらいで……ごみを捨てに来た近所の人に変な目で見られたにゃ……」

「それは……」

　想像してみると、確かに変な人に見えそうだ。

「でも実際ゴミ捨て場に近づいたらその人も臭いがにゃい事に気づいて、ちゃんと分かってくれたにゃ。その人も効果を実感したから、朝まで効いていた事は確実にゃ」

「なるほど。しかし持続時間が１日……やっぱり短いな」

「にゃ？　分かってたのかにゃ？」

「ある程度は」

　生まれた直後の実験の段階で判明していた事だが、デオドラントの吐はく液の効果には限界がある。たとえばここにある効果の切れた吸臭液の袋を鑑定すると……




〝吸臭液袋〟

　デオドラントスライムの吸臭液を詰めた袋。

　内部の吸臭液が臭い成分を限界まで吸着したため効果を失っている。




　こうなった。

　見て分かる通り、これは臭い成分を限界まで吸着しているからこれ以上の吸着ができない。そしてこの吸着できる容量が、吸臭液は比較的少ない事が分かっていた。だからクリーナーの消臭液よりは持続しても、長くて一週間程度。それほど長期間の効果は無いと予想していた。

「ただその実験はスカベンジャーの強力な悪臭を使って行ったので、一般家庭での環境下でどれだけ持つかが分かりませんでした。だからそこを調べるためにミーヤさんにお願いしたんです」

「にゃるほどにゃ～……じゃあもっと長く効くやつはにゃいの？」

「それなら今度は脱臭液を試していただけますか？」

　同量の液をスカベンジャーの悪臭の中に置いて行った実験では、吸臭液が数分で効果を失ったのに対して脱臭液は１時間近く効果を保ち続けていた。しかし同時に脱臭液は臭い成分を周囲から集める力が弱いことも分かっている。

　持続力は高いが、広範囲には効きづらい。それが脱臭液の特とく徴ちようなのだ。

「分かったにゃ。前と同じところに置けば良いにゃ？」

「よろしくお願いします」

「任せて欲しいにゃ。個人的に早く完成させて欲しいから協力は惜しまにゃい！」

　そう言って、ミーヤさんは脱臭液の袋を持って帰った。

「完成か……」

　実は完成の形はもう見えている。ヒントどころか答えが目の前にあったから。

　俺が目を向けると答え……もとい脱臭液を吐いてもらったデオドラントが体を震ふるわせた。

　デオドラントスライムはいまさら説明するまでもないが、脱臭液や吸収液を体内で合成できる。そして吐き出せる液と同じ能力を持つ。そして吐き出される液は、クリーナーの物と違い、混合や希釈ができる。

　だったら混ぜてしまえばどうだろう？

　周囲から臭い成分を集める効果が高い吸臭液。臭い成分を多く蓄えることができ、他のものから臭い成分を奪える脱臭液。この２種類の液を混ぜてしまえば、双方の弱点を補うことができそうだ。他にも別の何かの材料に使う、ということもできるかもしれない。

　まぁ商品化するにはデオドラントが少なすぎるから、当分先の話だけども……おっ。

　デオドラントが机に置かれた使用済みの吸臭液袋を取り込もうとしている。吸着した臭いを食べるつもりのようだ。

　……吸収液ってデオドラント的には餌を捕るための罠わななんだろうか？

　デオドラントについて考えを巡めぐらせたまま、ゆっくりと時間が流れていく……




■　■　■




　店の仕事と昼食の後。実験協力者の所をまわって液の状態を聞いてみたところ、ミーヤさんのお宅以外はまだ効果が続いていた。やはり彼かの女じよの家は立地条件が悪いのだろう。

　肉屋を営むジークさんの店でもまだ効果が残っていたのに……と、ちょっと失礼なことを考えていたら目的地に着いた。

「お邪じや魔まします」

「いらっしゃいませー」

　店内に入った途端、右から声がかかった。目を向けるとカウンターに頬杖をついた若い男がいる。あまり熱心そうではない。

「あれ？　君、もしかしてバンブーフォレストの子じゃない？」

「はい。リョウマ・タケバヤシといいます。うちの店をご存じですか？」

「ご丁寧にどうも。僕ぼくはダンスベル。見ての通りこの本屋で働いてる。親おや父じに店番押し付けられてるだけなんだけど。あと君の店には最近うちもよく世話になってるよ。欲しい本があるなら、言ってくれれば探そうか？」

　意外と饒舌だった彼が目を向けたのは、暗めの店内に所狭しと並べられた本ほん棚だな。そこに隙すき間まなく本が詰め込まれている。この中から目当ての本を探すのは大変そうだ。

「お願いできますか？　これと決めた物はないですが、薬草の図鑑や薬に関する本を探しています」

　薬だろうと毒だろうと、作るためには知識と技術が必要だ。薬学の知識自体はすでに持っているが貰い物。この機会に基本から学ぶのは悪くない。しかし誰だれかに弟で子し入りするほどの時間はない。だから参考書籍が欲ほしかった。

「だったらこっちだね、ついてきて」

　そのままカウンターとは反対側の角に近い棚へ案内される。

「このあたりが薬関係の本棚だけど、君が読むの？　この手の本ってだいたい難しいけど」

「祖母から一通りのことは学んでいますから、おそらく大丈夫だと思います。ただ基本的なことから確認していきたいので」

「ふぅん、そういう事なら……無難なのはこのあたりかな」

　取り出されたのは３冊。内２冊は分厚い薬草図鑑と毒草図鑑。残りの１冊は薬品の調合に関する解説書（基き礎そ知識）だった。どれも表紙に医療ギルド監修の文字が記されている。内容の信しん頼らい性は高そうだ。

「３冊でおいくらですか？」

「えっ、全部買う気？」

「お値段しだいですが……できれば。何か問題が？」

　店員の男性さんは首を振ふった。

「考えてみたら君の店、儲もうけてるみたいだしね。売れるならいいんだ。本は高いから気軽に買ってくれる人は少なくてさ」

「そんなに？」

「まー……長期保存が利く紙だと、安いので１枚10スート位はするじゃない？　本はそれが数百枚束ねられたようなもんだからね。まずそれだけで数千スートはいくし、さらに内容を書き込むインク代とか、執筆者の取り分だとかまぁ色々かかるから」

　ちなみに提示された本は全部合わせて１５，０００スート。俺にとっては問題ないが、確かに高価だ。普ふ通つうはあまり気軽に買えるものではないのだろう。

「だったらついでにこれと、これはどう？」

　お金を持っているのなら、と他の本も薦すすめてくる男性。しかしその中にギルドの監修を受けたものは無い。個人が自費出版したものだろう。

「とりあえずこの３冊だけいただきます」

「そう……仕方ないか」

　彼は無む理り強じいはせず、速すみやかにお会計を済ませてくれた。

「また必要な本があったら来てくれよ？　売れない本なら多少サービスもするからさ。気軽に顔を出してよ」

　カウンターで気だるい感じに戻もどった彼に見送られ、俺は店を出る。

　悪い人ではなさそうだ。本に満足できたら、また来てもいいかもしれない。

「っ、何この臭い……」

　いきなり臭い風が流れてきた方を見ると、大量のゴミを載せた荷車を引く子供たちがいた。しかもその中に見知った顔がいる。

「こんにちは。ウィスト君だよね？」

「あっ、た、たしかリョウマ、君？」

　先頭で荷車を引いていた大柄な少年へ声をかけると、覚えていてくれたようだ。

「おーい！　なに止まって……リョウマか？」

「ご、ごめん！」

「こっちこそ、邪魔してごめんね」

　ウィスト君は、荷車の後ろから出てきた歳としのわりに小柄な少年の声でまた歩き始めた。

　大猿人族のウィスト君に、小猿人族のべック君。以前廃坑の討とう伐ばつ依い頼らいに参加していた内の２人だ。

「ごめん。急に呼び止めてしまって」

「別に怒ってねぇよ。お前にもウィストにも。あいつがビビりすぎなんだよ」

「そうか。相変わらずだな」

「それで何か用か？　歩きながらで良ければ聞くけど」

「見かけたからつい声をかけただけだけど………今日は仕事？」

「あいつらの監督だよ」

　監督。確かにゴミを運んでいる子供達たちはウィスト君を除いて幼なそうだ。

「運んでるあれ、街のゴミか？」

「そうだ。あれを街から回収してスラムの処理場に持っていくのがあいつら……ってか、スラムのガキがよくやる仕事なんだよ」

「へー、運んだゴミはどうなる？」

「処理場で大人が焼くか街の外に運んで埋めてるはずだ。俺おれらも冒険者になる前はやってたけどさ、火を使ったり外に行くのは大人の仕事だったから詳しくはしらない」

　きっと魔獣とかを警けい戒かいしているのだろう。

「街中でも馬車とか人には気をつけないと危ねーけどな。大人なら朝早くとか夜よる遅おそくにやったり……昼でももっと楽に運べるけど、あいつらはまだ無理だから手が空いたら見るんだよ。ルースとか他のやつも別の所について行ってる」

「……ってことは別に依い頼らいも何もなくて、自主的に見てるのか」

「俺達がやってた時も冒険者になった先せん輩ぱいが見に来てたしな。別に普通じゃねーの？」

「普通かどうかは知らないが、立派じゃないか」

　彼らの儲けにもならないかもしれない。けれど幼い自分が面めん倒どうを見て貰もらった恩を忘れず、今度は自分より下の子供の面倒をみる。彼らはそうやって一つの集合体として、お互いを助け合い生活をしているのだろう。

　そしてこれを本当に当たり前と思っているのであれば……金銭的には貧しくとも、精神的には豊かなのではないだろうか？

「立派って……なんだよその生暖かい目は」

「他意はない。本当に立派だと思っただけだ」

「んだよ気持ち悪りぃな……」

「ごめんごめん。それじゃ俺は失礼するよ」

　初めて会ったときは色々あったが、きっと彼らは大だい丈じよう夫ぶだろう。よく見れば前より顔色も良くなっている気がする。少なくとも以前のような張り詰めた雰ふん囲い気きはもう感じない。これからもそれが続くことを祈いのり……俺は１人、家へと帰ることにした。







３章24話　魔法と学問の神







　レナフから帰ってちょうど１ヶか月げつが経過。

　目を覚まして表に出ると、朝の清々しい青空が目に入った。朝はまだ涼すずしいが、最近の昼間は暑いくらいの日差しが続いている。今日もじきに気温が上がってくるだろう。冒険者ギルドでは氷魔法を使える冒険者が稼かせぎ時だと意気込む姿をよく見かけるようになってきたし……もう夏だな……

　ここ数日は長旅に備えて納品用の防水布を作り溜ためていたから、よりいっそう清々しく感じる。こんな良い天気の日を坑道に篭って過ごすのはもったいない。

　ちょうど作業も一段落したし、今日は休みにするか！




■　■　■




　……と、勢いで決めたものの特に予定もない。だからなんとなく自分の店に顔を出しに来てみれば、店の扉とびらは閉まっていた。

　そういえば今月から定休日を導入したんだったな……

　自分の店の事なのに、うっかり忘れていた。仕方がないので適当に街を歩こうと思った時。

「おや、リョウマ君じゃないか。何やってるんだい？」

　お隣となりから声がかけられた。

「ポリーヌさんおはようございます。店も休みなので適当に街をふらついているだけですよ、今日はいい天気なので家に篭ってるのは勿もつ体たい無ないと思って」

　言いながら歩み寄ると、ポリーヌさんは笑っている。

「確かに。こんないい天気なら部屋に居るのは勿体無いね。そうだ、せっかくだしうちの旦那の店に寄って行きなよ。いつものスライムの餌えさ、取ってあるからさ」

「いつもありがとうございます」

　ポリーヌさんについて行き、ジークさんの店で廃棄する血と肉と骨を貰う。夏が近づいて肉が悪くなりやすくなったのか、若じやつ干かん肉の量が多くなっているようだ。

　彼らにはお世話になっているし、冷蔵庫でもあげようか？　……いや、そうすると俺が忙いそがしくなるな。店の冷蔵庫も俺がこの街に居ない時はただの箱になってるし、やはり冷蔵庫のプレゼントはダメだ。

　そんな事を考えていると、突如店の中に大きな声が響ひびく。

「かーちゃん！」

「そんな大声出さなくても聞こえてるよ！」

　声の主はポリーヌさんの息子。やんちゃ坊主のリックだ。

「リョウマもいたのか」

「おはよう、リック」

「挨あい拶さつくらいちゃんとしな！」

　軽く小突くポリーヌさんと小突かれた所をさするリック。

「で、何だい？」

「そうだった！　トールが来たから行ってくる！」

「おや、もうそんな時間かい」

「リックは何処どこかに出かけるのかい？」

「何だよ、リョウマ知らないのか？　今日は教会の清掃日だろ？」

「２ヶ月に１回、この街の教会の掃そう除じやら雑用やらを街の子供達たちがやるのさ」

「神様に感謝して、俺達が教会をきれいにするんだ！」

　地域の清掃活動みたいなもんか……

　リックの言葉にちょっと感心していると、ポリーヌさんが苦笑いでこう言って来た。

「騙されちゃダメだよ、うちの子がそんな立派な事言う訳ないだろ。どっかで聞き齧った事を適当に言ってるだけさ。リックの目当ては掃除の後に出るお菓子だよ」

　あ、リックがそっぽ向いた。図星か。

「それより、リョウマは掃除に行かないのか？」

「清掃日の事自体、今初めて聞いたよ」

　ふむ……地域の活動なら参加した方が良いかな？　どうせ今日は何も予定無いし。

「僕も行って良いんでしょうか？」

「そりゃ別に構わないよ」

「それじゃ僕も行ってみようかと思います」

「よし！　だったらついて来い！」

　元気に右手を上げて歩き出すリック。俺はポリーヌさんに一言挨拶をしてその背中を追った。

「リョウマ！　おそいぞ！」

「今行きますよ」

　リックは言葉こそ生意気だが、ちゃんと俺が来るまで待ってくれる。将来は意外と面倒見の良い兄貴分になるのかもしれない。

　そんな事を考えていると、表でリックを待っていたレニとトールが合流。そして教会に着くと、いつか見た修道服の少女から看板に従って礼拝堂に行くようにと指示を受けた。言葉通り教会のいたる所に、矢印の形をした看板が立ててある。これなら慣れていなくても迷うことはないだろう。

　礼拝堂には子供と、それを取り纏める女性が１人居るだけだった。対して子供はざっと60人。自由参加らしいが、街中の子供でこれは少ないのだろうか？　多いのだろうか？

　とりあえず掃除が始まる時間まで座すわって待つ事になり、トール達と一いつ緒しよに礼拝堂の椅い子すに座る。

　すると目の前が光で……光!?




■　■　■




「…………何処どこだ？」

　おかしいな……今日は祈ってないのにいつもの光が見えた。しかし周りを見ると、いつもの真っ白な空間でもない。

「図書館？」

　周囲を木製の巨きよ大だいな本棚に囲まれている。中身はぎっしり詰まってどれも重そう。……なのに本棚は地面の上だけでなく、空中に浮かんでいる物もある。これを見ると、ただの図書館じゃないと思うが……

「ふむ……私でも呼べたか」

　聞き慣れない声がした。

　上を向くと、いつの間にかそこに浮かんでいた痩せた青年が、ゆっくりと降りてきている。

　……とりあえず挨拶だな。

「初めまして、私は」

「話は聞いている。お前が今回の転移者だろう？　今回はなかなか面おも白しろい奴やつが来たと評判だ」

　それを知っているって事は、やはり神様か。

「私は魔ま法ほうと学問を司る神、フェルノベリア。ここは私の領域だ。お前がこれまで他の神と会った場所と景観が違ちがって驚おどろいているようだが、神界には変わりはない。時間が経てば戻れるのでそれまで楽にしていると良い」
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「ありがとうございます」

　魔法神フェルノベリア……テクンが言っていた滅めつ多たに会えない神様か。どことなく気難しそうだ。少なくともテクンよりは。

「この程度は当然だ。お前が知る神々がここに生者の魂たましいと意識を呼べたと言うので、私もこの機会に試してみた。勝手に呼び出した者を粗末に扱あつかう事はせん」

　聞くと俺が神界に来られる原因について調べていた所で、少しでも原因解明の手掛かりがあればと、都合良く教会に足を運んだ俺を呼びだしたそうだ。要は実験だったわけだな。

「幾いくつか質問をさせて貰いたいが、良いか？」

　特に拒否する理由は無い。というか拒否も出来ないので素直に聞かれた事に答える。

　内容は前世の事やこちらの世界での生活に関する質問から始まり、好きな食べ物等のたわいもない物から神界に呼ばれる際に何を考えているのか、戦争や奴ど隷れいに対してどう思うか等、多岐に及んだ。

　とりあえず聞かれた事に答えているが、内容に規則性が見つからない。……そして、とうとう最後の質問らしい。

「協力、感謝する。最後の質問だが、お前はこの世界をどう思う？」

　どう思うか……？　質問内容が漠然としてどう答えたら良いかわからないけれど……良い世界だと思う。勿もち論ろん俺おれは世界中を見て回った訳じゃないし、この世界の情報にも疎い。でも、出会う人は殆ほとんど全員が良い人で友人もできた。魔法やスライム等面白い事も多く、生活も充じゆう実じつしている。文句などは無い。俺は心からこの世界に来て良かったと思っている。

「ふむ……なるほどな、良く分かった」

「あれ？　私、今声に出してましたか？」

「出しておらん、心を読んでいただけだ」

　……自分じゃ本当に気付けないんだな、心を読まれるのは。

「すまんな、少し警戒していたので勝手に心を読ませて貰っていた」

「警戒？」

「残念な事だが、全ての転移者がお前の様な人間ではなかったのだ」

　どうやら転移者の中には与あたえられた力に溺れ、罪を犯す者もいたらしい。また、悪気が無くても力の使い方を誤ったせいで無自覚に惨事を引き起こした者もいるので、初対面のフェルノベリア様はまず観察することにしたようだ。

　まぁ、納得できる理由だ。自分らが与えた力で無む闇やみに暴れられてはたまらないだろうし。

「その通りだ。明らかに危険な思想を持つ者は初めからこの世界に連れて来ない。しかし後々力に溺れてしまう者はどうしようもないのだ。更さらに通常は転移した時点で手出しは殆どできなくなる。神託で犯罪行こう為いを止やめ、罪を償うように説得するのが精々だ。

　世界を滅ぼしかねない事件を起こせば我々が直々に介入もできるが、そんな状じよう況きようは滅多に無い。第一、そんな状況になった時点で既すでに手遅れなのでな。……理解を示して貰えた様で、助かる」

　まだ思考を読んでたのか。

　俺が考えていた言葉に対し、若干愚痴るように説明してきたフェルノベリア様が我に返り、一言そう言われた。

「これからも色々とやって行きますが、力に溺れる事が無いよう、気をつけます。……絶対とは言えないのが申し訳ないですが……」

「軽々しく絶対と言い切る奴ほど信用ならん。私の話を真摯に受け止めたからだと思っておこう」

「ありがとうございます。これからも精進します」

　その言葉を聞いた直後、いつもの光が輝かがやき始めた。

「どうやら時間の様だな。最後に１つ言っておく。お前の身に起きている異常だが……実はそれほど特別な話ではない。地球からの転移者に限られるが、多かれ少なかれお前と似たような傾向はあった」

　異常って、この世界に来られたり神器を持って行けたりした事だよな？　本当に？

「原因こそ解明できていないが、人間には不可能だったはずの物事を可能にした者は過去にもいる。お前は何故なぜかその傾向が顕著に現れているだけだ。ガイン達も前例があったからこそ、お前に肉体と精神には問題ないと言う事ができていたのだ。他の者達にもその傾向はあったが、突然死や突如精神を狂わせた者は居ない」

　そういえば前にクフォから聞いた聖女は死ぬ時、世界から病気を無くしたと言っていた。確かに人間業じゃない事をやっている。

　……自分では特に気にしていないと思っていたけど、実は気にしていたんだろうか？　今の言葉を聞いてかなり安心した自分がいる。

「教えて頂き、ありがとうございます」

　同時に光が体を包み、直後に意識が礼拝堂に戻ってきた。

　……言葉は届いたんだろうか？　別れのタイミングが分からないから何か不安になるんだが……

　思っていた事が顔に出ていたのか、横に居たトール達に何変な顔してるの？　と聞かれてしまった。

　突然の事でこの３人の事を忘れていた……
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　３人を誤ご魔ま化かしながら待っていると時間になり、子供の世話をしていた女性が音頭をとり始めた。まず軽い清掃作業参加に対する礼を述べ、次々と子供達に仕事を割り振っていく。

　俺も他の子達と共に掃そう除じを始めたが、今回は魔法とスカベンジャー達の出番は無し。使った方が断然早いけれど、周りの子供が一いつ生しよう懸けん命めい掃除してるのに効率的だからってスカベンジャーに頼むのはどうかと思い、普通に掃除道具で掃除をした。

　そのため広い教会の掃除は昼過ぎまでかかり、昼食として配られたサンドイッチを食べるなど、周りに合わせていたらお菓子の時間になっていた。相当楽しみにしていたようで、リックの落ち着きがなくなっている。

　貰えるお菓子はそんなに美味おいしいのだろうか？

「はい。今日はお手伝いありがとうございました」

「こちらこそ、ありがとうございます」

　なるほど……配られたのはリボンで口を縛られた小さな袋ふくろ。中にはクッキーが４枚ずつ入っている。子供達は皆みなこの場で食べていくようなので俺も食べてみると、焼き菓子の香ばしさと控えめな甘さ、果物の香りが強いジャムのような物が少し載っていて確かに美味うまかった。

　そしてサンドイッチとクッキーを食べ終えた子供達はそれぞれグループを作って庭で遊び始めたり、教会の入口の方を見て何かを待っている。

　……遊んでる子達は分かるが、待っている子達は何を待っているんだろう？

　トール、リック、レニも何かを待ってる組に入っている。聞いてみるか。

「３人とも、何をしてるんですか？」

「おっちゃんを待ってる！」

　最初に答えたのはリックだが、それじゃ人を待ってる事しか分からん。

「掃除が終わったらいつも来るおじさんが居てね、そのおじさんから剣けん術じゆつとか戦い方を教えて貰えるんだよ」

「戦い方？」

　トールによると、掃除が終わった頃ころに必ず元冒ぼう険けん者しやの男性が来るらしい。その人は教会に寄付をするだけでなく、教会に住む孤児達が成長し教会を出ていかなければならない年齢になった時、しっかりと自立できるように戦い方を無償で教えている……つまりボランティアだ。

　そしてそのうち無償で戦い方を学べるとあって、清掃日には冒険者に憧あこがれる男の子が一緒に訓練に参加するようになったらしい。訓練と言っても年ねん齢れいに合わせた無理のない範はん囲いで、俺おれや冒険者として活動している人から見たら大分ぬるそうだが、それは仕方ないだろう。

「リックは分かるけど、トールやレニも訓練に？」

　リックは腕わん白ぱくだから訓練に参加したがっても違和感はない。しかし、トールはそんなイメージ無いぞ。男の子だから冒険者に憧れてはいるのか？

「女の子が戦えちゃダメって事はないでしょ？　将来変な男に絡まれる事がないとも限らないし。それに、リックの面倒も見ないといけないしね」

「僕は母さんから少し体を鍛きたえなって言われててね……そんなに怠けてるつもりはないんだけど」

「性格がナヨナヨしてるからよ！　訓練すれば、もっとこう、男らしくなるでしょ！」

「う、うん……」

　なるほどな……と言うかトール、お前尻に敷かれてないか？

　そんな事を考えていると、周りの子供達が騒さわがしくなる。

「きたー！」

「おっちゃん！」

「顔の怖こわいおじさん、来たよー！」

　入口の方を見ると、確かに怖い顔の男性がこちらに向かってきていた。

「おい！　今顔怖いっつった奴やつ誰だれだ！　一言余計だぞ！」

「あ……」

　大声を出した男性は冒険者ギルドのギルドマスター、ウォーガンさん。周りの子供達は慣れているのか大声を聞いても怯えず、むしろ体にしがみつきに行く子供も居る。そんな子達を相手にしていた彼かれの目が、突とつ然ぜん俺の方へ向いた。

「おっ、リョウマじゃねぇか！　お前さん何でここに？」

「今日は店が休みなもので何となく街をふらついていたら教会の清掃日の話を聞いて、参加してみたんですよ。こういう地域の人達との交流の機会には参加しといた方が良いかと思ったんです」

「そりゃ良い事だ。……そうだ、まだ時間あるならちっと手伝ってくれねぇか？」

「手伝い？」

「おう、ちょっと耳かせ……」

「……なるほど」

　話を聞いて手伝いをする事に決めた。広場で訓練を受けている子達がランニングや基礎訓練に励んでいる間、俺はディメンションホームからスカベンジャーを20匹ぴき出しておく。

「よし！　今日は普ふ段だんより実戦的な訓練をするぞ！　リョウマ、頼む！」

「了りよう解かい」

　スカベンジャー達を引き連れて子供達の前へ。子供達は俺が連れている20匹のスライムに驚いている。スライムとはいえ実際に魔ま獣じゆうを使った訓練は初めてのようだ。

「今日は皆、このスライム達を相手にしてみるんだ」

「怪け我がは回復魔法で治しますから、遠えん慮りよしなくていいですよ」

　怪我をする事があるのは子供達の方だと思うけどね。

　スカベンジャーの方はこれまでの訓練に加え、体術や物理攻こう撃げき耐たい性せいスキルを持ってる上に相手の得え物ものは木剣。さらにそれを振るのは子供の腕力。スライムが怪我をする事はまず無い。

　念のためスライム達は回避に重点を置いて、攻撃は体当たりのみという条件を出してあるから子供達も安全だ。精々体当たりされて体勢を崩して、転んですり傷ができるくらいだと思う。

「リョウマ、いいのか!?」

　問題ないと答えると、聞いたリックが最初にやりたいと言い出した。

　ウォーガンさんに目を向けると、いいらしい。やらせてみよう。

「いくぞー！」

　自分に気合を入れるように宣言したリックが子供の訓練用の木剣を構える。他の子供がその様子を真剣に見守る中、両者は正面から相対した。

「……」

　スカベンジャーは自分から攻撃に向かわず攻撃をじっと待つ。その様子を見たリックは動かないスライムに狙いを定め、剣を上段から振り下ろした。

　しかし多少型を学んだだけの剣。まだまだ大振りで隙が多くて遅い。リックの歳だと仕方ないと言えば仕方ないが……当然、スカベンジャーには避よけられる。

　それが悔しかったのかリックは次々と攻撃を繰り出し始め、段々と剣術の型も崩れてただ剣を振り回すだけになってしまった。それが数分も続けば次し第だいに疲れ始め、剣を振り上げた直後、がら空きになった胴どうにスライムの体当たりが綺き麗れいに入った。

　痛みは無かったようだが、軽く突き飛ばされる感じでリックは尻餅をつく。

「そこまで！　リック、お前さんはまだまだ体が小せぇし、訓練も本格的にはできてねぇ。負けても焦る必要はねぇぜ。だが、攻撃を避けられたからって頭に血が上っちまうのは今から気をつけておけ。さっきのお前さんは最初以外型が滅め茶ちや苦く茶ちや、隙だらけだ。一つ一つの動きを丁てい寧ねいにする事を考えろ」

　リックは悔しそうに頷き、観戦していた子供達の中に入っていく。

　それから全生徒が１人１回ずつ皆の前で戦い、ウォーガンさんから指摘を受ける。

「よし！　それじゃ俺が教えたことを考えながらもう１回戦ってみろ！」

　場所とスライムを分けて一斉に練習をさせる。一部打ち込みが弱いと指摘された生徒には、頑がん丈じようなアイアンとメタルを提供してそちらで打ち込みの練習をしてもらう。

　俺はその間を見回って様子見と回復魔法を担当。ウォーガンさんは見回りながら個々に指導。そんな訓練は夕方まで続き、暗くなり始める前に終了となった。

「おっちゃんバイバーイ！」

「気をつけて帰れよー！」

　帰っていく子供達を見送り、俺とウォーガンさんはようやく一息つけた。やったことは見回りだけだが、いつ子供が思わぬ怪我をするかもしれないという状況は普段と違った緊きん張ちよう感がある。事故もなく終わってよかった。

「お疲つかれ様さまです」

「おう、お疲れさん。今日は助かったぜ」

「こっちも今日は暇ひまでしたから。休みを取ろうと思ったは良いものの、いざ休むとなると暇を持て余してしまうので、ちょうど良かったですよ」

「そうか？　ならまた暇があったら子供達の訓練に付き合ってやってくれ。お前さんのスライムはあいつらのいい訓練相手になる。なんなら冒険者ギルドで新人教習の仕事を受けてくれても良いぞ？」

「それは……」

　敵役であればまだいいが、教官役となると返答しかねる。仕事では部下を持って教育した事は何度もあるが、戦せん闘とう技術を人に教えた経験は無かった。経験のある仕事でも、俺自身の指導力も決して高いとは言えない。

　教えることは自分のためにもなるとは思う。しかし教える相手は新人冒険者。その技わざに自分の命を賭けていくことになると考えるべき。生兵法は大怪我の元だ。やるならばちゃんと指導の仕方を学び経験を積んだ師し匠しようの下で学ばせるべきだろう。

　それに俺が技を教えるとしたら、まず思い浮かぶのは親父のやり方。

　基本的に技を教えたら即実じつ践せん。組み手の繰くり返かえしだけれど、攻撃は当てる。倒たおれれば追撃。起きなければ更なる追つい撃げき。起きるまで追撃。寸止めも中断も一いつ切さい無し。とにかく止めないのが親おや父じのやり方だった。

　攻撃を受けようが倒れようが、敵が待ってくれるわけがない。

　その考え方自体は正しいと思っている。しかしそれを俺が真ま似ねすると怪け我が人にんを量産しかねない……というのも、俺は人相手にあまり手加減をしたことがない。

「そうなのか？」

「相手が１人だけだったもので。師匠相手に手加減とか必要無いでしょう？」

　前世も現世も、弟で子し入りする人は大勢いるだろう。しかし師範に対して手加減する奴がどこにいるのか。いたらそいつは師匠をなめているも同然だと思う。そして実戦であれば手加減をする必要は無い。

「そりゃそうだが、友達とちょっとした喧けん嘩かとかした事くらいあるだろ。それに襲しゆう撃げきされて相手を捕つかまえてたじゃねぇか」

「喧嘩程度で軽々しく技を使うべきではありません。まずは対話を試みるべきです」

「なんだそのお利口な答えは。正しいけどよ」

「襲撃とか盗とう賊ぞくであれば問答無用ですが手加減も無用。どうしてもという時は素手で手足を狙えばいい。頭や主要な臓器のある胴どう体たいより、全力で攻撃しても相手を殺しにくいと学びました！」

「……そういやお前、骨を折ってたな。さもなきゃ薬かスライムの液で執拗に固めるか」

　ただ力の使いどころを弁えれば手加減はほぼ必要ない。よって力は０か１００のどちらかでいい、というのが代々の教えだ。手加減をした経験が一度もないとは言わないが、前世の喧嘩などはほとんど受け身だった。暴れる方がはるかに面倒事を増やしてしまう社会の中で、それを問題と感じたこともない。

　ただその弊害か……スライムに技を教え始めた当初、訓練中の事故死が多発したりもした。そしてつい先日、店の護衛としてドルチェさんを雇い入れた際にも失敗している。

「お疲れ様でした」

　言葉を選んで話していると、修道女のお２人が飲み物を運んできた。

「ウォーガンさん、本日もありがとうございました」

「リョウマ君もありがとう。これはお礼です」

「ありがとうございます」

　ありがたく頂いておこう。

　それから少し話して、俺のステータスボードを作った女性がベッタさん。少女がベルさんという名前だと知った。驚いたことに、この広い教会を２人だけで管理してるらしい。建物の管理に、親のいない子供も引き取っていたはずなのに……

「人手が足りないんじゃないですか？」

「楽ではありませんが、これも修道女としての修しゆ行ぎようです」

「ご心配ありがとうございます。同じように考えてくださる子供達や、街の大人達にも支えていただいてますから」

　と、問題ないことをアピールされた。

　なお、俺が聞くばかりではなく向こうからの質問もきた。

「スライムの飼い方は難しいのでしょうか？」

「やはりまず従じゆう魔ま術じゆつを習得するべきでしょうか？」

　どうもこの２人、スライムを教会で何なん匹びきか飼いたいらしい。スライムに関する質問ばかりだ。

　とりあえず丁寧に答えておいたが、最後にどうしてスライムを飼いたいんですか？　と聞くと……

「今日の様子を見ていて、スライムが可愛らしいと思いまして」

「従魔術で安全を確保できていれば、子供達の情操教育にも良いかと」

　良いのか!?　スライムを情操教育に……小学校で飼ってたウサギみたいなもんかね？　というか、この世界に情操教育って考え方があるのか。……とりあえずまだ本格的に決めた訳じゃないらしいが、今後取り入れるかもしれないと２人は言っている。

「では決まればまたそのときに。私でよければいつでも相談に乗りますから」

「よろしくお願いできますか？　ありがとうございます」

　話はひとまず区切りがついた。空もだんだん暗くなってきたし、そろそろお暇しよう。

　そう伝えて教会を後にする。

　帰り道に今日一日を振ふり返ってみれば、これまでとは少し違う日だ。

　教会の清掃活動……誰だれからも違和感なく受け入れられていたと思う。

　地域の催しに参加して、だんだんと街の一員として馴染めている気がしてきた。

　……明日も頑張ろう。







特別書き下ろし・雑誌記者は違和感を覚える







　薄暗い喫茶店の店内。客はまばらで、あまり繁はん盛じようしていない店のテーブル席に、人目を避けるように２人の男が座っていた。

「ご協力ありがとうございました」

「……もう来ないでください。それから」

「分かっています。あなたの事は書きませんよ。我々が書きたいのはあなたの会社の事ですから。では失礼」

「……」

　憮然とした男を残し、席を立つもう一人の男。

　彼は支し払はらいを済ませて店を出ると、懐ふところから携帯電話を取り出した。

「もしもし、浦うら見みです」

「浦見か、どうだった？」

「もうバッチリですよ、裏も取れました」

「でかした！」

「引き続き聞き込みを続けます、夕方には社に戻もどりますんで」

「ああ、しっかりやれよ」

「任せて下さい」

　短い会話で必要事項だけを告げた浦見は通話が切れた事を確かく認にんすると、表示された時計に目を留める。

「……軽く食っとくか」

　次の仕事前に腹ごしらえを済ませるべく、先さき程ほどとはまた別の喫茶店へ入る浦見。

　彼は迷いなくメニューの一番上にあるサンドイッチとコーヒーを頼たのみ、タバコに火をつけた。

「ふぅ……」

　紫し煙えんをくゆらせ、束の間の一服。この間だけは何も考えずに過ごす。

「お待たせしました。たまごサンドとコーヒーになります」

　皿を並べた店員が去っていく。それを黙だまって見送る浦見。

　サンドイッチに手が伸ばされたのは、タバコを吸い終わってから。

　灰皿で火をもみ消すとともに彼は思考を再開する。

（お隣さんには悪いが、思った以上にいいネタ拾ったな……）

　浦見は隣に住んでいた竜りよう馬まの遺体発見に立ち会い、またその一部始終を見ていた。

　そして彼は一人の雑誌記者として井い口ぐち、ひいては竜馬の職場へと調べを進めている。

（それにしてもあの会社……叩けば埃が出るわ出るわ）

　竜馬の勤めていた会社は現在、ネットに流れた井口の所業を引き金に大炎上中。

　ネットでは会社の不満をぶちまける〝匿名の元社員〟を名乗る人々も現れ、有志の手によって情報が集められている。今朝には井口の事件と会社の話題を扱うまとめサイトも作られる始末。

　雑誌記者の浦見としては編集部内での評価を上げるチャンスだが、油断ならない状況でもあった。

　チャンスを掴むために必要なのは、更なる情報をすっぱ抜ぬく事。

　そのため浦見は竜馬の会社関係者を中心に探っていたが……今回の仕事はあまりにも順調と感じていた。

（叩けば何らかの埃が出るとは思ったが、大当たりだったな。調べれば調べただけネタが出てくる。おかげさまで俺の評判はうなぎのぼり……にしても、あんなに脇わきが甘あまくてよくこれまで隠かくし通せたもんだ……まぁ、仕事が楽な分には文句はないが）

　あの手この手で隠された後ろ暗い話を、ありとあらゆる手段を用いて暴き白日の下に晒す。それが彼の仕事である。時には法に、時には権力に阻まれ、心と体をすり減らしてきた経験からすれば、ここ数日の仕事は〝楽〟という言葉では足りないほどであった。

　些さ細さいな情報ではあったとしても、動けば必ず何かが掴める。

　何を聞いても、どこで聞いても、まったくの空から振ぶりに終わる事がない。

（調子が良すぎて逆に不気味だよ……）

　浦見はサンドイッチを口に押おし込み、コーヒーで流し込む。

（不気味といえばもう一つ……なんであの人はあの職場に勤め続けたんだろうな）

　過重労働、上司の横暴、コネ入社をした部下の尻拭い、所属部署への冷遇……竜馬の会社を調べる過程で、浦見は竜馬の職場環かん境きようをある程度把握していた。その一つ一つはどこの会社でもあり得る事、よく聞く話ではある。しかし竜馬の場合は、似通った話題を仕事柄がら頻ひん繁ぱんに耳にする浦見からしても、度を越していた。

（少なくとも俺なら速攻で辞表を叩たたきつける）

　浦見はそう強く感じたために、その環境で16年間も働き続けた竜馬を理解できなかった。

「……はぁ……お会計お願いします」

「かしこまりましたー」

　浦見は食事に時間をかけず、会計を済ませると再び情報を求めて街へと繰り出した……




■　■　■




「ここか」

　浦見は都内の繁華街を訪れた。

　夜になれば煌びやかなネオンと人ごみの活気で埋め尽くされるところだが、今は昼間。周囲には準備中の札がかかっている店も多く、人通りもまばら。そんな通りからさらに路地へと入り、彼は古びた看板を掲げる一軒のオカマバー〝ＭＩＴＨＵＫＯ〟を訪ねる。

「ごめんください」

　その言葉に対する返事は、暗い店内のさらに奥おくまった席から聞こえた。

「何アンタ……準備中の札がかかってたでしょ？　営業時間じゃないから出て行ってよ」

「突とつ然ぜん申し訳ありません。私こういう者です」

　テーブルを拭く手を止めた女性？　の訝しげな視線をものともせず、自らの名刺を差し出す浦見。

「アンタ……帰ってちょうだい。ブン屋に話す事なんて何もないわ」

「そうおっしゃらず、少しでいいので話を聞いてもいただけませんか」

「お断りよ。聞かなくてもわかるわ、どうせ竹さんかその会社の話でしょ？　アンタらって死んだ人間まで飯のタネにするのね」

　60代ほどの女性は身に着けた薄手のドレスと贅肉を揺らし、嫌悪感をむき出しにして浦見を追い出そうとする。しかし浦見も引かなかった。

「そうおっしゃらず、何卒お願いします」

「お断り、って言ってんでしょうが！　帰らないと警察呼ぶわよ！」

「どうかお話だけでも。私や私の出版社が話題にしなくても、他の誰かが、他の出版社が、必ず今回の事件について記事を書きます。もう会社の方がネットで炎上しているのはご存じでしょう？」

　さらに女性は不快感をあらわにする。

「だからって、何でアンタに話さなきゃなんないのよ」

　確かに、女性の言う通りではある。

　記事にすれば浦見や会社の利益になる事は間ま違ちがいなく、浦見も一番の目的はそれである。

　しかしながら、

「私は個人的にも彼の事が知りたいんです。実は私、彼の遺体発見現場に偶ぐう然ぜん居合わせまして」

「何ですって？」

　女性にとっては想定外の一言。

　続けざまに浦見は自分が竜馬の隣となりに住んでいた事を語る。

「……アンタ、竹さんと親しかったの？」

「それなり、ですね……お互いに忙いそがしく、顔を合わせる機会も多くはありません。ですが引越し当初は色々とお世話になっていました。良い人でしたから」

「……お人よしだったわよね。その上不器用で、結局バカを見続けて死んじゃった……」

　やるせない様子でこぼす女性に合わせ、浦見も竜馬との思い出を語る。

　それらは全てたわいもない、ちょっとした親切を受けたというだけの話。

　しかし女性にとっては生前の竜馬を思い起こさせる内容であった。

「彼を食い物にし続けてきた上司と、会社の行いを暴きたいんです。お金になる事は否定しませんが、それ以上に疑問があるんです。どうして彼は冷遇されながらも働き続けたのか……何か、亡なくなった彼のためにできる事はないのか？　……どうかご協力いただけないでしょうか？」

　浦見は女性の情に訴える。

　浦見は決して正義感に燃える男ではない。

　むしろ女性の暴言に出ていたような、ネタのためなら何でもやる人間に近い。

　しかしながら、今回の件は顔見知りの隣人の死が発ほつ端たん。

　それも遺体発見現場に居合わせたとあって、普段の仕事よりもやや強い興味を持っていた。

　その行動力と僅わずかな熱意は、女性の心をも動かした。

「……こっちに来なさい。飲み物でも出すわ」

　言うが早いか、カウンターへ向かう女性。

　それを追って浦見はカウンターの一席へ座すわった。

「悪かったわね。ちょっとイラついていたわ」

「こちらこそ突とつ然ぜん伺うかがってすみません」

「いいわよ、これまでもたくさん来たもの」

「取材が？」

「どこから嗅ぎつけてきたんだか、竹さんが亡くなった日から昼夜問わずに店に来るのよ。今朝なんか家まで訪ねてきたわ。一人残らず追い返したけどね」

「同業者として申し訳ない……」

　浦見は心の中で舌打ちをした。

（そんな一昔前のやり方……今時はマスコミに対しても厳しい目が向く時代だってのに、何処どこの馬ば鹿かだ。おかげでとばっちり食わされた）

「で、具体的に何が聞きたいのかしら？」

「……竹林さんやその会社の方々の、お店での様子など、聞かせていただきたいですね」

「そうねぇ……竹さんはこの店の常連だったけど、あくまでも他の連中の付つき添そいだったみたいね。そうでないとお酒は飲まないって聞いた事もあるし。うちに来てくれてたのは他の連中がここを気に入ったらしいからでしょうね」

　出入り禁止になっていない店の中では、と女性は付け加える。

「出入り禁止、とは」

「あいつら酒の飲み方が最低なのよ。ここに来てもまいっかい！　私やお店の子をオカマ野や郎ろうだのキモいだのと罵倒してくるのよ？　自分からこの店オカマバーに来といて。普段から態度が横おう柄へいだし、どこまでも上から目線ですぐ他人に絡からんで。そんなんだからあいつらお断りの店がこの辺には沢たく山さんあるの。

　うちは竹さんがいつも私らに頭を下げてくれるから大目に見てるけど……ってか竹さんがその一番の被ひ害がい者だったからね……タバコ、いい？」

「どうぞどうぞ」

　カウンターから取り出したタバコに火をつけて、深く煙を吸って吐はく。

　女性はカウンターで頬杖をついたまま語る。

「あの人はさ、ぶっ飛ばそうと思えばいつでもぶっ飛ばせたと思うのよ。あんな奴やつらなんか。だけどそれをせずに、ずっと無抵抗で言われ放題……私たちも罵倒されたけど、竹さんと比べたら序の口よ」

「具体的にはどのような？」

「どのようなって……仕事の態度がどうだの、面構えが気に入らないだの。偉そうに先せん輩ぱい面して語るんだけど、次の日になったら意見が正反対になってたり、内容に意味なんてないわよ。……あ、でもそういえば」

　浦見が手に持つペンに力がこもる。

「あの連中、酔うと竹さんの事を〝裏切り者〟って呼んでたわね。裏切り者のお前をまだ会社に置いてやってるんだから、とかそんな感じの嫌みったらしい事をよく言ってたわ。それがずっと気になってるの……」

「会社での竹林さんの扱あつかいはかなり悪かったようですが、〝裏切り者〟とは……」

「詳くわしい事は知らないわ。私も気になってたけど、本人に聞いても話してくれなかった。っていうか、竹さんは会社の悪口とか文句を言わない人だったから。ただ言葉通りの意味で裏切ったとは思えないわ。彼も好き好んであいつらの世話をしていたわけじゃないと思うけど、なんだかんだで律りち儀ぎな人だったし、そもそもそんな器用な真似ができるならとっくにあんな会社辞やめてると思うし」

　何か理由があるのか、それとも単純にミスを犯おかして損失を出したという話か。

　２人には詳しよう細さいがわからない。しかし気になる単語ではあった。

　浦見は調査すべき項目として手元のメモにしっかりと記入する。

「罵倒に関して話せるのはそのくらいね。正直その辺りには注目してなかったって言うか、そんな事よりもスピリタスを一気飲みさせたり、お酒の瓶びんで殴なぐりつける姿の方がよっぽどヒヤヒヤしてたから」

「その話も詳しくお願いします。スピリタスはあのほぼ１００％アルコールで有名なお酒ですよね？　それに暴力を振るっていた？」

「どっちもその通りよ。スピリタスのアルコール度数は96％、普ふ通つうのウイスキーがだいたい平均40度くらいでしょ？　それでもボトル１本一気飲みなんかしたら大半が急性アル中になってもおかしくないのに、倍以上のスピリタスでやらせるのよ？　今思い出しても信じられない」

「それ、飲まされた後は」

「……竹さんは無事だったわ。あの人、異常にお酒に強いから……さすがに悪酔いしたようだけど自分の足で帰ったし。というか、そうじゃなかったらもっと早く問題になってるわよ！　もう私もあの時は救急車呼ぼうと思ったもの……そんな事が何度か続いたから、前はカクテル用に置いてたスピリタス、今は置いてないの」

「そうですか……では暴力の方ですが……」

「そっちは〝課長〟って呼ばれてた人が中心でね、さっき話した嫌みがエスカレートしてくると怒り出して、その場にあるお酒の瓶で殴りつけるのよ。中身が入っててもお構いなしに。あとはその取り巻きも参加して……そんな事がしょっちゅう。もう慣れたものよ」

　そこで彼かの女じよは大きく肩かたを落とす。

「今になって思うわ。あの時に通報していれば、って。チャンスは山ほどあったのに」

「……私はあなたの判断を責めようとは思いません。記事にもしません。その上で聞かせてください、どうして通報しなかったんですか？」

「それも色々よ。……自分の店で警察沙汰になんてしたくなかったし、本人からも問題にしないでくれと頼まれたから。彼、問題を起こすのが相当嫌だったみたいね……元々冷遇されていたみたいだし、何かあれば本当に立場が危なかったのかも」

「会社を辞める、という選せん択たく肢は無かったんでしょうか？」

「さぁね……辞められなかったんじゃない？　辞めればいい、なんて部外者は好き勝手言うけどさ、当の本人が辞めたくても辞められないから近ちか頃ごろはブラック企き業ぎようだのなんだのが問題になってるんじゃないの？」

「確かに……」

「あとは何か理由があったとか？　こんな仕事してるといろんな人の愚痴を聞くけどさ、給料が高くても定時で帰れないのは我が慢まんできないって人もいれば、給料が増えるなら残業してもいいって人もいるわ。価値観なんて人それぞれだし……尤もつともあのクズ共のところにそんな魅力があるとは思えないけど」

「彼の様子はどうでしたか？　そこまでされて、怒っていたとか」

「それは……全くと言っていいほど無かったわね。殴られても無理やり飲まされても、いつも〝体が強いから大丈夫〟って言ってたし……逆に大丈夫じゃなかったら、それでもよかったんじゃないかしら？」

「……というと？」

「それで死んじゃうなら、それではそれで良いって感じ。基本的に明るく振舞ってて、大丈夫大丈夫って感じなのに、ふとした瞬しゆん間かん、何もかも諦めちゃってるみたいに感じる時があったわ。あの人……」

　浦見は隣人だが、そこまで深い付き合いはない。

　女性から語られる竹林竜馬の印象を細やかに書き記していく。

　また、竜馬とともに来店していた人物の特とく徴ちようや言動なども聞き出しては控え。

　そして一通り話を聞き終えたところで、せわしなく動いていた手はピタリと止まる。

　懐の携帯電話に着信があった。

「すみません」

「どうぞどうぞ」

　一声かけて電話に出る浦見。

「はい、浦見です。編集長、取材中……はい？　今は例の繁華街で、はい。……そう遠くありませんが何か……」

　漏れ聞こえる編集部の喧けん騒そうと、かなり慌あわてている相手の声。ほぼ間違いなく何かがあったと確信しつつの問いかけ。その返事に浦見は思わず声を上げた。

「傷害事件!?　ッ……」

　今まさに自分が調べている会社の、それも原因となった竜馬と同じ部署の人間がまた事件を起こした事が告げられる。

　炎上した会社の評判をさらに落とすであろう出来事であり、浦見にとってはまた新たに切り込める糸口だ。

「わかりました。可及的速すみやかに向かいます。場所と犯人は……？」

　カウンターの女性を気にして声を潜めた浦見。彼は先ほどまで記入していた手帳を見返す。

　そこには電話口から新たな事件の犯人として情報が上がった男と同じ苗字が記入されていた。

「その男の容姿は……黒くろ髪かみにメガネの一見真ま面じ目めそうなタイプ……編集長、気になる事があるので一旦切らせてください。また後でかけ直します。お願いします。……すみません！」

「騒々しいわね、なぁに？」

「先ほど聞いた、竹林さんを酒さか瓶びんで殴打していた男の中に……この男はいませんでしたか？」

　浦見は自分の携帯に送られていたアドレスにアクセスし、画面を女性に向ける。

「どぉれ？　……そうそうコイツよ！　この男！　課長の取り巻き！　コイツ、何かやったの？」

「昼間から酒を飲んでいて、職場が炎上している事を揶揄した知り合いを酒瓶で殴ったそうです」

「まぁっ！　いつかやると思ったわ」

「そちらの取材にも行かなければならなくなりましたので、失礼させていただきます。突然の訪問にも拘かかわらず、ご協力ありがとうございました」

「あっ、少し待っててちょうだい！」

　浦見を呼び止め、店の奥へと駆け込む女性。

　浦見は一刻も早く次の現場へ行きたいところだが、話を聞かせてもらった手前待たざるを得ない。

　そのまま１分２分と時が過ぎ、戻ってきた女性は１本のビデオテープを持っていた。

「これ！　持っていきなさい」

　昨今ではめっきり見なくなったビデオテープを押し付けられた浦見が内容を聞けば、

「この店で飲んでる竹さんと連中が写ってるわ」

「そんな物が!?　なんでそんなに都合よく」

「昔、店の子がどうしても我慢できないって、隠し撮りしちゃったのよ。肖像権の侵害だし、勝手にそんな事をして迷惑を被るのは竹さんだから……結局使わなかったんだけど、捨てもせず店に置いてたのよ。昨日、たまたま店の掃そう除じをしていたらそれが出てきて処分しようと思ってたの。

　……結局、あの人が死ぬまで見て見ぬふりを続けた私が言う事じゃないけれど……私が持っていても仕方ないものだし、あいつらに一泡吹かせてやってちょうだいな」

　こうして浦見は、またしても欲ほつしていた新たな情報を手に入れた。

　それらを用いて彼かれがこれから何をするのかは明白だろう。

　その際に彼が何を思うか。

　そして何が起こるかは、まだ先の話……







あとがき







　こんにちは。〝神達に拾われた男〟作者のＲｏｙです！

　読者の皆様、「神達に拾われた男　４」のご購入ありがとうございました！

　皆様の応援と制作に携たずさわる方々のご協力のおかげで、私は順調に続きを出せています。

　また書籍とは別にコミカライズ（漫画化）も始まり、その単行本１巻まで発売。さらに発売後には即重版をかけていただけるなど、ありがたい様々な出来事が続いています。

　こうして本を出させていただき、読者の皆様に買っていただき、お金をいただいている。仮にもプロ作家の身でこんな事を書くのはどうかとも思いますが……もはや言葉では表現できないほどの感謝です！

　さらに前回、３巻のあとがきに〝ファンレターをいただいて、嬉しかった〟という事を書いたところ、『小説家になろう』様の私のアカウントや作品の感想欄に、多くのメッセージを頂きました。特に面白くもないだろう私のコメントまで、皆様はしっかり読んでくださっているんだな……と驚きつつ感謝。

　そんな皆様にできるだけお楽しみいただけますよう、もう４巻ではなくまだ４巻と気合を入れて。担当者様にご指導いただきながら、今後も精しよう進じんしていきますので、皆様どうか今後とも応援よろしくお願い申し上げます。
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